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			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			プロローグ

			異世界へ

			進化の実

			クレバーモンキー

			毒耐性

			初戦闘

			完全解体の片へん鱗りん

			進化

			勇者召しよう喚かんされし者たち

			５ヶ月後

			伝説級武器

			急襲

			結末

			共同生活

			身を挺ていして

			愛の奇跡

			暗黒貴族の過去

			最終進化の結果

			羊さん

			エピローグ

		

	
		
			進化の実～知らないうちに勝ち組人生～①

			美紅

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・しおざわりな＋百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			プロローグ

			　

			　俺、柊ひいらぎ誠せい一いちは今までの人生のなかで直面したことのない現実と対面している。

			「酒、飲ム」

			「私、未成年なんで」

			「ナラ、食事スル」

			「今お腹空いていないんで」

			「ナラ、私ト寝ル」

			「昨日は十分睡すい眠みんをとったので」

			「ナラ、私ト結婚スル」

			「全力でお断りしまああああああああす！」

			　――――俺、ゴリラに求婚されてます。

			　どうしてこうなった!?

			　自分の置かれてる状況が理解できねぇんだけど!?　マジでこの状況なに？

			　お、落ち着け……取り乱したところで何も変わらねぇぞ……。

			　まず、俺の目の前にいるのは、確実にゴリラ。

			　だが、ただのゴリラじゃない。

			　鍛きたえ抜かれた筋肉に、それを覆おおう燃えるような赤色をした体毛。顔はまんまゴリラだが、口から覗く巨大な牙きばが、地球にいるゴリラとは明らかに違う。

			　――――カイザーコング。

			　それが、目の前のゴリラの名前である。そして雌めす。

			　キングでコングなわけでもなければ、ドンキーでコングなわけでもない。カイザーである。

			「私、初メテ。ダカラ、優シクシテネ？」

			「黙れえええええええええっ！」

			　頬ほほを赤く染めるカイザーコング。もう死にたい。

			　ちなみに、このカイザーコングのことは、俺は知識としては知っていた。

			　それも、クレバーモンキーとアクロウルフから得た知識でだが。

			「子供、10人欲シイ。デモ、増エテモイイヨ」

			「もう一生口を開くな。てか死んでくれ……！」

			　全然落ち着けないよ!?　もう目の前のゴリラのせいで何が何だかわからねぇよ！

			　こういうときこそ本当に冷静にならねぇと……。

			　俺はカイザーコングの言葉を無視し、状況整理のため、これまでのことを思い返した。

		

	
		
			異世界へ

			　

			　俺の名前は柊ひいらぎ誠せい一いち。特殊な高校に通う２年生だ。

			　特殊と言っても、漫画のような能力者や宇宙人がいるような学校ではない。

			　いわゆる、アイドル育成学園……のようなところだ。

			　有名な女子高生アイドルやジャニーズは当たり前のように、俺の通う学園にいる。

			　なら、俺もそんなアイドル並みの顔立ちをしているのか？　と訊かれれば、否である。全力で否である。

			　幸い髪の毛は禿はげていないが、ブサイクであり、酷ひどい体臭の持ち主だ。

			　体臭に至っては、俺の席の周りにあえて誰も座らせないという徹底ぶり。しかも生徒からの要望だけでなく、先生からの要望とあってはどうしようもない。

			　そんな俺は、周りが美男美女だらけのせいか、学園では誰もが知る有名人……悪い意味で。

			　おまけに最近は太り始め、入学当初は70キロだった体重は、１００キロにまで増えた。自分でも思うけど、救いようがないほどのブサイクである。

			　太り始めた理由は、両親が事故で他界して、好き放題な暮らしをしていたことだ。さんざん親不孝をした結果なので、仕方がないと割り切るしかない。自業自得というやつだ。お母さん、お父さん、ごめんね？

			　見た目に関して言えば、もはや諦あきらめていると言ってもいいのだが、唯一耐えられないのが俺の名前だ。

			　いや、誠せい一いちって、響きや字にするとカッコイイんだけど、俺の見た目とはあまりにもかけ離れているせいで、名前負け感が半端ない。全世界に土下座したくなるほどに。ごめんなさい。

			　こんな俺だからか？　まあ当たり前のように学校に行けば虐いじめを受ける。世の摂理と言っても過言でないかもな。

			　なら何で俺がこの学園にいるのか？　という疑問に辿り着くだろう。

			　それは、俺の住んでいる家から近い学校がここだったことと、このアイドル育成学園は頭がそこまでよくなくても入学できたことが理由だ。俺のような一般人だって普通に通えるわけだし。

			　ダメ人間だろ？　笑いたけりゃ笑えよ！　反省もしてるし、後悔もしてるんだから！

			　でもホント、便利さや面倒くさいのを嫌って入学した結果、虐いじめられてたら世話ないわな。まあ別の高校に入学しても虐いじめられてただろうけど。

			　あの日も、そんなありふれた１日になるはずだった――――。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「おい、ブタぁ～！　パン買ってこいよぉ～！」

			「もちろんテメエの金でなぁ～」

			　ギャハハハハハッ！

			　俺はいつものように、昼休みに数人の男子生徒に体育館裏に呼び出され、パシリを強要されていた。

			　見た目がいいと性格までいい、という方程式は必ずしも正しくない。まあこの学園の本当にすごい連中……それこそ国民的アイドルとかは、顔もよければ性格もよかったりする。こんな俺でも普通に接してくれるし。

			　ただ、俺を一種の引き立て役として使っている感も否めないんだけどね。

			　結局、俺は命令通り自腹でパンを買いに行き、その後も日ごろのストレス発散と称してサンドバッグみたいな扱いを受けたりした。

			「あらよっとぉ！」

			「グッ！」

			　相手の拳こぶしが俺の腹に突き刺さる。

			「がはっ！　ごほっ！」

			「ハハッ！　マジで気持ちいいわぁ～！　スッキリするよな～！」

			「あ、そろそろ次の授業が始まる？」

			「もうそんな時間か？　じゃあ行くか。そんじゃあな～、ブタ！」

			　男子生徒たちは笑いながらその場から去っていった。

			「ぐっ……！」

			　激痛をこらえながら何とか立ち上がろうとするが、膝ひざに力が入らずすぐに倒れてしまう。

			「はぁ……はぁ……」

			　俺が顔を顰しかめて、痛みが引くのを待っているときだった。

			「ひ、柊君!?」

			　一人の女子生徒が俺に近寄ってきた。

			「だ、大丈夫!?」

			　背中まで伸びた地毛の茶髪。頭にはカチューシャが付いている。二重の大きな目には、黒目がちのクリッとした瞳ひとみ。唇は瑞みず々みずしく、桜色を帯びていた。

			　俺の顔を心配そうにのぞきこんでいる少女は、この学園のなかでも指折りの美少女。隣のクラスの日ひ野の陽よう子こ。

			　俺の体臭を気にせず、普通に接してくれる極少数の人間だ。

			「立てる？」

			「あ、ああ……」

			　こんな俺に何のためらいもなく手を差し伸べてくれるので、俺はこの娘のことをいい奴だと思っている。

			　ちなみに俺は、少し優しくされたからといって変な誤解や期待をするほど馬鹿ではない。自分の見た目は、自分が一番よくわかっているのだから。自分で言ってて悲しくなるぜ！

			「柊君、何があったの？」

			「……日ひ野のが気にするようなことじゃないよ。それより教室に行かないと、次の授業に遅れるんじゃないか？」

			「あ……うん。そうだけど……」

			「なら早く行こう。でも、日ひ野のは俺と離れて移動したほうがいい」

			「どうして？」

			「周りに変な誤解を与えるからな。それに、日ひ野のを巻き込みたくない」

			「え？」

			　俺はそう言うと、痛む体に鞭むち打って、日ひ野のより先に歩き出した。

			　日ひ野のは俺のことを本当に心配してくれているようだけど、あんまり心配されるとこっちが困る。まあ、だからこそ日ひ野のは人気者なわけなんだが、そんないい奴を巻き込むのは俺が嫌なので、適当にはぐらかした。

			　こうして、すべての授業が終了してみんなが帰り支度をしているときだった。

			　ピンポンパンポーン。

			　突然、教室のスピーカーから音がした。

			『全校生徒の皆さん、すべての行動をやめ、着席してください』

			　そんな、わけのわからない放送があった。

			　皆一瞬手が止まり、首を傾げていると、なぜか全員すごい勢いで席に座った。

			「なっ!?」

			「か、体が!?」

			　かくいう俺も、いきなり目に見えない何かによって、強制的に着席させられた。

			「意味がわからねぇ……」

			　俺はそう呟つぶやき、もう一度席を立とうとするが――――。

			「う、動かねぇ!?」

			「どうなってるの!?」

			　まるで椅子に縛り付けられたかのように、身動きひとつできなかった。

			　どれだけ体を揺すろうとしても、ビクともしない。

			　そんな状況にクラス全員が焦あせっていると、再び放送が流れる。

			『やあ、皆。僕は君たちの世界で言う《神》という存在だ』

			　老若男女のどの声にも当てはまらない不思議な声が、スピーカーから流れてくる。

			『今君たちは突然の状況に困惑してるみたいだね？　不可解なことが起こると、人間は冷静でいられなくなる。これだから人間は哀れで滑こつ稽けいな生き物なんだろうね』

			　何を言ってるのかさっぱりわからなかった。この声の主は、自分のことを神だと名乗ったが……。

			　普段の状態だったら、トチ狂った野郎くらいにしか思わなかっただろう。

			　だが、現に俺たちはよくわからない力で強制的に着席させられ、そのうえ身動きすらとれないでいる。体に何か巻き付けられている、というわけでもないのに。

			　だからこそ、この放送の神という言葉に、妙な信しん憑ぴよう性せいが芽め生ばえていた。

			『君たちみたいな人間にいちいち細かく説明するのも面倒だから、簡単に説明するね』

			　スピーカーから流れてくる声には、どこか楽しげな雰囲気がある。

			『これから君たちには、この地球とは違う世界――――【異世界】に行ってもらうよ』

			「「「……」」」

			　いきなりの言葉に全員が絶句するしかなかった。

			　そして、正気に戻った誰かが、何かを言おうと口を開いたが、言葉は出てこなかった。

			　そんな様子を周りのみんなが訝しげに見ていると、スピーカーから再び声が流れてくる。

			『あ、ちなみにいちいち僕の言葉に反応されてもうるさいだけだから、一時的に発声能力を奪わせてもらったから』

			　この発言で、俺は完全にこの放送の主が《神》、またはそれに成り代わる者だということを理解した。

			　ありえない。あまりにもありえなさ過ぎる。

			『話を戻して、君たちに異世界に行ってもらう理由なんだけど……地球の人口が増え過ぎてるから、だね。君たち人間は適当に生き過ぎなんだよ～。地球が悲鳴上げちゃってるんだよ。これ以上人間が増えると、大変なことになるんだよね。だから、僕みたいな神が今回他の世界に君たちを送りつけることで、地球を救済しようと考えたわけだ』

			　うんうんと、スピーカー越しに一人で納得している姿が目に浮かぶ。

			『これでも僕って良心的なんだよ？　本当なら、君たちに説明することもせず、何にも感じないままに存在ごと消滅させてもいいんだから。それを、僕はあえて他の世界に移すことで生きる権利を与えてあげているんだよ。感謝してほしいよねぇ～』

			　なに勝手に一人で盛り上がってんだか……。

			『それで、君たちに行ってもらう世界だけど、いわゆるファンタジーな世界……ＲＰＧみたいな世界って言えば、もっとわかりやすいかな？　そこに行ってもらうよ。ファンタジーって言うくらいだから、魔物もいれば、当たり前のように魔法も使える。ただ、科学技術なんてモノは存在しないから、現代っ子の君たちからすれば不便なうえに危険の多い世界だろうねぇ～』

			　マジでか。危険なら何も思わず消されたほうがよかったなぁ……。

			『その世界では危険がいっぱいなわけだから、全然人が増える心配もないし、僕も完全にノータッチ。神からの無用ないたずらはない代わりに、奇跡なんてモノが存在しない世界でもあるんだよね。でも、レベルやスキル、ステータスなんてものもあるから、適当に楽しめばいいんじゃないかな？　君たちの住む地球は、僕が今から送るその世界より上位に位置しているわけで、君たちのステータスもそこの世界の人より破格だと思うよ？　それに、君たちが後悔しないように地球にいる君たちの家族からは、君たちの記憶を消させてもらったよ』

			　おお、それなら安心だな。すぐに死ぬなんてことはないだろう。

			　でも、親の記憶から俺たちのことを消すということが、本当に後悔しないで済む選択なのか？　まあ俺は親がもういないのでどうでもいいんだが……。

			『まあ僕からの餞せん別べつとして、メニューで自分のステータスを確認できる力と、念じればいくらでもアイテムを収納することができるアイテムボックスの機能、そして異世界で苦労しないように言語理解能力、あとちょっとした鑑かん定ていスキルをプレゼントしてあげる。ちなみにステータスを見る力は、今から行ってもらう世界の人間なら誰でも持ってるんだけど。

			　前向きに何でも考えることって大事だよ？　今回、君たちを異世界に送るのだって完全に運なわけだし。まあ他にも幾つかのグループを君たちとは違う世界に送りつけるつもりだけど。君たちはそのまま、この学園ごと転移させてあげるね。もちろん建て物は転移しないけど。ああ、そうそう。スキルとか称号とかってのもあるけど、メニュー画面から確認できるから』

			　何てことだ……俺たちは運によって異世界なんてモノに転移させられるのか。しかも、学園にいる人間全員。俺たちの学園は全校生徒約８００人だ。結構な人数じゃないか？　しかも、俺たちとは違う世界みたいだが、他にも転移させられる人間がいるらしい。

			　しかし……プレゼントと言ってくれた能力は、異世界には必須なんじゃないだろうか？　言語理解能力なんて、なければ話が通じないままお陀仏もありえるわけだし。

			　スキルや称号というのはよくわからないが、鑑かん定ていというスキルがあるのは有り難い。よくわからない物を食べるときとかに使えそうだし。

			『それじゃあ、僕はこれで。他にも仕事が残ってるからねぇ。最後に、君たちに準備をする時間を１時間ほどあげよう。グループを作ってくれれば、安全なところに転移させてあげる。一人ぼっちなら……どこに転移するかわからないけどね』

			　それだけ言うと、突然放送は切れた。

			　体を動かしてみると、もう椅子から動けるようになっていた。

			　だが、皆はすぐには動かない。

			　人間はたしかに不可解なことが起きたり、理解不能な出来事が起これば誰だって取り乱す。でも、本当に困ったときは、逆に冷静になれたりするもんだ。

			　そのせいか、皆異常なくらいに静かだ。

			　動けるようになったというのに、誰も身動き一つしない。

			　そんな静せい寂じやくを破るかのように、青あお山やま広ひろ樹きが立ち上がった。

			「み、皆！　取りあえず、現状を確認しないか？」

			　青あお山やまは、アイドルではないが、サッカー部キャプテンでありエース。女子にはかなりモテる。

			「まず、俺たち以外の人間……あの放送の言ってることが真実だとすれば、この学園にいる人間が転移させられるらしい。教室のドアは開くか？　窓も確認してみてくれ」

			　窓際の席の奴や、ドアに近い奴が開くかどうか確認をした。

			「ダメだ、開かない。別に鍵かぎが閉まってるわけでもないんだけど……」

			　確認した奴らがそう言うと、青あお山やまは頷うなずいた。

			「それならますます、あの放送の言葉が真実ということになるな……」

			　そう言い、顎あごに手を当て考える仕草をする。

			「……そうだ。あの放送が本当だとすれば、自分のステータスが確認できるはずなんだが……」

			「え？　あれって異世界に行ってからとかじゃなくて？」

			「仮定の話だ。先生は職員室にいるわけだし、今のうちに確認できることはしておいたほうがいいだろう。取りあえず……ステータス！」

			　放送では念じればいいと言っていたが、なぜか青あお山やまは口に出してそう言った。

			　すると、突然青あお山やまの目の前に半透明なカードが現れた。

			「で、出た！」

			　青あお山やまはすぐにそれを手に取り確認する。

			「なるほど……本当にゲームみたいなステータスだ。皆も確認してみてくれ！」

			　青あお山やまにそう言われ、全員がステータスを表示した。

			　こんな状況だ。一人でも取り仕切ってくれる奴がいるのは有り難い。

			　皆がステータス画面を開いているのを確認し、俺もステータスと念じてみる。

			　

			《柊ひいらぎ誠せい一いち》種族：かろうじて人間　性別：キモ男　職業：社会のゴミ（無職）　年齢：17　レベル：１　魔力：17　攻撃力：１　防御力：１　俊しゆん敏びん力：１　魔攻撃：１　魔防御：１　運：０　魅力：測定不能（低過ぎて）

			《装備》汚い学生服。汚い学生ズボン。汚い肌はだ着。汚いパンツ

			《スキル》鑑かん定てい

			　

			　…………。

			　虐いじめ!?

			　かろうじて人間て何だよ!?　俺がキモ過ぎて人間かどうかさえ危ういってことか!?

			　しかも性別キモ男って……男でいいじゃん！　何で『キモ』つけたの!?

			　つかステータス低っ!?　魅力に至っては測定不能だぞ!?　悪い意味でな！　それに運はまさかのゼロだぞ!?

			　何で装備には全部『汚い』ってつくの!?　俺の体ってそんなに汚いか!?　泣くぞ!?　てかステータスって、ただの悪口の集まりじゃねぇかッ！

			　社会のゴミって、職業ですらねぇよ！　第一俺は無職じゃなくて学生だぞ!?　舐なめてんの!?

			　救いようがねぇよ！　どうしろって言うの!?　死ねと？　死んでほしいのか!?

			　……はぁ……はぁ……。

			　……ツッコミどころが多過ぎる……！

			　俺があまりのステータスの破は綻たんっぷりに荒れていると、周りからはいろんな声が聞こえてきた。

			「私、職業が剣士だった！」

			「俺は賢者ってなってるぞ？」

			「ステータスが全部１００ってすごいの～？」

			「あ、俺も１００だった」

			　……え、マジで!?

			　全員初期ステータス１００ですか!?　俺の１００倍!?　手の施しようがねぇ……！

			　周りと自分の力の差に絶望する。

			　格差社会って何でこんなにも残ざん酷こくなのだろう……。

			「よし。皆確認できたみたいだな。それじゃあ今度はグループを作ろう。もう時間も残り僅わずかなわけだし……」

			　青あお山やまが黒板の上の時計を見た。時計は幸い動いていた。あの放送からすでに50分も経っていた。

			「グループを作るときの人数は特に制限がないはずだ。あの放送でもそんなことは言っていなかったしな。それなら全員でグループになったほうが危険が少ないだろう。グループの作り方というのがよくわからないが……」

			　青あお山やまがそう呟つぶやいたときだった。

			　突然、青あお山やまの目の前に半透明なカードが現れた。

			「おお……ここに作りたいグループのメンバーの名前を登録していけばいいのか……。よし！それじゃあ皆一人ずつ名前を言ってくれ！」

			　クラスメイトたちはどんどん青あお山やまの近くに集まっていき、自分の名前を登録して行く。

			　俺も登録しないと、確実に異世界で最初の犠牲者になる。

			　俺は、他のクラスメイトたちが全員登録したところを見計らって青あお山やまに言った。

			「お、俺も登録してくれ！」

			　だが、返って来たのは冷たい視線だった。

			「は？　お前、調子に乗んなよ？」

			「え？」

			「何でお前なんかを入れなきゃいけねぇんだ？」

			「い、いや……だってこのままじゃ一人に……」

			「一人でいいじゃねぇか。勝手に死んでろ、ブタが。つか、近寄んな。臭ぇから」

			　俺は絶句した。

			　まさか……こんな状況でも虐いじめが続くんですか!?

			　しかも、他のクラスメイトたちも俺に汚お物ぶつを見るかのような視線を浴びせ、なかには嘲ちよう笑しようしている人間までいる。

			　四し面めん楚そ歌か。このクラスには、俺と普通に接してくれる奴は一人もいない。

			　マジ、今日の俺ってツイてなさ過ぎる……。運がゼロは伊だ達てじゃないなっ！

			　そんなことを思っていると、俺にまるで観察するかのような視線を向けていたクラスメイトの一人が爆笑し始めた。

			「ちょっ……！　ギャハハハハッ！　ヤベェ、腹いてぇ……！」

			「おいおい、どうした？」

			　他のクラスメイトも、突然爆笑し始めたそいつを困惑した表情で見る。

			「だ、だってよぉ……！　コイツのステータスがカス過ぎて……！」

			「!?」

			　ど、どうしてバレた!?　誰にも見られてないはずだろ!?

			　そんな俺の思考回路を読んだのか、爆笑していた男子生徒……大おお木きはニヤリと笑った。

			「いいこと教えてやるよ。さっきの放送で言ってた通り自分のステータスが確認できたわけだから、プレゼントとかって言う『鑑かん定てい』のスキルを使ってみたんだよ。そしたら……あひゃひゃひゃひゃっ！」

			　鑑かん定ていだと!?　マジで!?

			　大おお木きの言葉を受け、全員俺のほうに奇妙な視線を向けてきた。

			　そして――――。

			「「「アハハハハハハッ！」」」

			　全員笑い声を上げた。

			「ヤベェ……ヤバ過ぎるだろ!?」

			「ほ、ほとんど１……！」

			「死んだな……コイツ確実に死んだな……！」

			　全員憐あわれむどころか、面白いおもちゃを見つけた子供のような視線を俺に向ける。

			「これで完全にお前は足手まとい！　誰がテメエなんかをグループに入れるかっ！　ヒヒヒッ！」

			「うわ……本当にクズよね、コイツ……」

			「社会のゴミ……お似合いの職業だな！」

			　全員俺のことを馬鹿にし、侮ぶ蔑べつする。

			　俺もコッソリ青あお山やまに『鑑かん定てい』のスキルを使ってみたが、俺の視界に現れた文字はさらに俺を絶望させた。

			『相手と能力の差があるため、完全な鑑かん定ていはできません』

			　結局鑑かん定ていでわかったことは、青あお山やまの名前だけであり、ステータスの欄はすべて文字化けしてた。

			　つまり、レベルが１の時点で、俺はこのクラスの全員と能力的に突き放されてしまったようだ。

			　俺はこの地球でも何の取り柄もなく、他の人間と比べると劣れつ等とう種しゆであり、さらに異世界での能力値も完全に最低クラスだった。

			　目の前が真っ暗になった。

			　そんな俺の様子などお構いなしに、クラスの連中は俺を追い詰める。

			「消えろ、クズが」

			「何で同じ教室にいるのかわからないんですけど？」

			「地球じゃあからさまな虐いじめが犯罪になるけど、異世界じゃそれも関係なくね？」

			「マジで、死んでくれない？」

			「死ね」

			「死ね」

			「死ね」

			「死ね」

			「死ね」

			「死ね」

			「死ね」

			「死ね」

			「死ね」

			「死ね」

			「死ね」

			「死ね」

			「死ね」

			「死ね」

			「死ね」

			「死ね」

			「死ね」

			　死ね死ねウルさっ!?　もう俺のなかで『死ね』がゲシュタルト崩ほう壊かいしてるぞ!?

			　何なの、こいつら！　どんだけ俺に死んでほしいんだよ！　嫌だよ、死なないよ!?　だって怖いじゃん！

			　俺は完全に吹っ切れていた。なんか、もうどうでもいい。

			　グループに入れてもらえなくてもいいや。どうせ入れてもらえても、虐いじめがキツくなるだけだし。

			　ポジティブに行こう。うんうん。

			「うわ……なんかニヤけてる……」

			「気色悪っ……」

			　だからどんだけ俺を虐いじめたいの!?　暇ひまなのか!?

			　結局俺はグループに入れてもらうこともできず、そのまま１時間が経過した。

			　そして、再び放送がなる。

			　ピンポンパンポーン。

			『どうやらグループが作れたようだね。……一人だけ仲間はずれみたいなのがいるけど』

			　え、一人なのって俺だけなんですか!?　マジでぼっち!?

			『まあ、こんな状況下でくだらない争いを繰り広げているから、人間はいつまでたっても成長しないんだろうね。……っと、話が逸れたね。それで、僕は君たちに一つ謝らなくちゃいけないことがあるんだ』

			　あ、謝る？　何を？

			『グループを作れば、ある程度安全なところに飛ばしてあげるつもりだったんだけど、どうやら君たちが今から行く世界のとある国で、異世界からの勇者召しよう喚かんの儀式を行っているみたいなんだ』

			　ゆ、勇者召しよう喚かん？

			『そのせいで、グループを作った生徒全員がその国に召しよう喚かんされるんだ。僕の転移術をわざわざ横から邪魔してきてね。……まあ、一人だけその召しよう喚かんから零こぼれてるんだけど』

			　おっと～!?　皆さん勇者として召しよう喚かんされるなか、俺はボッチでどこに飛ばされるかもわからないんですか!?

			『とにかく、君たちが向かう世界に魔王なんていう存在が現れたせいで、より一層危険になっちゃったんだ。だから、君たちはすぐにでも戦いのなかに投入されると思う。そこで、君たちは異世界の知識をまともに学べる時間がないと思うから、アイテムボックスのなかに簡単な異世界の知識を説明した本を入れておいたよ。これ以上の干渉はできなくてね。これが僕の精一杯さ』

			　マジで!?　神様って万能なイメージあるんだけど……。

			　それに、勇者召しよう喚かんされた結果、即バトルとか嫌過ぎる。一人でよかったかも。……いや、嘘うそです。一人じゃ寂しいです。

			『おっと……どうやら召しよう喚かんの儀式が始まったようだね……』

			　スピーカーの声がそう言うと、俺を除く全員のクラスメイトの足もとに光の魔法陣らしきものが浮かび上がった。

			『いきなり異世界なんかに飛ばしてごめんね？　君たちの健闘を祈るよ。新たな世界で頑張ってね』

			　クラスの連中は次々と光の粒子となって消えていった。

			　そんななか、全員が俺をいちいち見ては、嘲あざ笑わらうかのような視線を向けてくる。本当に暇ひまだなぁ、あいつら。

			　ついに、全員がその勇者召しよう喚かんとやらのせいで消えた。

			「……」

			　……あれ、俺は!?

			　勇者召しよう喚かんとやらには呼び出されなくても、どこかに飛ばされるはずでしょ!?

			　焦あせりまくりの俺に気付いたのか、スピーカーから声が流れてくる。

			『あはは。安心して。君もちゃんと送るから。でも、一人だけ送る場合はどこにするかってきちんと決めてなくてね。ランダムにしちゃったんだ』

			「へ？」

			『つまり、君は安全な場所に送られるかもしれないし、とっても危険な場所に送られるかもしれないってことさ』

			「マジですか!?」

			　ヤベェ……運がゼロの俺だぞ？　なんかもうすでに結果が見えてるような……。

			　すると、俺を哀れに思ったのか、スピーカーの声はこんなことを言ってきた。

			『うーん……一人だけ学園から取り残されたっていうのもある意味すごいことだよね。先生も含めて全員が勇者召しよう喚かんされているのに。だから、そんな君に僕から一つだけ、スキルをあげるよ』

			「え!?」

			『何がいいかなぁ～……そうだ、これがいいね。【完全解体】……これを君にプレゼントしてあげる』

			「か、完全解体？」

			　な、何だ？　その仰ぎよう々ぎようしいスキル名は……。

			『これは、倒した魔物のすべてを手に入れるスキルだよ。君たちが使った【鑑かん定てい】のスキルのように、今プレゼントしたスキルも何のリスクもなしで使えるよ。まあ、もともとスキルっていうのは魔力を消費する魔法と違って、何も消費せずに使える便利なモノなんだし。効果は新しい世界に着いてから確認してね』

			「は、はぁ……」

			『おっと。どうやら君の転送も始まったみたいだね』

			「あ……」

			　声の言う通り、俺の体はいつの間にか光の粒子で包まれていた。

			『ふふ。それじゃあ、君も新しい世界で頑張ってね』

			「あ、はい」

			『君の健闘を祈るよ』

			　やがて、俺は地球から完全に消えた。

			　そして、俺の冒険はここから始まる……！

			　……ごめんなさい、なんでもないです。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　全員が消え去った学園で、スピーカーから声が聞こえてくる。

			『本当に人間は醜みにくいね……。聖書に出てくる七大罪なんてまさにそうだ。強ごう欲よく、傲ごう慢まん、憤ふん怒ぬ、暴ぼう食しよく、色しき欲よく、嫉しつ妬と、怠たい惰だ……。まるで進歩しちゃいない。だから、地球が悲鳴を上げる寸前まで好き勝手にはびこるんだ』

			　その声には、何の感情も含まれていない。

			『地球は誰のモノだい？　人間のモノ？　違うよね。地球の上に勝手に存在しているのが人間だ。醜みにくい争いなんかは、その地球の領土や資源をめぐってのモノばかり。宗教戦争にしたってそうだ。地球もいい迷惑だよね』

			　スピーカーから流れる声には、どこか喜色が含まれていた。

			『あれだけ周囲に否定されて、彼はよく黒く染まらなかったね。感心しちゃうなぁ。復ふく讐しゆう心に支配されてもいなかったようだし……。まあよく言えば割り切れていて、悪く言えば無駄だと諦あきらめている、って感じかな？』

			　そして、声は少し笑った。

			『本当に人間が救いようのない存在だとすれば、僕たちは最初から人間を創ってなんかいない。ああいう存在がときどきいるから、人間は醜みにくくても愛おしいんだろうね』

			　その声音は、まるで慈じ母ぼのような優しさで満ち溢れていた。

			『これからも、僕たちは人間を見守り、導こう。その先に幸せがあることを願って――――』

			　それから、その学園のスピーカーから声が流れることは二度となかった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「うん、ここどこだよ」

			　俺……柊ひいらぎ誠せい一いちが飛ばされた場所は、なんかよくわからない森のなかだった。

			　せめて街の近くとかだったらよかった……。

			　取りあえず現状確認をするとしよう！

			　…………。

			「全然落ち着けない！」

			　自己安定のために一人語りしたところでなんも変わらねぇよ！　コンチキショー！

			「……取りあえず、動くか」

			　だって、その場に突っ立ってても仕方がないしね。

			　改めて辺りを見渡してみると、鬱うつ蒼そうと生い茂った森で、ハッキリ言って気味が悪い。

			「な、何か出てきたりしない……よな？」

			　俺はビクビクしながら歩みを進める。

			　俺の言葉がある種のフラグだと気付かないままに――――。

		

	
		
			進化の実

			　

			　俺は転移させられてから、ずっとこの森をさまよい続けている。かれこれ１時間ほど。途中の茂みで用を足したりしたけども、それでもさまよい続けているのには変わりない。

			　それに、もう足も限界に近い。靴も履はいてないんだぞ？　下駄箱においたまんまだよ……！上履きでの移動だ。

			　第一デブに１時間もこの森を歩かせるのは酷こくだと思う。何とかなりませんか？　ならんだろうね。

			「……つか、腹減った……」

			　本格的にお腹が空いた。こんなに動き回ったのは、いつ以来だ？　とにかく腹がヤバい。

			「な、何か飯になりそうなモノ……」

			　そう言いながら辺りを見渡してみるが、動物どころか虫１匹見当たらない。それに、木の実やキノコらしきモノさえない。

			「あ、俺って餓が死しすんの？　……嫌だよ!?」

			　一人でこのテンションを維持するのもだいぶ辛いんですけど。

			「くそったれぇ……めえええええええしいいいいいいいいいい！」

			　何だか叫びたくなったので叫んだ。そうでもしないと落ち着かない。空腹を誤ご魔ま化かせない。

			「飯だっ！　飯をくれぇぇぇぇええええええええええええ！」

			　もうひたすら叫ぶ。なんか楽しくなってきたかも。いろいろ手遅れかもね。

			　そんな馬鹿なことをしていると、突然近くの茂みがガサガサと動いた。

			「飯か!?」

			　俺は茂みの方向に視線を向けた。

			「ガルルルルルルルルル……」

			「……ＯＨ……」

			　目の前には、巨大な狼がいました。

			「アオオオオオオオオオオオオオオン！」

			「ごめんなさい！　許してください！」

			　何だかよくわからないけど、俺は狼に向かって土下座した。

			　だってよ、目の前に２メートル級の灰色の狼がいるんだぜ。目がギラギラしてて怖いよ。口から覗く牙きばは鋭いし。

			　とにかく怖い。だから、土下座した。なんか許してもらえそうだと思ったからなっ！

			「ガルアアアアアアッ！」

			「ですよねー!?」

			　結局、土下座など無意味で、狼は俺に襲いかかってきた。

			　俺は土下座したまま思いっきり地面を転がり、何とか狼の攻撃を避けた。

			「怖っ!?　マジで怖!?」

			　ヤベエ、この世界に転移したあと、用を足しておいてよかった……！　今のは絶対ちびるって！

			「ガルルルルルル……」

			　狼は、俺に避けられたことがよほど意外だったのか、途端に距離をとりつつ慎重になっているようにも見える。

			　ただ、その目には、何だか『餌えさ』として俺を見ているというよりは、『あれ何だろ～？』と言う、赤ちゃんが好奇心の赴おもむくままに口にモノを入れようとしている雰囲気も感じられる。

			　だって、狼の目が何だか好奇心に満ちているようにも見えないでもないっ！

			　てか、飯を求めてたら逆に俺が餌えさにされそうなこの状況。……誰か助けて。

			　すると、そんな俺の願いが届いたのか、今度は逆の茂みからガサガサという音が聞こえた。

			「救世主ですか!?」

			　俺はテンションＭＡＸでそう言いながら、後ろを振り向いた。

			「ガルルルルルルルルル……」

			「……ＯＨ……」

			　本日二度目の『ＯＨ』だった。

			　てか酷ひどくね!?　まさかの２匹目登場!?　逃げ場ねぇー！　確実に死んだー！

			「ええい！　食いたきゃ食え！……痛くしないでね？」

			　そんなことをわめきながら、俺は大の字で仰向けに転がった。

			　しかし――――。

			「ガウガアッ！」

			「グルルル……ウォンッ！」

			　なぜか、狼同士で争い始めた。

			「ガウガウガアッ！」

			「グルアアアアアッ！」

			　俺的に訳してみると。

			『その餌えさ寄こせぇええええええ！』

			『誰がやるかああああああああ！』

			　ってな感じじゃないでしょうか。

			　……。

			「……逃げよ」

			　俺は、狼同士で争っている隙すきに、その場からそっと移動した。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「や、ヤバい……」

			　ぐぎゅるるるるる～。

			　お腹がさっきから叫びまくっている。

			　なんとか狼に食われて死ぬというデッドエンド展開を回避してから、もう５日も経過した。

			　寝るときは、何とか頑張って木に登ることであの狼みたいな生き物から逃れた。

			　水すら飲めないこの状況。

			　もう木に登る力どころか、体を動かすだけの力も満足にない。

			　生き物の肉なんかは望んでいないけど、木の実やキノコか何かを探して今日もまた、さまよい続ける。

			「……マジで俺、死ぬのか？」

			　前向きなことに定評のある俺だが、このときばかりは気が滅入っていた。

			　デブの俺が、５日も食い物を我慢するなんてことは厳しい。

			　最悪、俺はそこら辺に生えている雑草や、木に生い茂っている葉っぱを喰らうつもりでいる。てか、土でもいい。とにかく何か口に入れたい。

			「……あ、ヤバいかも……」

			　そう呟つぶやくと、そのまま体から力が抜け、顔から地面に倒れてしまった。

			「っ……」

			　顔面がジンジンして痛いが、もうそれを気にする余裕さえない。

			「本当に何か口に入れないと……」

			　俺は、必死で頭だけ動かし、地面に喰らいついた。

			「ガッ!?」

			　か、かてぇ……。

			　歯で抉えぐりとれるほど、地面は柔らかくなかった。

			「万事……休す、か……」

			　そう呟つぶやき、そっと目を閉じかけたときだった。

			「……ん？」

			　生き物が騒いでいるような声が聞こえてきた。その声は、次第に俺のほうに向かってくる。

			『――――イィ！』

			『――キィィィィイイ！』

			『グルオオオオオオッ！』

			　顔を上げ、声のするほうを見る。

			　なにやら大量の実を抱えた猿みたいな生き物が、５日前に俺に襲いかかってきたのと同じ種類だと思われる狼に追いかけられて、必死に逃げていた。

			「キイイ！　キィィイイッ！」

			「キャッキャッキャッ！」

			「グルウオォォオオオオオオン！」

			　その猿たちは、道に転がっている俺など構うことなく、そのまま頭上を通過していった。

			　ボトッ。

			　その際、何かを落としたような音がした。

			「ハッハッハッハッ！」

			　狼はその後を追いかける。俺のことに気付いた様子はない。

			「な、何だったんだ？」

			　でも、俺には考えるだけの力は残っていなかった。

			「せめて……誰かに食い殺されたりするんだったら、もっと楽に死ねたんだろうか？」

			　つい、そんなことを考えてしまう。

			　だが、誰もその呟つぶやきに答えてはくれない。俺は、一人なのだから。

			「はは……」

			　何だか自然と笑みがこぼれた。

			　今にして思えば、ろくな人生を歩んでこなかったと思う。

			　幼稚園の頃からすでに虐いじめはあった。それは、小学校、中学校、そして高校まで続いた。

			　殴られるような虐いじめもあれば、物を隠されたり落書きされたり、水をかけられたり……陰いん湿しつな虐いじめも多かった。

			　そんな俺でも、こうして前向きにやってこれたのは、普通に接してくれる人間がいたからだと思う。

			　たしかにろくでもない人生かもしれない。でも、俺に普通に接してくれて、話しかけてくれて、遊んでくれて、触れてくれて……。『友達』だけは、俺のろくでもない人生のなかでも最高の宝物だったと思う。

			　隣のクラスの日ひ野のもそうだ。それに、翔しよう太たや賢けん治じ。クラスどころか学年も違う神かん無な月づき先輩や美み羽う……。他にも同じ学年に、何人かそういう人たちがいた。

			　どれも、俺とは別次元に存在する人間だ。俺のことをもしかしたら引き立て役としてしか見ていなかったかもしれない。でも……それでも普通に接してくれることが嬉しかった。

			　それに、家族の仲は結構よかった。でも、父さんも母さんも死んで、遺産のことで親戚同士がもめて……。

			　俺は一人で生きていくことを選択して、遺産も守った。保護者は一応爺ちゃんになったけど。

			　結果的に親の遺産があるのをいいことに好き勝手やって、太って見た目の醜みにくさに磨きがかかって……。まさに、自業自得。

			　ろくでもないのは、人生なんかじゃなくて、俺の存在そのものだな、これじゃあ。

			「ははは……マジで力はいんねぇ……」

			　これが、死に際の感覚か……。好きになれないな。絶対。

			　俺が死ぬことで、泣いてくれたり悲しんでくれたりする人間って……いるのかな？

			　一方的に俺が友達だと思っていても、相手は違ったら嫌だな。

			「でも……まあ……死んでしまえば……関係……ない、な……」

			　俺は段々と意識が遠のくなか、視線を地面に落とした。

			「……はは……木の実、落ちてらぁ……」

			　段々狭まっていく視界のなか、俺は道に落ちている木の実を見た。

			　…………………………。

			　……………………。

			　………………。

			　…………え、木の実？

			「!?」

			　俺の意識は一気に覚かく醒せいした。

			「き、木の実だ……」

			　そう、目の前に落ちているのは、紛れもない木の実である。

			　何の木の実かなんてわからない。

			　でも、茶色くて、見た目はまんまラグビーボールのようなその物体は、木の実以外の何物でもない。

			　木の実。木の実である。

			　俺が、待ち望んだモノ。

			　た・べ・も・のッ！

			「メェェェェェェェェェェェェェェェェェシィィィィィィィィィィイイイイイイイイイイっ！」

			　俺は、地じ獄ごくの亡者を思わせる勢いで、地面を思いっきり這った。

			　どこにそんな力が隠されていたのかはわからない。

			　それでも、地面に爪を立て、這はって進む！

			　目指すは、目の前の木の実！

			　生存本能のなせる業か？　ひたすら目の前の食料めがけて恥もクソもなく突き進むっ！

			「ォォォォオオオオオオオオッ!!」

			　そして――――俺の手は木の実に届いた。

			「！」

			　木の実をしっかりと握にぎる。掴つかみ取る。

			　これは俺の食料だ。誰にも渡さない。……元は、変な猿が抱えていたモノだけど。

			　俺は、尋常じゃない力で木の実を握にぎりしめた。そして、それを目の前にまで持ってくる。

			　かたい地面に、力を入れて爪を立てていたため、指の先から血が垂れている。正直、痛い。

			　ハッと我に返った俺は、この木の実に『鑑かん定てい』のスキルを試してみた。

			『進化の実』

			　鑑かん定ていしても、その名前しかわからなかった。

			　効果なんかが書かれていそうな部分は、なぜか青あお山やまを鑑かん定ていしたときのように、文字化けしていた。でも、毒はなさそうである。なら、今やる行動は一つしかないだろう。

			「……いただきますっ！」

			　俺は、その進化の実とやらに思いっきり齧かじり付いた。

			　見た目は茶色なうえに、ラグビーボールみたいなので、硬そうだ。でも、味はアーモンドのようなモノなのでは？　と思っていた。

			　だが――――。

			「ま……不ま味ずい…………」

			　すさまじく不ま味ずかった。

			　それも、尋常じゃないほどに。

			　え、あの猿こんなの主食にしてんのか？　舌、おかしいんじゃね？

		

	
		
			[image: p_40.jpg]
		

	
		
			　そうはいっても、これは貴重な食料である。文句は言わない。全部食べる。

			　普段なら、確実に食べるのをやめていただろうが、俺はひたすらこの実を喰らった。

			　食べながら俺はあることに気付いた。

			「……爪、治ってね？」

			　そう、いつの間にか剥はがれかけていた爪は治っていた。

			　それに、まだこの実を半分も食べていないはずなのに、腹はもうふくれている。

			　とうとう俺は、進化の実を全部食べきった。

			「ふぃ～……不ま味ずかった！」

			　腹をさすりながら、そう言った瞬間だった。

			『進化の実の効果を発動します』

			　そんな声が、頭に響いてきた。

			　は？　効果？　何だ、そりゃ……。

			　何か起きるのかと思い、その場でしばらくじっとしてみる。

			　………………。

			　…………。

			　……。

			「何もないの!?」

			　何も起こらなかった。

			　ふざけてやがるッ！　ステータスも一応確認してみたけど、相変わらず１が綺き麗れいに並んでいやがったよっ！　文句あるか!?

			　まあ、いちいち食べたモノに効果を期待しても仕方がないよな。今は、お腹一杯になっているということと、生きているというこの２つの喜びをかみしめるときだ。

			「よぉし……これからどうすっかな……？」

			　このまま何もせずにさまよい続けているだけでは、同じことの繰り返しだ。

			「幸い、生き物は生息しているんだ。なら、まずはその生物に接近するのがいいかもしれない」

			　あの狼は怖いけど、変てこな猿なら近づいても大丈夫そうだ。

			　それに、怖いという理由で動かないで死ぬなんて、絶対に嫌だ。

			　後悔はしたくない。意地でも生き抜きたい。

			　だから、まずはあの猿に近づいて、餌えさ場を突きとめて食料確保を目標としよう！

			「そうと決まれば……早速行動開始だっ！」

			　決意を新たに、まずはこの過か酷こくな環境を生き抜くための食料確保から始めることにした。

			　……その前に、用を足すことを忘れてはいけない。ちびるからなっ！

		

	
		
			クレバーモンキー

			　

			「いた……！」

			　進化の実を食べたあと、ひたすら森のなかを探しまわった結果、とうとう猿の集団を見つけた。

			「キィッ！」

			「キャッキャッキャッ！」

			「ウッキィー！」

			　よく見れば、俺が食べた、あの進化の実を囲んで喜んでいるようにも見える。

			「……あ、鑑かん定ていしてみようかな？」

			　さっきまではそんな余裕がなくて、そこまで気が回らなかったけど……。

			　でも、今のように、茂みに隠れた状態なら……。

			　俺は早速『鑑かん定てい』を使用してみた。

			　すると、俺の視界に猿の名前が現れた。

			『クレバーモンキーLv：１２０』

			　…………は？

			　ち、ちょっと待て！　名前がクレバーモンキーってことは、直訳すると『賢い猿』。それはそれでいいんだけど……。

			　レベルおかしくね!?　１２０だぞ!?　いきなりハードモード過ぎるだろ!?　レベル１どころか、魔力以外全ステータス１か０か測定不能の俺にどうしろと!?

			　とんでもないレベルに驚いていると、俺は１匹のクレバーモンキーの行動に注目した。

			「……あれ、何やってるんだ？」

			　なにやらすり鉢のようなモノで、変な草を水分と混ぜながらすり潰つぶしているようだった。

			　そして、ある程度すり潰つぶしたモノを、ガラスの容器に詰める。完成した液体の色は青緑色。なにやら体に悪そうだ。

			　てか、道具を器用に使ってるのを見ると、本当に賢いんだなと思う。

			　そんなことを思っていると、突然クレバーモンキーたちは行動を始めた。

			「ウキィ！」

			「ウキャキャッ！」

			「キキィイ！」

			　どこに行くんだ？

			　ついて行くべきか、行かないべきか……さっき作っていた液体や、進化の実を放置したまま移動したところを見ると、もう一度この場所に戻って来るのだろう。

			「……なら、取りあえずクレバーモンキーたちの置いていったモノだけ回収しておくか……」

			　俺は、クレバーモンキーたちがいなくなるのをじっと待った。

			　そして、すべてのクレバーモンキーが移動したのを確認すると、さっきまでクレバーモンキーたちがいた場所に行った。

			「ふぅ……取りあえず、食料の進化の実を回収っと」

			　俺は、落ちている進化の実を全部アイテムボックスに入れた。数えると、全部で９個だった。

			　初めてアイテムボックスを利用したけど、便利だな。入れたいアイテムの名前を念じれば、簡単に入れられるみたいだし。

			「……ってそう言えば、なんか異世界の知識かなんかの本を入れてくれてるって言ってたよな？」

			　うーん……確認したいけど、あの猿どもが戻ってきたら困るもんな。後にしよ。

			「……それ以上に気になるんだけど、あの液体って何なんだ？」

			　俺は、あの猿が作っていた、体に悪そうな青緑の液体が詰まったビンを手に取った。

			「うわ……近くで見れば見るほど体に悪そうだ……」

			　液体の入った瓶は、４本あった。その隣には、この液体の原料と思われる草も積み上げられていた。てか、このビンどこで調達してんだ？　まさか、作ってるとかじゃねぇよな？　さすがにそれはありえねぇだろ……そう信じたい。

			　そんなことより、この液体が何なのかということのほうが大事だ。

			「……一応、鑑かん定ていしてみるか？」

			　俺は鑑かん定ていのスキルを発動させた。

			『最上級回復薬』

			「うおう!?」

			　まさかの結果に俺は驚きの声を上げた。

			　これが回復薬!?　しかも最上級！　体にいいどころか、むしろ悪そうに見えるのはなぜ!?

			「そ、それじゃあ……この草の山は？」

			　再び鑑かん定ていを使用する。

			『特薬草』

			　そうきたかっ！　ドラ○エじゃねぇかっ！

			　で、でも、効果が想像しやすいからいいだろう。

			「これは……回収するしかないだろう」

			　俺は、さっそくそこにあった最上級回復薬と特薬草を全部アイテムボックスにしまった。

			「ヤバい……思わぬ収穫だったぞ……」

			　クレバーモンキー……恐るべしッ！

			「かなりの数を回収できたけど……もしかして、ここら辺には同じように薬草とかあるんだろうか？」

			　そうだとすれば、少しでも多く採取しておきたい。仮に何か起こった場合の保険としてだ。

			「仕方ねぇ……取りあえずほしいモノは回収できたし、次は薬草を探してみようか」

			　あのクレバーモンキーが縄なわ張ばりにしているくらいだ。この近くには他にも木の実やキノコがあるかもしれねぇもんな！

			　俺はすぐにその場から立ち去った。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「うーん……」

			　俺は、地面に積まれた草と睨めっこをしていた。

			　あのあと、手当たり次第に草を引っこ抜いては『鑑かん定てい』のスキルを発動させ、何か使えそうなモノはないかと調べた。

			　だが、すべてただの草。何の効果もなく、生のまま食べれば腹を壊しそうだ。

			　でも、今は、別の状況で苦悩している。

			「これ……何の効果があるんだ？」

			　やっと見つけた、『鑑かん定てい』に反応した草。ただ、鑑かん定ていの結果に俺は悩まされていた。

			「……わかるわけないだろ？　全部『？』じゃあ……」

			『鑑かん定てい』した結果がすべて『？』で表記されていた。わかるわけがない。

			「文字化けしていないぶん、まだいいんだろうけど……本当に何なんだ？」

			　ただ、『鑑かん定てい』に反応したってことは、何かしらの効果は期待できるはずだ。

			「……よし！」

			　この草を食ってみることにした。

			　腹を壊すかもしれないが、それでもどういう効果があるのか確認しないと先に進めない。ずっと現状維持のままだ。

			　何かを得るには、何かを犠牲にする必要がある！……犠牲にするのは自分の体だけど。

			　でも、情報を手に入れるためにはやむを得ない。

			　最悪なのは、そのときには効果を発しなくて、後々に出てくる場合だ。

			　毒があったらと考えると……。

			「……ええい！　考えれば考えるほど食えなくなるだろうがっ！」

			　一旦考えだすと負の連れん鎖さが起こる。俺は決意を固めると、一気にその草を口に含んだ。

			「……にっげぇぇぇぇぇぇ……」

			　メチャクチャ苦かった。

			「ゲホッ！　ゴホッ！　クソ苦ぇっ！　で、でもこれは体にいい証拠なんじゃないか!?」

			　次の瞬間。

			「がっ!?」

			　突然、体が硬直して動けなくなった！

			「あがががが」

			　こ、これって……麻ま痺ひ状態になる草だったのか!?　いきなりハズレを引いちまった……！

			「あがが……」

			　口から出る声も奇妙なモノだ。硬直したときの体勢が悪かったのか、地味に体中が痛い。

			　そんな状態がしばらく続いた。

			　ヤベェ……今あの猿とか狼とかに来られると、どうしようもないんだけど……。

			　だが、不幸中の幸いと言うべきか、麻ま痺ひが治まるまでの間、危険な生き物は現れなかった。

			　

			「……あ」

			　ようやく麻ま痺ひから回復する。

			　俺は１時間もの間、麻ま痺ひの状態だった。体中が痛いです。てか、あの化物どもが襲ってこないかヒヤヒヤだった。

			「ひ、酷ひどい目に遭った……」

			　げっそりとした気分でいると、突然、頭に変な声が響いてきた。

			『スキル《麻ま痺ひ耐性》を習得しました』

			「は？」

			　何なんだ、この声は？　そしてスキルって？

			　俺は自分のステータスを開いてみた。

			　

			《柊ひいらぎ誠せい一いち》種族：人間なのかさえ疑わしい　性別：臭さを極めたキモ男　職業：野性味溢れるホームレス　年齢：17　レベル：１　魔力：17　攻撃力：１　防御力：１　俊しゆん敏びん力：１　魔攻撃：１　魔防御：１　運：０　魅力：測定不能のその先へ（低過ぎて）

			《装備》ゴミ以下の学生服。ゴミ以下の学生ズボン。モザイク必須の肌はだ着。モザイク必須のパンツ

			《スキル》鑑かん定てい。完全解体。麻ま痺ひ耐性

			《状態》進化０／１

			　

			　なんか酷ひどくなってる!?　ヤベェ……種族に至っては、疑われ始めた……！

			　性別もさらにバージョンアップしてるよ。悪い意味でな！

			　職業は前回より、いいのか悪いのか判断できねぇぞ!?

			　魅力に至っては、測定不能の先に行っちゃったよ!?　もうどうしようもなくね!?

			　もうツッコむのも嫌なんだけど。装備とか、名前が泣けてくるのはなぜ？

			　たしかに、風呂にさえ入っていないので、俺の体臭にはさらに磨きがかかっていることだろう。そんな状態で服を着ているということは、その体臭が必然的に染み込むわけで……。

			　それに、土ぼこりやら垢あかやらですごく汚いので仕方がないといえば、仕方がない。

			　まあ、それは一旦置いておいて……この《状態》というのと、進化０／１、とやらは何なんだろうか？　前、ステータスを確認したときはなかったんだけど……。

			「……あ、そうだ。この際だから、スキルの内容を確認してみるか」

			　自分のスキルを思い浮かべると、目の前に説明が現れる。

			　

			『鑑かん定てい』……ある程度のモノを細かく解析することができる。ただし、ある一定以上のレア度を誇ほこるアイテムや、格上の相手は完全に解析できない

			『完全解体』……魔物を倒した際、手に入るアイテムが最大量となり、その魔物のすべてが手に入る

			『麻ま痺ひ耐性』……麻ま痺ひが効かなくなる

			　

			　うん、『鑑かん定てい』や『麻ま痺ひ耐性』の説明はなんとなくわかる。

			　でも、『完全解体』とやらの説明がいまいちよくわからない。手に入るアイテムの数が多くなるってのは理解できるんだけど、魔物のすべてという部分がよくわからないのだ。

			　それに、『鑑かん定てい』の説明欄にあった〝レア度〟って？　まあ、神からもらった本に書いてあるんだろうけど。

			「うーん……謎なぞだらけだなぁ……。結局この草の名前もわからないし」

			　そう言いながら、残りの草をもう一度鑑かん定ていしてみた。

			　

			『特麻ま痺ひ草』……食べたりして体内に取り入れた瞬間、一瞬で体を完全麻ま痺ひさせる草。凶暴な魔物が間違えて食した結果、麻ま痺ひする場合もある

			　

			　怖っ!?　てか危ねぇな!?　しかも麻ま痺ひの前に『特』って付いてるよ。どんだけ麻ま痺ひの威力があるんだよ。

			　てか、これ間違えて食った魔物とか哀れ過ぎる……。

			　なんに使うんだろうな？　これ。てか、今さらだけど、なんで鑑かん定ていできた？

			「……ああ、なるほど。こうして身をもって体感することで、その内容がわかったのか」

			　へぇ～……。

			　…………。

			「めんどくさっ!?」

			　いちいち鑑かん定ていして『？』って出るたびに食わなきゃいけないの!?　またあんな辛い思いしないとだめ!?

			　な、何とかならねぇのかよ！　嫌だぞ!?　いちいち麻ま痺ひったり毒ったり……体が持たんわっ！

			「あー……今日は疲れたぞ、俺……」

			　……なんか探索を続ける気分じゃなくなってしまった。

			「仕方ない……明日もう一度頑張ってみるかぁ～」

			　今日はしっかり休んで明日に備えよう。

			　俺は、安全そうな木を見つけて、そこで寝ることにした。

			　ただ、このときの俺は、『特麻ま痺ひ草』のすごさを全く理解できていなかった……。

		

	
		
			毒耐性

			　

			「うー……」

			　俺は死にかけていた。

			　何を言ってるのか自分でもわからないほどに、今の俺は疲れていた。精神的にも肉体的にも。

			　特麻ま痺ひ草を食べ、『麻ま痺ひ耐性』のスキルを身につけてから１週間が経過した。

			　あの後もクレバーモンキーの住みからしきところを何度か訪れたが、結局、進化の実はあの９個以外見つけていない。

			「あむ、もぐもぐ……不ま味ずい……」

			　俺は進化の実を１つ口に入れた。ちなみに、今食べているのは、今日の飯兼口直しだ。

			　この１週間、１日につき１個のペースで食べていたので、残りはあと２つ。

			　それ以外にも、あの特麻ま痺ひ草以外のモノを鑑かん定ていしては食べまくったせいか、変な耐性を多く手に入れていた。

			　ちなみに俺の今のステータスは、

			《柊ひいらぎ誠せい一いち》種族：汚お物ぶつの塊かたまり……あ、あと人間　性別：男と言う名の汚お物ぶつ　職業：臭過ぎるホームレス　年齢：17　レベル：１　魔力：17　攻撃力：１　防御力：１　俊しゆん敏びん力：１　魔攻撃：１　魔防御：１　運：０　魅力：

			《装備》最終兵器な学生服。最終兵器な学生ズボン。必殺の肌はだ着。必殺のパンツ

			《スキル》鑑かん定てい。完全解体。麻ま痺ひ耐性。睡すい眠みん耐性。混乱耐性。魅了耐性。石せき化か耐性。阻そ害がい耐性

			《状態》進化０／８　疲労

			　

			　うん。ツッコミどころ満載。

			　まず種族。俺が人間であることさえ忘れかけられてる。

			　性別は男じゃなくて、汚お物ぶつが正しいらしい。職業は以前より、断然バージョンアップ。悪い意味でね。

			　装備品に至っては、兵器扱い。何なの、これ。最終兵器？　それに、パンツとシャツで必ず殺せるらしい。スゲー。

			　魅力なんて見てみろよ。空白だぜ。とうとう言葉すら書いてくれないらしいぜ？

			　…………。

			「俺が何をしたって言うんだ……」

			　俺は両手両膝ひざを地面について項うな垂だれた。

			「一体俺に何の恨みがあるんだああああああっ！　まともなステータスが全部《スキル》より下しかねぇじゃん！」

			　俺は深呼吸を繰り返す。落ち着け～……よーし……ふぅ。

			　そして、新たに手に入れた５つのスキルをもう一度確認した。

			　

			『睡すい眠みん耐性』……睡すい眠みんガス等による強制睡すい眠みんを無効にする

			『混乱耐性』……幻覚などによる錯さく乱らんや混乱を無効にする

			『魅了耐性』……魅了による催さい眠みんを無効にする

			『石せき化か耐性』……邪眼や魔法等による石せき化かを無効にする

			『阻そ害がい耐性』……罠わなや魔法等による動きの阻そ害がいを無効にする

			　

			　この５つは相当すごいんじゃないだろうか？　いや、すごいというよりはとても便利。

			　この危険な森のなか、いつ睡すい眠みんガスや幻覚を見せるようなガスを吸わされるかわからない。こういった耐性は、生きていくうえで非常に大切だ。

			　５つとも、あの特麻ま痺ひ草のように、鑑かん定ていしても『？』が付いていたキノコを食べたあとに身につけたモノだ。

			　手当たりしだい鑑かん定ていしまくって、効果があった５つともバッドステータス。もう死ねばいいのにね。

			　ちなみに、このスキルを身につけたあとにもう一度キノコを鑑かん定ていしてみると、こう表示された。

			　

			『爆ばく睡すい茸だけ』……一口食べればたちまち眠ってしまう。全部丸ごと食べると永眠

			『超危険キノコ』……何だかいろいろな幻覚が見え、楽しい気分になるキノコ。廃はい人じんに注意

			『魅み惑わく茸だけ』……見るモノすべてが美しく見えて興奮し、冷静さや理性が保てなくなる

			『石いし茸だけ』……食べると、足から徐々に石になり固まる。全部丸ごと食べると完全に石せき化かするので、自力で対処するのは不可能。少しだけなら、時間が経てば、石せき化かは解ける

			『邪じや魔ま茸だけ』……食べると、その場から動けなくなる。ただし、その場から動けないのであって、体は動かせる

			　

			　全力で食いかけのモノを投げ捨ててやった。

			　まさかの生命の危機だったんだぞ!?　やってられるかっ！

			　しかも、爆ばく睡すい茸だけを食ったときはそのまま眠っちゃって、起きたときに近くにクレバーモンキーがいて軽くビビったんだからなっ！　俺の体臭酷ひどいから、気付かれるかと思ったよ！　死を覚悟したわっ！

			　超危険キノコとか、そのまんまだよな!?　効果はまんま、ドラッグじゃねぇか！　と思わずツッコミを入れたし。まあ食った直後は楽しい気分になったけど、クレバーモンキーの住みかに突撃しそうになったときはちびるかと思った。

			　薬物ダメ、ゼッタイ。

			　魅み惑わく茸だけなんて、正気に戻ったあと、自分の性欲に絶望したよ。

			　石いし茸だけは軽くホラー。マジビビる。

			　何気に邪じや魔ま茸だけは面白かった。体は動かせるのに、その場から動けないってのが新鮮過ぎた。まあ、内心はあの猿どもに遭わないだろうかと、不安でいっぱいだったけど。

			「ハッキリ言って、もう二度と意味不明なモノを口にしたくないんだが……」

			　消費者の４つの権利って行使しちゃダメ？　知らされる権利、大事だよね！

			　だが、神は俺にとことん冷たいようだ。まあ、俺たちを飛ばした奴は、この世界に干渉してないみたいだから関係ないんだろうけど。

			「これ……明らかにヤバいよな？」

			　今現在の俺は、進化の実を口直しとして食べている。と言うか、最後の食事かもね。

			　と言うのも――――。

			「危険な雰囲気ＭＡＸなんですけど……」

			　俺の手のなかの１つのキノコ。

			　濃い紫色を中心に、原色系統の赤や青、それに黄色の斑はん点てん。てっぺんの部分には、白色。そう、なぜか白。それが逆に恐ろしい。

			　絶対ヤバいヤツじゃん!?　死んじゃうよ!?　俺！　もう見るからに毒の塊かたまりじゃん！　食って死んでくれって言ってるようなモノじゃん！

			　で、でも俺はまだこのキノコを鑑かん定ていしていない。このキノコが、ただのキノコなら食べられるのだが、『？』と出た瞬間に、それは実験という名前に変わってしまう……！

			「神よ……どうか俺に慈悲を……！」

			　そう思い、俺はスキル『鑑かん定てい』を発動させた。

			　

			『？？？？』……？？？？

			　

			「くそぉぉぉぉぉぉおおおおおおッ！」

			『？』なんかこの世から消えちまえ！　テメエのせいで、俺は己の身を犠牲に実験を試みなければならなくなったんだぞ!?

			　もうそろそろ、俺に優しくしてくれてもいいんじゃないかなぁ!?　そこんとこマジどーなのよぉ～!?

			「俺……頑張った……皆、今までありがとう……！」

			　俺は、この見るからに危険なキノコを口に近づける。ボッチだけど、最後くらい、皆に見られながら死ぬなんていう想像していいよね？　決して『妄想』と言わないところが俺クオリティ！

			　しかし、ホント何でこんな危険なことしてるんだろうね。食わなきゃいいんだろうけど。

			　まあ、もし万が一食べられるモノだった場合、困るからなんだけどね。

			　なぜなら、今のところ食えるモノと言えば、あと２つしか残っていない進化の実と、特薬草くらいだからだ。

			　少しでも食べられるモノの情報を仕入れないと、あの餓が死し寸前の恐怖が再び、だしな。

			　つか、なぜか進化の実を１つ食うだけで腹が膨ふくれるから、何とかなってんだよね。

			　…………。

			「やっぱり待って！」

			　やっぱ怖い！　スンゲー怖い！　めっちゃ毒々しいよ!?　これ食ったら、冗談抜きで死ぬんじゃね!?

			「ダメだ……全然覚悟ができない。長々と一人語りしたけど、この不安は拭ぬぐえない……！」

			　第一、俺が死ぬと悲しむ人間がいるじゃん。例えば、両親とか、友達とか、恋人とか……。

			　…………。

			「両親いねぇじゃん!?　友達極少数じゃん!?　恋人なんて論外じゃん!?」

			　あ、ヤバい。言ってて悲しくなってきた。俺、生きてる価値ねぇのかも。

			　一度思考がネガティブになると、そんな考えがぐるぐる回る。なんか辛い生活し過ぎて精神がもうヤバい。

			「……これ食えば死ねるかなぁ……」

			　最も早はや、このときの俺はおかしくなっていたのだろう。だって、自殺を考えてるんだぜ？　理由はよくわかってないのに。我ながら思う。俺、馬鹿だな。

			「……えい」

			　ぱく。

			「……」

			　結局、俺はあの毒々しいキノコに齧かじりついた。

			　…………。

			「…………あ、あれ？　なんともないぞ？」

			　てかマジで大丈夫そうだぞ!?　遂に当たりを引いたか!?

			「うおおおおおおっ！」

			　俺は両腕を上げて叫んだ。体中で喜びを表現したっていいじゃん。

			「遂に俺の時代がキタアアアアアアッ！」

			　その場で小躍りした。

			「ひゃっふうううう！」

			　マジで嬉しい！　この気持ちを恋人に！……いないんでした。

			「ふっふっふ。今回ばかりは俺のカハッ!?」

			　吐と血けつした。

			「ガハッ！　グホッ！」

			　血を吐きまくる。

			「……ま、マジで？」

			　俺は、とことんツイていないようだ。さすが、ステータスの運がゼロなだけあるな。

			「……まさか、遅ち延えん性の毒だったか……」

			　いや、こうして少しの時間で毒がまわったことを考えると、即効性か？

			　とにかく、今回もハズレを引いたみたいだ。

			「わかってたよ……わかってたさ……」

			　馬鹿みたいにはしゃいだけど、どこかでこんなオチは読めてたよ……！　コンチキショー！

			　俺は膝ひざから崩れ折れる。

			「ガハッ！　ゴホッ！……ぜぇ、ぜぇ……」

			　マジで、今回のは本格的にヤバい……。

			「……俺、毒で死ぬのか？」

			　うわー……マジないわ。餓が死しも嫌だけど、これも辛過ぎる。もうちょっと楽な死に方ってないの？　でも、今の俺にはこの毒をどうにかする術すべがない。マジで。

			　結局、俺のラック値はゼロなのさ……。

			　俺はそのままうつ伏せに倒れる。

			「はぁ、はぁ」

			　まともに呼吸ができない。体も言うことを利かない。

			　特薬草じゃどうにもできないだろう。鑑かん定ていしても、怪我を治すとしか書いてなかったし。

			　やっぱり毒には毒消し草かなぁ……。それとも解毒草？　何だっていいんだけど。

			「がはっ……どうせ最後に死ぬなら……これ、食うか……」

			　俺は気力を振り絞って、アイテムボックスから残り２つとなった進化の実を取り出した。

			「へへ……コイツのおかげで、俺は餓が死しせずに生きながらえたんだよなぁ……」

			　俺はうつ伏せのまま、目の前にある進化の実を静かに見つめる。

			　クレバーモンキーがこの実を落としてくれなかったら、俺はあのときすでに屍しかばねだったはずだ。

			　味は不味いが、腹を一気に満たしてくれるコイツが俺を救ってくれた。

			　この１週間、コイツのおかげで食べ物に苦労しなかった。

			　マジで、この進化の実には感謝だな。……結局効果はわからずじまいだけどよ。

			「……こんな俺を、助けてくれて有り難う」

			　俺はそう言うと、進化の実を口に含んだ。

			　もぐもぐもぐ。

			　…………。

			　１つ、進化の実を食べ終えた。あ、なんかもう１個いけそう。

			　もぐもぐもぐ。

			　…………。

			　最後の進化の実も食べ終えた。

			　…………。

			「全然大丈夫じゃん!?」

			　俺は跳び起きた。一体何が起こった!?　さっきまで死にかけてたよな!?

			　なんか進化の実を食ったら、元気が出てきたんですけどぉ!?

			「ちょっ！　さっきの俺のしんみりした雰囲気は何!?　恥ずかしっ！」

			　赤面モノだよ！　何なの!?　一体！　毒はどこに消えた!?

			　一人羞しゆう恥ち心しんに悶もだえていると、ふとある仮説が頭に浮かんだ。

			「……まさか、進化の実の効力とかっていうんじゃないだろうな……」

			　でも、実際に毒状態から抜け出したわけなんだし……。え、マジで？

			「ち、ちょっと待て。もしそれが本当だったら……」

			　もう、進化の実は残っていない。

			　……。

			「吐けぇぇぇぇぇぇ！　１個でいい！　俺、全力で吐くんだああああああっ！」

			　俺は必死に、さっき食べた進化の実を吐きだそうとした。

			「だああああっ！　マジで毒を消す効力があったんなら、１個残しておけばよかったああああっ！　てか、言われてみれば結構すごい効力があるかもしれないことは察してたじゃん！」

			　餓が死し寸前だったときだってそうだ。

			　爪が剥はがれそうなほど地面に爪を立てて血を流していたにもかかわらず、進化の実を食べたらいつの間にか傷がなくなっていたのだ。

			「もう俺の馬鹿野郎！　進化の実を食う前に戻って、自分を殴り飛ばしてでも止めてぇ……！」

			　……あ、それならキノコを食う前でいいじゃん。そうすれば、そもそもこんな目に遭わずにすんだのにね！

			「……はぁ。もう、食っちまったもんな。諦あきらめるかぁ……」

			　項うな垂だれていると……。

			『スキル《毒耐性》を習得しました。スキル《鑑かん定てい》からランクアップし、《中級鑑かん定てい》に変更しました』

			　聞き慣れてきた声が頭に響いた。てか、この声誰なんだろうね。

			「……って待てよ？　『鑑かん定てい』から『中級鑑かん定てい』？」

			　今までは、つい先ほど手に入れた『毒耐性』のように、新しくスキルを手に入れるだけだった。だが、今回はランクアップし、『中級鑑かん定てい』とやらになったらしい。

			「わけがわからん……」

			　俺は自分のステータスを開く。

			　

			《柊ひいらぎ誠せい一いち》種族：最高の可能性を秘めた人類　性別：男　職業：不幸過ぎるホームレス　年齢：17　レベル：１　魔力：17　攻撃力：１　防御力：１　俊しゆん敏びん力：１　魔攻撃：１　魔防御：１　運：０　魅力：

			《装備》最終兵器な学生服。最終兵器な学生ズボン。必殺の肌はだ着。必殺のパンツ

			《スキル》中級鑑かん定てい。完全解体。麻ま痺ひ耐性。睡すい眠みん耐性。混乱耐性。魅了耐性。石せき化か耐性。阻そ害がい耐性。毒耐性

			《状態》進化０／10（ＭＡＸ）　疲労

			　

			　あ、あれ？　いろいろと変わってる？

			　種族は人類になってるし、性別も普通に男になった。……ただ〝最高の可能性を秘めた人類〟って大ざっぱ過ぎるうえに、大げさ過ぎると思うけどね。なんだよ、最高の可能性って。

			　でも、相変わらず魅力は何も書かれていない。べ、別に悲しくないんだからね！

			　スキルの欄には、《中級鑑かん定てい》と《毒耐性》も加わっていた。

			　

			『中級鑑かん定てい』……鑑かん定ていのときより詳しくさまざまなモノを鑑かん定ていできる

			『毒耐性』……さまざまな毒を無効にする

			　

			　ヤベェ、超スゲェ。

			　毒耐性とかマジ神やん。おかげで、そこら辺の雑草気にせず食えるじゃん。……俺ってどんだけ切羽詰まってんだろ。でもまあ、もう進化の実がないわけだし、いいか。

			　しかも中級鑑かん定ていとか、有り難いわ。前みたいに『？』で表示されることもないかも……。

			　つか《状態》の欄の、進化０／10（ＭＡＸ）ってどういうこと？

			　もう進化の実はないから、新しい『中級鑑かん定てい』で調べることもできないし……。

			「まあ、今回はこうして生きていられただけで儲けもんってことで！」

			　俺は一人清すが々すがしい気分になった。つまり、考えるのは止めた。だってわからないんだもん。

			　いやあ、生きてるって素晴らしい！

			　ただ、俺はこのとき完全に失しつ念ねんしていた。

			　それは――――。

			「ウキャッキャッキャ！」

			「へ？」

			　俺の近くには、あのクレバーモンキーが１匹立っていた。

			　なぜか？　考えればすぐにわかる。

			「……」

			　騒ぎ過ぎた……！

		

	
		
			初戦闘

			　

			「ウキィィィィ！」

			　突然、俺の目の前にクレバーモンキーが降り立った。

			「ごめんなさいッ！」

			　あまりのことに、俺は全力で土下座をかました。結構クレバーモンキーと距離があるとはいえ、取りあえず先制攻撃だっ！

			　それにしても……この俺が気配を感じられないとは!?……当たり前ですね。俺、達人じゃねぇし。

			　つか、マジでこの状況はあれだね。怖い。

			　俺は猿相手に土下座の状態でじっと待つ。

			　……。

			　あ、あれ？

			　なにかしらの攻撃はしてくると思ったが、この状態の俺に何もしてこないところを見ると、意外と平和的なのか!?

			　いつまで経っても恐れているような衝しよう撃げきが体を襲わないので、俺は恐る恐る顔を上げる。

			「ウ～……」

			「へ？」

			　離れた位置で足を思いっきり後ろに引いている猿の姿が、目に飛び込んだ。

			　まるで、サッカーのシュートをしようとしているような格好だ。

			「何をやって――――」

			　俺の言葉は、次の猿の行動でかき消された。

			「キィィィィイイイイ！」

			「うぇい!?」

			　猿は、引いていた足を思いっきり蹴けった。つまり、もろシュートの恰好。

			「チョイチョイチョイチョイ！　マジで!?」

			　すると、足から斬ざん撃げきが放たれた。

			　斬ざん撃げきはすさまじいスピードで俺に迫り――――。

			「グハッ！」

			　ズシャァァアア！

			　俺は思いっ切り切り裂かれた！

			「痛ぇぇぇぇええええ！」

			　俺は地面をのた打ち回る。

			「斬られた！　ヤベェ！　血が……血がああああっ！」

			　何で俺斬られたのにこんなに元気なんだ!?　でも、真っ二つになる前に少し体を捻ひねったおかげで、腹がズッパリと切れただけで済んだぞ！

			……あれ？　結構重傷じゃね？　よく見れば、腹がモザイク必至の状態なんですけど!?

			「ウキャキャキャ！」

			　猿は、俺が痛がりながら転げ回る様子を見て、手を叩きながら笑っている。

			　コイツ性格悪っ！　ドＳじゃねぇか！

			「イテェ……イテェよ……！」

			　俺はアイテムボックスにある『最上級回復薬』を取り出し、すぐさま飲み干す。

			「ん……ん……プハァ！」

			　飲んでいる間、猿は攻撃してくることもなくひたすら爆笑している。

			ウゼェ……。

			　てか今初めて飲んだけど、この毒々しい色をした回復薬、何気に美味いんだけど。何て言うか……爽さわやかなソーダ味だし。それに微炭酸。スゲェ。

			　切れたはずの腹を見ると、傷がいつの間にか塞ふさがっていた。恐るべし、最上級回復薬！

			　よし。目の前の猿に一言物申してやるっ！

			「コンニャロー！　テメエ、俺の土下座を無視するとはいい度胸じゃねぇか！　今すぐボコボコにしてやるから、かかって――――」

			「ウキィィイイ！」

			　俺が言い終わる前に、猿は俺の懐ふところに飛び込んで一撃、拳こぶしを入れてきた！

			　メキバキボキ！

			「ぐふぉあ!?」

			　嫌な音が体内の骨から発せられる。

			　グチャ。

			　何かが潰つぶれた音も聞こえる。

			「ゴファッ！」

			　俺はそのまま吹っ飛ばされ、近くの木にぶつかったが、それをも薙なぎ倒し、さらに後ろの木にぶつかったことでようやく止まった。

			「く……そ……」

			　俺はそのまま、木に凭もたれかかるようにして座り込む。

			「ウキャキャキャキャキャ！」

			　そんな俺の様子を見て、さらに嬉しそうに笑うクレバーモンキー。

			　確実に、今の攻撃で肋ろつ骨こつは何本か折れ、内臓も潰つぶれただろう。

			　現実世界じゃまず体験できない痛みが体中を襲う。

			　てか……猿の動きが見えなかった。いつの間に懐ふところに入り込まれたんだ？

			　地球にいた頃、俺をサンドバッグのように扱っていた連中の攻撃が嘘うそのような威力だぞ……。なかには、ボクシング部の連中もいたのに、それがショボく思える。

			　体が弾け飛びそうな感覚に襲われた。

			「ごほっ！　がはっ！」

			　口から流れ出る赤黒い塊かたまりが、ただでさえ汚い服や体を汚していく。

			　つか、何で俺って襲われてるんだろうか？　俺、何かしたか？

			　まさか、俺を食料と考えて殺しにきてるとか？……だったら、何であんなに嬉しそうに俺をいたぶって遊んでんだよ！　殺すなら一撃でって、心の底から思うんだ。辛いしね。

			　でも、こんなにボコボコにして、俺を本当に食料だと考えてるんだろうか？　もし、暇ひまつぶし程度で殺されかけてるんなら……うわぁ、嫌だぁ……。食われるのも嫌だけど。

			　まあ、食料としては見てもらえていないだろう。猿が人間食ってる姿が想像できないし。

			「かい……ふく……」

			　俺は、だんだん言うことを利かなくなりつつある震える体に無理矢理命令して、アイテムボックスから最上級回復薬をもう１本取り出した。

			　再びそれを飲もうとするのだが――――。

			「ウッキャー！」

			「!?」

			　猿はそれを許さなかった。

			　俺の認識できる範囲を超えるスピードで近づいてくると、すさまじい握力を誇ほこる腕で俺の頭を掴つかみ、持ち上げる。

			「あが……!?」

			「ウキキィィ！」

			　ニタァ。

			　そんな擬ぎ音おんが付きそうなほど、厭いや味みったらしい笑みを浮かべるクレバーモンキー。うわ、殴りてぇ……！

			　というより、今初めて近くで姿を見たが、俺より少し小さいくらいだ。

			　俺は身長は１７０センチほどしかないが、体重は１００キロあるんだぞ？

			　それに対してクレバーモンキーは、赤茶色の毛に覆おおわれた体はヒョロッとしており、全体的に貧相に見える。

			　そんなクレバーモンキーなのに、枝のように細い腕で俺を軽々と持ち上げたのだ。もうマジでびっくり。

			「ウッキャー！」

			「ッ！」

			　クレバーモンキーは、頭を掴つかんだ状態で俺を振り回し、最後に地面に叩きつけた。

			「ぐふっ!?」

			「ウキャキャキャキャ！」

			　頭が、割れるように痛い。

			　よく俺の頭、潰つぶれなかったな。絶対トマトみたいにぺっちゃんこになるかと思った。

			　それに、振り回されたときは、首の骨が外れるかと思った。

			　俺の体、頑張ってるぅ！　後で褒ほめてあげる。

			　体中から血が流れ、意識も朦もう朧ろうとしていた。クレバーモンキーはそんな俺の様子に気付き、一つ頷うなずいた。

			「ウキィ」

			　…………。

			　今、何に対して頷うなずいたんだ!?

			　俺の体の怪我の具合を見て、『うん、いい感じに仕上がった』とか思ってんならハッ倒すぞ!?……無理だろうけど。

			　そして、クレバーモンキーは大きく口を開いた。

			　え、ちょっと待って。マジで？　え、俺食われるの？

			「ウッキキッキキィ～！」

			　何その『いっただっきま～す！』みたいなノリは!?　マジで食うの!?

			　朦もう朧ろうとしていた意識が、猿の予想外の行動で覚かく醒せいした。いや、俺、マジで食料として見られてるとは思わなかった！

			　しかし、いくら意識が覚かく醒せいしたところで、頭を思いっきり掴つかまれてるうえに、体を満足に動かすこともできないこの状況下なら意味がない。

			　クレバーモンキーは、初めは俺を頭から食おうと口を近づけていたが、なにやら顔を顰しかめる。

			「キキッ!?　キ、キキィ……」

			『うわっ!?　く、くせぇ……』と言われてる気がした。ほっとけ！

			　そして、頭から食うのが嫌になったのか、今度は横にして腹に齧かじりつこうとする。

			　うん、たしかに俺の体のなかでは一番胴体がお勧めですね。脂が乗ってて美味しいよ。

			　もう、クレバーモンキーに対して抵抗を諦あきらめていた。

			　どれだけ体を必死にもがいても、今の状態じゃどうにもならない。すべてが無駄だと思った。

			　そして、とうとうクレバーモンキーの顔が徐々に俺の体に近づいていき――――。

			「キッ!?　キ、キィ…………」

			　ドサッ。

			「ブヘッ！」

			　俺はどさりと地面に落ちた。
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			　な、何だ!?

			　俺は自分の身に起こった出来事が、理解できていなかった。

			　なぜ、今にも食われそうになっていたのに、いきなり地面に落とされたのか。意味がわからん。

			　うつ伏せ状態で地面に落ちた俺は、顔を上げて、周りの状況を把は握あくしようとした。

			　視界の端に、クレバーモンキーの姿が映る。だが……。

			「え？」

			　それは、クレバーモンキーの足。クレバーモンキーは、俺と同じように倒れているのだった。

			「い、一体何が……」

			　頭が、今の状況についていけない。手が届きそうなところに、クレバーモンキーに振り回されたせいで落とした最上級回復薬が転がっていた。

			「……」

			　なんか……今ならこの最上級回復薬飲んでも大丈夫そうだな……。

			　俺は必死に腕を伸ばして、転がっている最上級回復薬を手に取ると、一気に飲み干した。

			「ん……ん……ん……プハッ！」

			　爽さわやかなソーダ味と爽そう快かいな炭酸が体に染み渡るぅ！

			「げぷ」

			　思わずげっぷが出た。まあ炭酸を一気飲みしたからね。この回復薬は微炭酸だけど。

			　でも本当に、この回復薬はすごいな。さっきまでの傷が嘘うそのように癒いえた。ただ、流れ出た血と体力までは回復しないのか、少しフラフラする。

			「いててて……んあ？」

			　俺はゆっくりと起き上がり、クレバーモンキーを見た。白目をむき、泡を吹いて倒れている。

			「……何で泡吹いてんだ？」

			　俺の頭に、ある仮説が浮上した。

			「え、いや……でもそれが本当だったら……」

			　しかし、もし俺の考えてることが当たっているとすれば、俺自身がとんでもない状態だということになる。

			　結局、何が言いたいのかと言うと――――。

			「……俺の、体臭のせい？」

			　というわけである。

			　マジで!?　今の俺どんだけ臭いの!?　自分の匂いはわからないもんだとは思うけど、まさかの猿もぶっ倒れるレベル!?

			「おおう……すごく複雑な気分……」

			　たしかにクレバーモンキーは、俺の頭に顔を近づけて顔を顰しかめた。それは、俺の頭が臭かったからだろう。

			　だが、俺の体のなかで一番臭いのは、頭や足ではなく、胴体。主に、首筋から発せられる匂いや腋わき臭がはとにかく酷ひどい……らしい。

			　言わなくてもわかると思うが、下半身の臭いは最悪だろう。

			　多分、俺自身は血の匂いのせいで気にならなかったんだろうけど、クレバーモンキーは顔を近づけた瞬間、腋わきから漂う殺人クラスの臭いでやられたのだろう。

			「マジでか……」

			　俺は項うな垂だれた。

			「んー……」

			　でも本当に俺の臭いにやられて気絶してるんだろうか？

			「……」

			　俺は白目を剥いて気絶しているクレバーモンキーに近づいた。

			「……（ブクブク）」

			「……えい」

			　しゃがんで、クレバーモンキーの鼻に自分の腋わきを近づけた。

			「――――」

			　ビクンッ！　バタ。

			「……」

			　クレバーモンキーは絶命した。

			　俺はそっと立ち上がると、横に移動して、体育座りになった。

			　…………。

			　…………泣いていい？

			　

			◆　◇　◆

			　

			　俺は、屍しかばねとなったクレバーモンキーに近づいた。

			「……」

			　哀れ過ぎるっ……！　俺の体臭で死ぬとか……殺した俺が言うのもなんだけど、いたたまれないよ！　罪悪感が半端ねぇ！

			「ごめんなさい！　マジで許して！」

			「……」

			「無言はやめてぇぇぇぇええええ！」

			　まあ死んでるから無言なのは当たり前なんですけど。

			　ただ、これだけはしっかりと理解しておかなければいけない。俺は、この世界に来て初めて生き物を殺した。

			　地球にいた頃はあんまり気にしたこともなかったけど、昔は簡単に虫とかを殺して遊んだこともある。

			　でも、目の前のクレバーモンキーは動物だ。俺は動物を殺した経験はなかった。

			　もうちょっと何か感じると思ったんだけど、殺し方がアレだっただけに……。

			「全然しんみりとした雰囲気になれねぇ……！」

			　もっとさ！　普通は罪悪感で押しつぶされそうになるとかありそうなのにさ！　平気なのはなぜ!?

			　やっぱり殺し方がいけなかった!?　それはマジで全力で謝りたいっ！　臭くてごめんね!?

			「あー……まさか異世界に来て、初めて命を奪った結果がこれかよ……」

			　俺ってダメダメだなぁ……。

			　ただ、無駄に感傷に浸るなんてことにならなくてよかった。もし、異世界初の生物を殺したという経験がトラウマになって、生き物を狩って食べれなくなったら、俺は完全に餓が死し決定だしな。動物性たんぱく質は大事なんだぞ？

			「……取りあえず、コイツどうしようか……」

			　俺は死体となったクレバーモンキーに触れた。

			　すると、途端にクレバーモンキーは光の粒子になった……。

			「うお!?　な、何だ!?」

			　いきなりのことに驚いていると、やがて光の粒子は完全に消えた。

			　そして、さっきまでクレバーモンキーの死体があった場所には、なにやらいろいろなモノが落ちていた。

			「これって……」

			　まさかのドロップアイテム!?　本当にゲームの世界だな!?

			　俺は落ちているモノを拾い、『中級鑑かん定てい』を発動させる。

			　まず鑑かん定ていしたのは、１メートルほどの骨のようなモノだった。

			　

			『賢けん猿えんの大骨』……クレバーモンキーの体を支えていた大きな骨。かなり頑がん丈じよう

			　

			　おお。ゲームっぽい。

			　……鑑かん定てい結果を見て、感じることがそんなレベルの俺って……。

			　同じような骨は全部で３本あり、全部同じ名前だった。

			　てか、クレバーモンキーって和名っぽくすると『賢けん猿えん』なんだな。

			「うーん。これって武器かなんかにできそうだな」

			　そう言いながら、アイテムボックスに仕舞う。

			「お次は……毛皮？」

			　赤茶色の毛皮らしきものを手に取り、再び鑑かん定てい。

			　

			『賢けん猿えんの毛皮』……クレバーモンキーの体を覆おおっていた毛皮。通気性はいいが、火には弱い

			　

			　なるほど。……これ以外に、俺はなんて感想持てばいいんだよ。

			　ただ、肌はだ触りは思っていたよりいいので、体を洗ったり拭ふいたりするときに使えそうだ。

			「どんどん鑑かん定ていしていこう。……で、これは何だ？」

			　次に手に取ったのは、なんかご丁寧に紐ひもで結ばれ、葉っぱに包まれているモノだった。

			「……まあ、鑑かん定ていすればわかるか」

			　

			『賢けん猿えんの肉』……クレバーモンキーの肉。かたくて筋が多いが、栄養価は高い

			　

			　おお。進化の実以外で初めて食料を確保できたぞ。しかも肉！

			「ラッキー！　今まで木の実ばっかで辛かったんだよな……」

			　まあ久しぶりの肉だし、食べた後に腸がビックリして腹壊すかもな。

			「だが俺は食う！」

			　なぜか？　そこに肉があるからだ！……何でもないです。

			「……って何だ、これ？」

			　次に拾ったモノは、なにやらカードのようなモノだった。

			「……まあ鑑かん定ていしてみよ」

			　それは、進化の実を食べてから踏み出す、俺の新たな人生への第一歩とも呼べるものだった。

		

	
		
			完全解体の片へん鱗りん

			　

			「スキル……カード？」

			　俺は手にしたカードを鑑かん定ていして表示された文字を、思わず口にした。

			　スキルカード。この言葉が意味することは、なんとなくだが想像できる。

			　

			『スキルカード《斬ざん脚きやく》』……スキル『斬ざん脚きやく』を習得できる

			　

			「マジで？」

			　え、スキル習得できんの？　マジ？　そんなことってあるのか？　いや、スキルカードって言う名称から何となく想像はできてたけど。

			　そもそも『斬ざん脚きやく』とやらは、俺の腹を切り裂いたあの技だよな？

			「……おおう」

			　す、すごいですね。

			　…………。

			「これ以外に感想が持てねぇよ！」

			　いきなりスキルを習得できるカードを拾っても、どういう反応したらいいのか困るんですけど!?

			　狂喜乱舞でもすればいいのか!?……そうすると、俺の腋わき臭がで死んでいったクレバーモンキーがより一層哀れに思えるな。

			　しかし、落ちているカードはこの『斬ざん脚きやく』だけではない。

			「ほ、他のカードは？」

			　落ちているカードを手に取ると、すべてを鑑かん定ていした。

			　その結果、以下のスキルカードが手に入った。

			　

			『スキルカード《斬ざん脚きやく》』……スキル『斬ざん脚きやく』を習得できる

			『スキルカード《刹せつ那な》』……スキル『刹せつ那な』を習得できる

			『スキルカード《超調合》』……スキル『超調合』を習得できる

			『スキルカード《道具製作：超一流》』……スキル『道具製作：超一流』を習得できる

			　

			「お、おお……」

			　…………。

			「やっぱりこれ以上の感想が持てないっ……！」

			　いや、すごいことなんだろうよ!?　だってスキルだもん！　スキルが手に入るんですよ!?　でも、いきなり過ぎて反応に困る……！

			「……これ、どう使えばいいんだろう」

			　習得できるとは書いてあるものの、使い方がわからない。

			　どうしたもんか……と思っていると、突然スキルカードすべてが光りだした。

			「おわっ!?」

			　スキルカードは激しい光を放ち、そしてそれぞれが光の玉となって、俺の体のなかに入っていった。

			「どうぇい!?　何か入ってきた!?」

			　手のなかには、すでにスキルカードはない。

			　いきなりのことに驚いていると、スキルを習得したときに流れてきた声が頭に響いた。

			『スキル《斬ざん脚きやく》を習得しました。スキル《刹せつ那な》を習得しました。スキル《超調合》を習得しました。スキル《道具製作：超一流》を習得しました』

			　…………。

			「うわぁ……」

			　俺は軽く引いた。

			　だって、いきなりスキルを複数習得したんだもの。多過ぎて逆に引く。なんか素直に喜べない自分がいるのはなぜ？

			「……一応効果を確認するか」

			　俺は、すぐに習得したばかりのスキルの効果を確認した。

			　

			『斬ざん脚きやく』……足から斬ざん撃げきを放出できる。斬ざん撃げきの有効範囲は約10メートル

			『刹せつ那な』……相手の認識できないスピードで動くことができる。効果は一瞬だが、連続して使うこともできる

			『超調合』……調合をする場合、できあがったモノに最大補正

			『道具製作：超一流』……道具を製作する場合、できあがったモノに最大補整

			　

			「…………ないわぁ…………」

			　今度はドン引きした。

			　チート過ぎる！　ヤベェよ!?　地球で普通の生活を送ってきた俺には、手に負えないんですけど!?

			「あ、扱える自信がねぇ……」

			　大丈夫か？　俺……。

			　たしかにこの危険な森のなか、チートなスキルを持っているだけで安心だろうけど、何だか自分の実力だ～！　とか勘違いしそうで怖いなぁ。

			　変に舞い上がって、自滅なんてシャレにならんし。

			「……気をつけよ」

			　自分にそう言い聞かせるしかなかった。

			　でも、この『超調合』と『道具製作：超一流』は、そういった危険が少ないうえに、この場所ではいろいろと便利そうだ。なんか最初から最高の状態でスキルを手に入れられたようだけど、それだけ、俺の倒したクレバーモンキーが調合や道具を作る技術に長たけてたってことなんだろうなぁ。

			　てか、やっぱりあの最上級回復薬を入れていたビンは、クレバーモンキーたちが作ったモノみたいだな。

			「本当に賢いんだなぁ……」

			　俺、ガラスなんて作れないぞ？　それも、加工してビンの形にするとかもっと無理だな。

			「まあ、活用できるんなら、頑張って活用しよう」

			　取りあえず、スキルを使いこなすという新たな目標を立てることができた。

			「さて……お次は？」

			　次に手に取ったモノは、本のようなモノだった。

			　いや……本と言うよりは冊子か？

			「……なんだこれ？」

			　冊子の表紙には、見たこともない文字が書かれているのだが、なぜか俺にはその言葉が理解できた。

			「……なるほど。これが、この世界の文字なのか」

			　冊子の表紙には、こう書いてあった。

			『クレバーモンキーの知識』

			「はい？」

			　知識？　あの猿の？　それとも、あの猿に対しての？

			　…………。

			「まあ……読んでみるか」

			　俺は冊子を開いた。

			『クレバーモンキーとは、高レベルダンジョンなどに生息する知能の高い猿である。手先が器用であり、さらに薬草などについてさまざまな知識を多く持ち、それらを調合して道具を作ることもできる。人語を話したり、理解したりすることはできないが、道具作りや調合技術の面では人間の技術を凌りよう駕がする。製作した道具を扱うことに関しても、人間を超える』

			「猿スゲェな!?」

			　まさかの人間超えちゃった!?　普通、動物と人間の違いとして、道具を作ったり使えたりするのが基準って言うよね!?……俺は動物と人間の違いとか、難しいことはわからないんだけど。

			　でもまさか、人間以上に道具作ったり、使ったりする技術があるなんて……！

			「いや……クレバーモンキー、ヤベェな……」

			　俺はページをめくる。

			　すると今度は、こんな題名がデカデカとページいっぱいに書かれてあった。

			『クレバーモンキーの生涯』

			「生涯!?」

			　いきなり壮大だな!?

			「……何なんだ？　ドキュメンタリーでも始まるのか？」

			　そう言いつつもページをめくっていく。

			「――――」

			　読み進めていくうちに、言葉を失った。

			　それも、決して悪い意味じゃなく、むしろいい意味で。

			「……まさか、クレバーモンキーの経験してきたモノがこの１冊に詰め込まれてるのか!?」

			　書かれているのは、薬草などありとあらゆる植物の効果と、それを加工する方法。他に、ここら一帯で採取することができる植物は、生えている場所がすべて地図に記されていた。

			　植物だけでなく、貴重な鉱物などが採れる場所まで記されている。

			「マジか!?　ヤベェ……ヤバ過ぎる！」

			　最後のページに至っては、ご丁寧に俺に殺された場所がマークしてある、この一帯の精密な地図だった。

			「俺が殺した場所にマークがついてるということは、自分の現在位置の把は握あくができるぞ!?」

			　それは、今までさまよい続けていたこの森で、さまざまな場所に移動するための極めて重要なモノだった。

			　冊子を手に嬉々としていると、またスキルカードのように冊子が激しい光を放ち始めた。

			　そして、再び一つの光の玉になると、俺の体に吸い込まれていく。

			「！」

			　突然、俺の頭のなかにさっきの冊子に書かれてあった知識がドッと流れ込んできた。

			「いきなり頭に情報が流れてきたわりには……完全に理解できてるだと!?」

			　自分のことなのに、一気に得た知識を難なく覚えられていることに驚いた。これも、スキルを習得したときと似たようなモノなのだろう。

			　つまり、今手に入れた知識は完全に俺のモノとなったらしい。

			「はは……ははは……」

			　思わず乾いた笑みがこぼれる。

			　これ……マジで何なんだ？

			　クレバーモンキーのような魔物的生物を殺すと、スキルカードや今みたいなその生物が経験してきた知識を手に入れられるのか？

			　……絶対に違う気がする。

			　そこまで考えて、俺はある言葉が頭に浮かんだ。

			「――――完全解体……！」

			　そうか！　倒した魔物のすべてが手に入ると書いてあった。だから、知識すら自分のモノとして手に入るのか！

			「な、なら、残りのこの球体や宝箱は一体……」

			　俺は、クレバーモンキーを倒したときに現れた、謎なぞの球体や宝箱に視線を移した。

		

	
		
			進化

			　

			「こ、これは……」

			　謎なぞの球体を手に取り、鑑かん定ていをした。

			　

			『魔力：３』

			『攻撃力：３８５０』

			『防御力：２７４３』

			『俊しゆん敏びん力：４２１１』

			『魔攻撃：１』

			『魔防御：１４５６』

			『運：０』

			『魅力：10』

			　

			　それぞれの玉を鑑かん定ていした結果がこれだ。

			　つまり、これらの玉が意味することは……。

			「……あのクレバーモンキーのステータスか？」

			　完全解体は、ステータスすら解体して残すらしい。とんでもないな。

			　てか魔力低っ！　魔攻撃も俺と同等!?

			　運がゼロなのは……俺の腋わき臭がで死ぬくらいだもんなぁ。あながち間違いじゃないかも。

			　魅力に至っては俺より上なんですね。魅力が猿以下の俺って……。あ、あれ？　目から体液が……。汗とは決して言わない！

			「うわぁ……これどうすりゃいいの？」

			　恐らく、これらのステータスを自分のモノにできるんだろうけど、なんと言うか……スキルを習得したとき以上に扱えなさそうだ。

			　そんなことを思っていると、なんかもう慣れてきた感じのある激しい光が再び俺の体内へと入っていく。

			　そして、スキルを習得したときに流れるあの声が頭に響いた。

			『ステータスの追加が確認されました。１０００を超えるステータスは、その数字を10分の１に落とし、追加されます』

			　つまり、あの馬鹿げた攻撃力はすべて俺のモノになるわけではないと……。攻撃力は３８５、防御力は２７４といった感じかな？

			「……まあ、いきなりとんでもない力を手に入れてもなぁ……」

			　そう思っていたからこそ、逆にすべてが手に入らなかったことにホッとしていた。

			　いきなりあのクレバーモンキーのような素早さや力を手に入れても、使い方に困るだろうし。

			「……全部のドロップアイテムを回収してから、ステータスを確認するか」

			　そして最後に残ったのは、１つの宝箱だった。

			　そんなに大きいモノではなく、両掌てのひらに収まるサイズだ。

			「……鍵かぎ穴とかないからすぐに開けられそうだけど……何が入ってるんだ？」

			　宝箱だけあって、なにやら好奇心を刺激される。

			「……よし！」

			　俺は意を決し、宝箱を開けた。

			　なかに入っていたのは、鎖くさりと袋だった。

			「なんだ？　この鎖くさり……」

			　鎖くさりを手に取り持ち上げてみる。

			　アクセサリーとして、ズボンなどに装着するチェーンくらいの長さしかない。

			「うーん……本当にただのアクセサリーっぽいな」

			　考えてもわかるわけもないので、俺はすぐに鑑かん定ていをした。

			　

			『賢けん猿えんの鎖くさり』……ズボンなどのベルト通しに装着する希少級装備品。装着すると、フィールド上でのレアアイテム採取率がアップする。

			　

			「おお！」

			　これはすごいぞ！　完全解体で手に入ったレアアイテムと言ったところか？

			　それにしても、効果が素晴らしいな！　完全解体で倒した相手から確実にレアドロップアイテムを回収できたとしても、フィールドでレアアイテムを回収できる確率は低いわけだからな！

			「それにしても……この希少級装備品とやらの『希少』の部分が、レア度でも表しているのだろうか？」

			　普通レアアイテムとかって《運》が高い奴が手に入れるんだろうけど、俺は関係ないのか？

			　なら何で俺の運はゼロなんだろうか？　今までの俺の生い立ちとかからか？　それとも見た目の結果から？

			　まあたしかに死にかけたり、鑑かん定ていした結果すべてがバッドステータスになるモノばかりだったというのもあったから、運がゼロというのも間違いじゃない……のか？

			「まあ何でもいいや。それで、この袋の中身は？」

			　俺は早速、手に入れた鎖くさりを装備すると、宝箱から袋を取り出す。

			　手のひらに収まるサイズだが、何だかズッシリとくる。

			「何が入ってるんだ？」

			　中身を確認すると――――。

			「……硬貨？」

			　袋のなかには、見たこともないコインが入っていた。

			「なんだ？……銀色の硬貨が３枚と、金色の硬貨が５枚……それに、銀より薄い色をしてるけど……白金色？　の硬貨が１枚……」

			　これ……この世界の金か？

			　う、うーん……価値がわからんから何とも言えない。それに、今の俺のいる場所じゃ金なんていくらあっても意味ないし……。

			　まあ硬貨の価値は、神からもらった異世界の知識の本に書かれてるだろう。そう信じることにした。

			「さてと……一応全部のドロップアイテムを回収し終えたわけなんだけど……」

			　……レベルアップとかってねぇの？

			　たしかに倒し方は酷ひどかったけども！　でも一応レベル１２０の相手だぞ!?　レベルが一気に上がってもいいと思うんだ！

			「おかしいな……絶対にレベルが上がるはずなんだけど……」

			　首を傾げ、そう呟つぶやいたときだった。

			『大量の経験値を得たことを確認しました。これより進化を行います』

			「はい？」

			　いきなり頭のなかに流れてきた言葉に首を捻ひねっていると――――。

			「んん!?　あ、頭がッ……！」

			　突然、頭にすさまじい激痛が走った。

			「いてぇぇぇぇぇぇええええええ！　何なの!?　え、いきなり何!?　ってマジで痛いんだけど!?」

			　頭がかち割れそうなほどの激痛が、襲いかかって来る。

			　俺は頭を抱えた状態で、地面をのた打ち回る。

			「あがががががががががッ!!」

			　痛い痛い痛い痛い痛い痛い！　マジで何!?

			　あまりの痛さに正気を失いかけてたとき、突然、変な音が聞こえてきた。

			　バキバキバキッ！

			「何の音!?　ってイテテテテテテッ！」

			　嫌な予感しかしないっ！　だって今の音、確実に俺の頭から聞こえてきたよ!?

			　すさまじい痛みに悶もだえていると、唐とう突とつに痛みは消えた。

			「イテテテテッ！……あ、あれ？」

			　急に痛みが引いたことに首を傾げる。

			「い、一体何が――――」

			　今度は顔にすさまじい激痛が走った。

			「うごおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

			　本当に何なの!?　物すごく痛いよ!?

			　俺は顔を両手で押さえ、再び地面をのた打ち回る。

			　グキバキグキャ。

			「鳴ってる！　顔から出ちゃいけない音が鳴ってるよ!?」

			　何が起きてるの!?　とにかくすごく痛いんですけど!?

			「うがあああああああああっ！……ん、ん？」

			　再び、唐とう突とつに痛みが引いた。

			「ほ、本当に何が――――」

			　今度は体に激痛が走った。

			「もう嫌あああああああああ！」

			　グキグキバキグキャベキャ！

			「ほ、骨がああああああっ！　肉があああああっ！」

			　誰か！　誰か助けて！　ヘルプ！　ヘェェェェエエエエルプッ！

			　一体、俺の体に何が起こってんの!?　すさまじい痛みなんですけど!?　普通じゃねぇぞ、この状況！

			「も、もう嫌だぁ……！」

			　俺は地面を転がりながら呟つぶやいた。

			　それに、普通なら許容範囲を超える痛みを受けたら気絶すると思うんだけど、全然気絶できる気配がない。

			　延々とこの激痛を味わわなければいけないのか？　嫌過ぎるっ！

			　意思とは関係なく、涙が溢れてくる。

			「あがあああああああああっ！」

			　地面を転がり回っていると、またもや激痛が嘘うそのようになくなった。

			「ぜぇ……ぜぇ……」

			　い、一体何が起きてるんだよ……！

			　なんかいきなり進化がどうとかという言葉が頭のなかに流れたと思ったら、なんでこんな激痛を体験しなくちゃいけないわけ!?

			「も、もうさすがに終わりだよな？」

			　俺は体を何とか起こし、息も切れ切れになりながら呟つぶやいたが――――。

			「おううううううううううっ！」

			　今度は下半身にすさまじい痛みが走った！

			「ぎいやあああああああああ！　下半身はダメ！　ダメだろ!?」

			　グキグキベキボキバキグシャメキャ！

			「例に違わず、すごい音鳴ってるよ!?」

			　頭が痛くなったと思ったら次は顔。顔が痛くなったと思ったら次は胴体。胴体が痛くなったと思ったら次は下半身かいっ！

			「誰か本当に助けて!?」

			　痛さでどうにかなりそうなんですけど!?　俺、よく廃はい人じん状態にならないな!?　ある意味スゲェ！

			「……って、自分褒ほめてる場合じゃねぇぇぇぇええええええええ！」

			　骨が！　砕けてるよ!?　絶対！

			　それに、どうしても鍛きたえることができない部分が悲鳴を上げてますよ!?　加減して！

			　このままじゃあ俺……男の子としての機能を失ってしまう！……これから使いどころはないかもしれないけど。

			　でもそういう問題じゃないじゃん!?　他の部分と違って感じる痛さが半端じゃないっ！

			「な、なぜこんなことに……！」

			　必死に歯をくいしばり、痛みを我慢する。

			「……ああああああああああっ！」

			　全然我慢できねぇよ！　痛過ぎる！　もう嫌っ！

			　下半身……それも、アソコを必死に押さえながらのた打ち回るという、地球にいた頃なら間違いなく通報モノの行為をしていた俺だったが、しばらくすると激痛は綺き麗れいに引いた。

			「ぜぇ……ぜぇ……ぜぇ……ぜぇ……」

			　もうこれ以上、あの激痛に耐えられる自信がなかった。

			「本当に勘かん弁べんしてくれ……！」

			　切実にそう願った瞬間、あの声が頭に流れてくる。

			『進化が完了しました。全ステータスに１０００加算されます』

			「お、終わったのか……？」

			　なんか、後半のほうにとんでもないことを言っていた気がしたが、俺の頭は、あの激痛から解放されたという安堵感で埋め尽くされていた。

			「はぁ……はぁ……はぁ……」

			　よ、よーし……落ち着いてきたぞ……。

			　俺は息を整えるために、深呼吸を何回か繰り返した。

			　そして、『進化』という単語の意味を確認するべく、ステータスを開いた。
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			《装備》最終兵器な学生服。最終兵器な学生ズボン。必殺の肌はだ着。必殺のパンツ
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			《状態》進化１／10（ＭＡＸ）　疲労

			《所持金》１０５３００００Ｇ

			　

			「おかしいだろ!?」

			　思わず自分のステータスにツッコんだ。

			「初期ステータスほぼ１の俺が、何でいきなりこんなインフレ状態になってんの!?」

			　進化パネェな!?　効果がすさまじ過ぎるだろ!?　やっぱり後半の言葉嘘うそじゃなかったのかよ!?　サラッと聞き流してたよ！

			　しかも、《状態》の進化の部分が１／10になってるし……。

			　あの激痛を、あと９回も体験しなきゃいけないってことなのか!?

			　い、いや……たしかにステータスに表すととんでもないわけなんだけど……９回も耐えられる自信ねぇよ!?

			「そんでもって、何でいまだに魅力の部分は何もプラスされてないんだよ！　おかしいだろ!?」

			　全ステータスに１０００加算されるんでしょ!?　魅力の１０００はどこに消えた!?　俺ってマジで魅力ゼロなの!?

			　何か知らんけど、種族は新しい人類認定されたらしいし。

			　そして一番気になるのは、何であのクレバーモンキーを倒したのに、いまだにレベルが１なのか！　もしかして、あの『進化』とやらのために、得た経験値全部消費したとか!?

			「うわぁ……なんかいろいろとへこむわぁ……」

			　そう言って、視線を地面に落としたときだった。

			「ん？」

			　俺は妙な違い和わ感かんを感じた。

			　おかしい。どこかがおかしい。

			　……何で、真下の地面が普通に見えるんだ？

			「！」

			　俺は急いで自分の腹を触ってみた。

			「……や、痩やせてる……！」

			　そう。俺の感じた違い和わ感かんは、下を見ると、前なら確実に自分自身の腹が見えていたのに、今は綺き麗れいに真下の地面が見えていることだった。

			　あれだけ自分のお腹が邪魔で、真下の地面を見ることができなかったというのにだ。

			「本当に痩やせてるぞ!?　それに、急激に痩やせると皮ひ膚ふが伸びきってたるみまくるはずなのに、全然そんな様子もない！」

			　こ、これはスゲェ……！　あのデブだった俺が痩やせた！　ダイエット効果すごいな!?……もっと驚くことがあるんだろうけど。

			　でも、痩やせたという事実は、今の俺にとっては非常に重要なことだった。

			「なんか、心なしか筋肉もついてるように見えるんだけど……」

			　自分の腹が異常に引き締まってる気が……。

			「まあ、気のせいだろ。それに、痩やせたからと言ってブサイクなことには変わりないもんな」

			　しかし、不意にズボンに違い和わ感かんを感じた。

			「あれ……ズボンがずり落ちる……」

			　何でだ？……考えるまでもねぇじゃん。痩やせたからだな。

			「うーん……痩やせたことは素直に嬉しいんだけど、今着てる服が……」

			　制服のシャツも全体的にダボッとした感じになっている。

			　ベルトを一番きつい穴で締めることで、ズボンに関しては何とかした。

			「上は……諦あきらめるしかないだろ」

			　俺は、さらに違い和わ感かんに気付く。

			「ん？……何だか視線が高くなったような……」

			　身長でも伸びたか？　この短期間で？

			「……まさかな。いきなり痩やせることはあっても、身長は無理だろ。脂肪と違って骨だし」

			　まあいきなり痩やせるのもないと思うけど。……ないよね？

			「ただ、あの体中から鳴っていた、聞こえちゃいけないような音が原因だって言うんなら……納得できるけど」

			　うーん……ま、いいか。今のところは生活に支障がありそうもないし。

			　理由はよくわからないけど、あの激痛を体験するだけで痩やせられるなら、あの実、地球で売れたかもね。……いや、ないか。あの激痛を体験してでも痩やせたいとか……どんだけ痩やせることに必死なんだよ。自分を大事に。

			「さぁーてと……この後どうしましょうかねぇ……」

			　俺は地面に腰をおろし、考える。

			「クレバーモンキーとの戦闘で２つも最上級回復薬使っちゃったしなぁ……」

			　作り方は覚えてるし、クレバーモンキーから得た知識によって、特薬草が生えている位置もわかる。

			　そもそも、最上級回復薬を作るために必要な水は、今喉がカラカラに渇いている俺には切実に必要なものだ。

			「……よし！　まずはこの森で生き抜くことを考えよう。そのために、クレバーモンキーから得た知識をフル活用しなくちゃな」

			　そうと決まれば、早速行動開始だな！

			「いっちょやってやるぜ！」

			　何をかって？……さあ？

		

	
		
			勇者召しよう喚かんされし者たち

			　

			　俺――――高たか宮みや翔しよう太たは、神と名乗る声によって、異世界へと転移させられていた。

			　転移と言うよりは、召しよう喚かんと言ったほうが正しいだろう。

			　現に、俺たち全校生徒を囲うように、多くのローブに身を包んだ人間がこっちを見ている。

			「ここが異世界か!?」

			「初めはいきなりで戸惑ったけど……」

			「よくよく考えたら、俺たち全員チートなんだから気楽に考えればいいんじゃね？」

			「魔王とか余裕っしょ！」

			「でも私はまだ……」

			　俺たちを囲んでいる人間は興奮してたりどこか不安げだったりと、さまざまだった。

			　普通、いきなり召しよう喚かんとかされたら喜ぶどころかキレるよな。俺だったらキレる。いや、もうすでにキレてる。

			　だって、地球には父さんや母さんだっているわけだ。それに、この学校以外にも俺の友達はたくさんいる。

			　父さんたちは、異世界に召しよう喚かんされた俺たちをもう覚えていないんだろう。これが、どれだけ寂しいことか、わかっている奴らが何人いるだろうか？

			　それに、人口の増加だか何だか知らないが……いい迷惑だ。他の国から連れて行けよ。こちとら少子高齢化じゃ。しっかり現地調査しろ。

			　内心悪態を吐つきながらも、周りの観察は怠らない。いきなりどんな事態に発展するか、わかったもんじゃないからな。

			　取りあえず、俺たちが召しよう喚かんされたと思われる場所は、石造りの薄暗い部屋だった。

			　全校生徒が召しよう喚かんされるわけだから、てっきり屋外かと思ったら部屋のなかだったので、驚きだ。それに異常に広いし。

			不意に背後から声をかけられる。

			「お、いたいた！　翔しよう太た！」

			「お兄ちゃん！」

			「！」

			　声のした方向に視線を向けると、男子生徒と女子生徒がこっちに向かってきていた。

			「賢けん治じ！　それに美み羽う！　よく俺を見つけられたな」

			「まあ、伊だ達てに幼おさな馴な染じみをやってないってことよ」

			「私は賢けん治じお兄ちゃんについてきただけだけど」

			　幼おさな馴な染じみとも腐くされ縁とも言える荒あら木き賢けん治じと、俺の妹である高たか宮みや美み羽うだった。

			　賢けん治じは、短い地毛の茶髪と、人懐っこい笑顔が特徴的だった。俺等の学園では珍しくもないけど、アイドル級のイケメンでもある。

			　美み羽うは、肩まで伸びた黒髪を花のピンでとめている。清楚でありながら元気が溢れて、兄である俺から見ても相当可愛い。シスコンじゃないからな。

			　２人ともアイドルグループに所属しているわけではなかった。俺も含めてスカウトされなかったわけじゃないけど、全員興味がないから断っていた。

			　てか、幼おさな馴な染じみなのと俺を見つけられたことは関係ないだろうに……。

			「それより美み羽う。賢けん治じ先輩、だろ？　俺もお兄ちゃんじゃなくて、高たか宮みや先輩って呼びなさい」

			「えー。学校じゃないからいいじゃん。それに、お兄ちゃんを先輩で呼ぶのとか、なんか違い和わ感かんがすごくて嫌っ！」

			　まあたしかに俺も、美み羽うから先輩呼ばわりされると違い和わ感かん満載だけども……。

			　そんなやり取りをしていると、賢けん治じたちに声をかける生徒が現れた。

			「あ、いたいた！」

			「探したよぉ～！」

			　俺も賢けん治じたちも声のするほうに振り向く。２人の女子が近寄ってきていた。

			「おお、絵え里りと梨り香かか」

			　新たに合流したのは、俺の彼女である新にい島じま絵え里りと、賢けん治じの彼女である村むら田た梨り香かだった。

			　絵え里りは、簡単にまとめた髪と童顔が特徴で、俺の妹である美み羽うよりも背が低い。もしかしたら学年で一番背が低いかもしれない。ちなみに俺はロリコンではない。違うからな。

			　梨り香かはゆるやかなウェーブのかかった黒髪と少しタレ目なせいか、どこかおっとりとした雰囲気がある。まあ実際マイペースなんだけど……。

			　ちなみにこの２人はそこそこ有名なアイドルだったりする。まあ、アイドルグループに所属してるっていうほうが正しいけど。

			「よし、これで大体いつものメンバーが揃そろったな」

			　賢けん治じはホッとした顔で言う。

			「あれ？　でも神かん無な月づきさんや日ひ野のさん。それに誠せい一いち君は？」

			　どこか舌足らずな様子で、絵え里りが訊いてきた。俺たちはあたりを見渡した。

			「日ひ野のならさっき友達らしき人たちといるのを見たぞ」

			　賢けん治じが絵え里りのほうを向いて答えた。

			「……まあ、神かん無な月づき先輩は大丈夫だろうけど、誠せい一いちが……」

			「やっぱり、一人だけ一緒に転移されないって言われてたのって、誠せい一いちお兄ちゃん!?」

			　美み羽うが焦あせった様子で訊いてくる。

			「確証はないけど……」

			「ちょっと誠せい一いちのクラスメイトに確認取ってみるか」

			　賢けん治じはそう言うと、たまたま近くにいた誠せい一いちのクラスメイトを一人捕まえる。

			「おい、青あお山やま」

			「ん？　どうした、荒木」

			　賢けん治じが捕まえたのは、サッカー部の主将にしてエースの青あお山やまだった。

			「お前、誠せい一いち知らないか？」

			「誠せい一いち？」

			　青あお山やまは賢けん治じの言葉に首を捻ひねる。

			「そんな名前の奴、俺のクラスにいたか？」

			　俺たちは青あお山やまの言葉に顔を顰ひそめた。

			　すると、青あお山やまの近くにいた、大おお木きという男子がいきなり笑いだした。

			「青あお山やま、誠せい一いちってブタだよ、ブタ。イヒヒッ」

			「ブタ？……ああ！　あのクソ豚野郎か！　ずいぶんカッコイイ名前だから、イケメンなのかと思ってたよ」

			青あお山やまは、笑いを堪えながら答えた。

			「あのクズならここにはいないぜ？　俺たちの足手まといになるだろうから、グループには入れなかったんだよ」

			「そうそう。あんな生きてる価値もない奴は、さっさと死んだほうが――――ぐえっ」

			　大おお木きはそれ以上、続きを言うことができなかった。

			　なぜなら、賢けん治じが青あお山やまと大おお木きを、それぞれを片腕で胸むな倉ぐらを掴つかんで持ちあげたからだった。

			「おい、テメエら……つまり、誠せい一いちを切り捨てたってのか？」

			　低い声音で賢けん治じが２人に訊く。

			　普段は人懐っこい笑みや、持ち前の明るさから賢けん治じは気さくな奴として知られているが、一度怒ると怖い。

			　身長が１８５センチもあるうえに、ボクシングをしていることもあって、腕力も相当なモノだ。

			「な、何だよ！　別にいいだろ！」

			「そ、そうだ！　本当のことを言ってるだけじゃねぇか！」

			　苦しさで顔を歪ゆがませながらも２人は反論した。

			「テメエ……」

			　賢けん治じがキレかかったときだった。

			「まあそう熱くなるな」

			　不意に、２人を持ち上げていた賢けん治じの手に、白い綺き麗れいな手が乗せられた。

			「か、神かん無な月づき先輩……」

			「降ろすんだ」

			　腰まで伸びた艶つややかな黒髪と、凛りんとした雰囲気を纏まとった美人は、俺たちの学園の生徒会長でもあり、俺や賢けん治じたちの幼おさな馴な染じみでもある神かん無な月づき華か蓮れんだった。

			　もともと神かん無な月づき先輩には頭が上がらない賢けん治じは、２人を乱暴に降ろす。２人とも思い切り尻もちをついた。

			「どうして止めるんすか！　こいつらのせいで誠せい一いちが……！」

			「わかっている。私も怒っているからな」

			　賢けん治じの顔は真っ青になり、それっきり黙ってしまった。

			　俺や美み羽うたちも、神かん無な月づき先輩の言葉に顔が青くなる。

			　この人は、かつて一度だけ誠せい一いちに対してキレたことがあった。そのときのことを、俺を含めた全員が思いだしたのだろう。あのときは……誠せい一いちがよく生きてたなと思う。

			　実際、目の前の神かん無な月づき先輩は、俺たちの目から見てもわかるくらいキレている。まあ、理由は一つしかないんだけど……。

			　それ以上に、超怖い。ヤベェ、お家に帰りたい。

			　そんな気持ちを抱かれていることを知っているのか、神かん無な月づき先輩は一瞬俺たちに苦笑を向けると、すぐに青あお山やまたちに向き直ってしゃがみこむ。

			「君たちのクラスの生徒で一人だけ、この場にいないようだね」

			「そ、そうですけど……」

			　青あお山やまが恐る恐ると言った様子で答えると、神かん無な月づき先輩は凍いてつく視線を青あお山やまたちに浴びせた。

			「なぜ、いないんだ？」

			「……いても、足手纏いになると思ったから……」

			　小さい声で答える青あお山やまに、神かん無な月づき先輩は視線をさらに鋭くした。

			「愚おろかだ。実に愚おろかだ。非常事態だというのに、そんなときでもくだらない虐いじめを続けたのだろう？」

			「それは……」

			「所しよ詮せん、君たちのクラスに存在する人間はその程度だったのだろう。もう、私から君たちに言うべき言葉はない」

			　最後まで凍いてつく視線を浴びせたまま、神かん無な月づき先輩は立ち上がった。

			　よ、容赦ねぇ……。

			　神かん無な月づき先輩は、神かん無な月づきグループの令嬢であり、本来なら俺たちの通っているような学園ではなく、もっと頭のいい生徒の行く学校に行けたはずなのだ。でもそうしなかったのは、単純に今の学校が家から一番近かったということと、俺たちと離れるのが嫌だったからだそうだ。いや、俺たちと言うより、アイツから離れるのが嫌だったのか……。

			　神かん無な月づき先輩は、学園内では男女ともに人気がある。アイドルを育成することを目的としている学園なのに、神かん無な月づき先輩の綺き麗れいさはそれ以上だった。品ひん行こう方ほう正せい、才さい色しよく兼けん備び、文武両道……そんな言葉がすぐに頭に浮かぶような人だからこそ、人気が高いのも当たり前なんだけど。面倒見もいいしな。

			　この人を見ていると、強したたかな日本女性というモノを実感させられる。まあ、大和撫子を体現したような人物はもう一人いるけど、俺たちとは関わりないしな……。

			　人気者である神かん無な月づき先輩から容赦のない言葉を浴びせられた青あお山やまと大おお木きは、絶望したような表情を浮かべていた。あ、この２人も神かん無な月づき先輩のファンだったんだな。

			　神かん無な月づき先輩はさっきの殺伐とした雰囲気が嘘うそのように、いつも通りに戻った。

			「まあ、今回は誠せい一いち君が悪かったということもあるんだろう」

			「それは……」

			　賢けん治じが否定しかけたが、神かん無な月づき先輩の言っていることは正しかった。

			　幼おさな馴な染じみだからこそわかるが、柊ひいらぎ誠せい一いちという男は、よくも悪くもお人好しなのだ。

			　絵え里りや梨り香か、それに日ひ野のは高校に入ってから知り合ったわけで、誠せい一いちのことも友達の１人といった認識だろう。

			　でも、俺や美み羽う、賢けん治じ、神かん無な月づき先輩はそうじゃない。

			　誠せい一いちは、幼おさな馴な染じみで、かけがえのない存在でもある。

			　誠せい一いちは小学校の頃から虐いじめられていたにもかかわらず、俺たちを助けてくれた。

			　なかには、命の危機を救ってくれたこともあるし、それ以上に、誠せい一いちの前向きな性格は近くにいるだけで自然と俺たちに元気を与えてくれた。

			　そんな誠せい一いちが、俺たちに気を遣ってか、高校に入ってからは全然関わってくることがなくなった。中学校の頃にもそういうことがあったのだが、高校に入ってからはよりひどくなった。

			　俺たちは誰一人として気にしてないのに、アイツは一人で勝手に俺たちを避けたのだ。……俺たちの立場を悪くしないようにするために。

			　俺たちのことを気にして、わざと突き離すように言った誠せい一いちにキレた神かん無な月づき先輩は、超怖かった。あ、思いだしたら震えてきたぞ。

			　とにかく、俺たちを避けた誠せい一いちは、今もなお虐いじめられている。

			　自分の容姿を自慢するつもりはないけど、俺や賢けん治じたちもそれなりの見た目だからか、学園ではそれなりのポジションにいる。そんな俺たちだからこそ、今度は誠せい一いちを支え、助けたかったのだ。

			　俺たちは、いつも誠せい一いちが直接的に虐いじめられてる現場に居合わせたことがない。それに、どれだけしつこく誰に虐いじめられているのか訊いても、頑なに答えようとさえしないのだ。

			　両親が死んだときも、誠せい一いちは俺たちを頼ることはなかった。

			　そんな態度を取るアイツが、俺たちのことを信用していないようにも思えて、悔しく思ったこともあった。もっと、友達である俺たちを頼ってほしかった。

			　なのに、勝手に一人で抱え込んで……。

			　誠せい一いちの今までのことを思い返していると、神かん無な月づき先輩はふと頬ほほを緩めた。

			「ただ……誠せい一いち君なら大丈夫だろう」

			　その言葉は、何も知らない人が聞けば楽観的過ぎると思うかもしれない。

			　現に、絵え里りや梨り香かは首を捻ひねっている。でも俺や美み羽う、そして賢けん治じは違う。

			　神かん無な月づき先輩の言葉に思わず苦笑いが零こぼれる。

			「たしかに、アイツなら……」

			「誠せい一いちお兄ちゃんならねぇ……」

			　美み羽うも賢けん治じも笑顔でそう言う。そう、誠せい一いちなら大丈夫だろう。

			　何の根拠もないけれど、自然とそう思えて仕方がなかった。

			　アイツのポジティブな思考回路は世界一だ。アイツといると、面白い。どんなに危ない場所にいても、面白おかしく、俺たちの想像の斜め上を行きながら切り抜けるだろう。

			「そうだろ？　誠せい一いち」

			　俺はそう小さく呟つぶやいた。

		

	
		
			５ヶ月後

			　

			「グルオオンッ！」

			「くっ！」

			　俺こと柊ひいらぎ誠せい一いちは、この世界で最初に出会ったあの狼――――アクロウルフ・レベル３１１と戦っていた。

			「ガオオオッ！」

			「ぶへっ！」

			　……訂正。一方的にやられてます。

			「グオオオオオオッ！」

			「ちょっ！　タンマ！　ちょっと待とうぜ!?」

			　俺を前足で薙なぎ払ったあと、アクロウルフはそのまま追つい撃げきしてくる。

			「チッ！『刹せつ那な』！」

			　俺は『刹せつ那な』を使い、アクロウルフの認識できない速度で追つい撃げきをかわした。

			「『斬ざん脚きやく』！」

			　かわすだけにとどめず、俺はそのままスキル『斬ざん脚きやく』を発動させる。

			　ズシャアアアッ！

			「キャウンッ！」

			　俺の放った斬ざん撃げきが、アクロウルフの皮ひ膚ふを切り裂く。

			　もともと俺はこのアクロウルフに用があるわけではなかったので、最大限に手加減して『斬ざん脚きやく』を放った。切り裂けたのは皮ひ膚ふだけで、肉までは切り裂けていない。

			　この攻撃で怯ひるんでくれれば、その隙すきに俺は全力で逃げる！

			「もう嫌っ！　何で『ヒートロック』を採取しに来ただけで、こんな目に遭わなきゃいけねぇんだよ！」

			「グルルルルル……ガウガアアアッ！」

			「もうこっち来んなあああああああ！」

			　結局アクロウルフは俺を追ってきた。

			　俺は必死に走りながら、１回目の進化をしてからの５ヶ月のことを思い返した――――。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　クレバーモンキーから得た知識を頼りに、川に行って、水分を確保し……。

			　貴重な鉱物が採取できる場所に行き、鉄鉱石などのメジャーなモノ以外にも多くを手に入れ……。

			　自分の体臭が、いつの間にか《称号》となり……。

			　とにかく、この５ヶ月間は長いようで短かった。

			　食事は、不ま味ずいうえに筋が多くて食べにくかったけど、クレバーモンキーの肉を主食にした。他にも、クレバーモンキーの知識を頼りに食べられる植物を探した。

			　おかげで、クレバーモンキーとの戦闘にはすっかり慣れ、あの激痛を伴う進化も８回も経験していた。

			　そんな俺の今現在のステータスは……。

			　

			《柊ひいらぎ誠せい一いち》種族：新人類　性別：男　職業：森の人　年齢：17　レベル：１　魔力：８０２４　攻撃力：１１０８８　防御力：１０２００　俊しゆん敏びん力：１１３７６　魔攻撃：８００８　魔防御：９１７６　運：８０００　魅力：

			《装備》最終兵器な学生服。最終兵器な学生ズボン。必殺の肌はだ着。必殺のパンツ。賢けん猿えんの鎖くさり。賢けん猿えん棍ごん

			《スキル》上級鑑かん定てい。完全解体。麻ま痺ひ耐性。睡すい眠みん耐性。混乱耐性。魅了耐性。石せき化か耐性。阻そ害がい耐性。毒耐性。疲労耐性。斬ざん脚きやく。刹せつ那な。超調合。道具製作：超一流

			《状態》進化８／10（ＭＡＸ）

			《称号》臭い奏そう者しや

			《所持金》８４２４００００Ｇ

			　

			　まず、いまだにレベルは１のまんま。魅力ももうずっと空欄なので、気にするのも面倒になった。種族も性別も一度目の進化から変わっていないので、それも気にしていない。

			　ただ、職業についてはどうだろう？

			　……なに？　森の人って。いつから俺は森の人になったんだ？

			　もういちいちツッコむのも面倒になってきた……。

			　そして、《状態》に書かれていた疲労が消え、《スキル》の欄に新たに疲労耐性が加わった。

			　おかげで最近は疲れ知らずだ。もうピンピンしてる。

			　ひたすらクレバーモンキーを倒したから、《賢けん猿えんの鎖くさり》は、今装備しているの以外に７つもアイテムボックスに入っている。

			　新しく加わった《称号》の『臭い奏そう者しや』なんて、効果が酷ひどいんだぜ？

			　

			『臭い奏そう者しや』……自分の臭いを自由自在に操ることができる。臭いの範囲は称号の持ち主から半径10センチメートル

			　

			　……この称号を手に入れた日は、静かに泣いた。

			　そりゃまあ服装は最初から変わらず汚いまんまだし……。新しい服を作ろうにも、技術もなければ針も糸もないわけで……。結構早い段階で諦あきらめたね。何事も妥だ協きようって大事だと思うんだ。

			　クレバーモンキーを倒したおかげで、スキルの扱い方も身につき、武器はクレバーモンキーの骨を使ったモノを使用している。それが、ステータスの《装備》の欄にもあった《賢けん猿えん棍ごん》だ。

			　相手を殴る部分には特麻ま痺ひ草を塗ってあるので、傷から特麻ま痺ひ草のエキスが滲しん入にゆうして相手を麻ま痺ひさせるようにできている。

			　……そんな使い道を見つけてからは、特麻ま痺ひ草は重宝している。

			　ステータスが上昇してからは体がすごく軽いし、いろいろな動きができるようになった。体も痩やせたしね。

			　あと、『中級鑑かん定てい』が『上級鑑かん定てい』に変化したのは非常に嬉しかった。

			　クレバーモンキーの知識で、食用の植物などは大体頭に入っていた。だが、クレバーモンキーが知らない植物も結構あったので、ひたすら鑑かん定ていしていたらこうなった。

			　運も高くなったおかげで、バッドステータスになるような植物に当たることがなかったのも少しだけど嬉しかった。

			　お金もかなり溜まっている。この森では使うことはないけど。

			　硬貨は、価値が低い順に銅貨、銀貨、金貨、白金貨とあるらしく、銅貨なら１００枚で銀貨１枚といった具合に、すべて１００単位で上の硬貨と同じになる。

			　一般的な家庭なら、銀貨10枚もあれば１年は過ごせるらしい。つまり、１０００００Ｇだ。

			　…………。

			　このことを知ったときは、自分の所持金に軽く引いた。いや、正直に言うとドン引きした。

			　イヤイヤイヤ！　俺ヤベェよ!?　８４２４００００Ｇって！　８００年以上は生きていけそうなんですけど!?

			　怖いわぁ……異世界パネェわぁ……。

			　

			　――――というのが、この５ヶ月間の俺の記録だな。こんな感じでいろいろあったのさ。

			　そんな俺が新たに挑戦しているのが、【霊れい薬やく】と呼ばれる薬の調合。クレバーモンキーの知識で得たモノだが、どうやらこの地域で採取できる、ある植物で作れるらしい。

			　そのために必要な鉱石、【ヒートロック】を採りに来たら……なんかアクロウルフに見つかってしまい、冒頭に戻る。

			　ちなみに霊れい薬やくは、死者を蘇よみがえらせることができる、すさまじい効果を発揮する薬らしい。ただ、魔物には効かない。他にも傷を癒いやす効果があるため、それを目的に使用してたんだとか。

			　ただ、最上級回復薬と回復力は同じなのに、やたら採取困難な植物や鉱物を使用したりするせいか、今では全然使われていないんだとか。

			　ちなみに、火炎石とも呼ばれる【ヒートロック】は特殊な火を発する鉱石らしい。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「グオオオオオッ！」

			「だからこっち来るなあああああああっ！」

			　俺はひたすら森を逃げ回る。

			　しつこ過ぎるだろ!?　この狼！　いい加減諦あきらめやがれ！

			　昔の俺のステータスなら、確実に殺されてたぞ！……でもやっぱり、ここの魔物は弱いのかもな。昔の俺が異常に弱かっただけで。

			「俺はお前に用はないの！　いいから帰れ！」

			「グウォン！」

			「言うこときいてぇぇぇぇええええ！」

			　ダメだ！　全然俺の話を聞いてくれない！

			　……そりゃ相手は魔物だもんね。俺みたいな人間の言葉を理解できるはずねぇか。

			「だああああっ！　鬱うつ陶とうしい！」

			　俺は大きく跳ちよう躍やくし、アクロウルフと対たい峙じした。

			「これ以上近づいてくるんなら……お、俺も戦うぞ!?」

			　……絶対近づいてこないでください。怖いんで。

			　正直、クレバーモンキー以外、俺は倒せる気がしない。見た目も十分ヤバいし。

			　でも、アクロウルフの腕で薙なぎ払われても大したダメージにならなかった。俺も防御力が上昇してるんだなって実感できる。……嫌だなぁ。

			　俺はへっぴり腰で、賢けん猿えん棍ごんを構える。先っちょに特麻ま痺ひ草のエキスを塗ったやつ。

			　俺の想いが通じたのか、アクロウルフは襲いかかってこない。

			「……お？　こ、これは……」

			　いけるんじゃね？　そう思ったときだった。

			「ウウウウウウ……」

			「へ？」

			　アクロウルフが顔を伏せ、低いうなり声を上げる。そして、バッ！　と顔を上げ、口から水を噴射してきた。

			「ガウオオオオオオ！」

			「マジで!?」

			　その水は、水鉄砲なんて言う生なま温ぬるいモノではなく、大砲だった。

			「せ、『刹せつ那な』！」

			　俺はすぐに『刹せつ那な』を発動させて避ける。

			「な、なんだアレ!?」

			　狼が口から水を噴射した!?　意味がわからねぇ……！

			　水の大砲はそのまま俺がさっきまでいた場所を通過し、後ろの木に衝突した。

			　ズガアアアアン！

			「……うそーん……」

			　アクロウルフの放った水の大砲は、幾つもの木々をなぎ倒してへし折った。

			「アレもスキルなのか!?」

			　い、いやでも……スキルというよりは、魔法という言葉がしっくりくるような……。

			「な、何でもいい……とにかく今は、この戦いをどうにかする……！」

			　いつ、こいつの仲間が現れるかわかったモノではない。

			　急いで決着をつける必要があるな……。

			「……もう手加減はなしだ」

			　最初に放った『斬ざん脚きやく』は、怯ひるませるためのモノだった。だが、戦うと決めたからには、俺も全力でぶつかる！　第一手加減をして勝てるなんてほど、俺は強くない。

			　なら最初から生き抜く覚悟を決めて、全力でぶつかる……！

			「いくぜ！　『斬ざん脚きやく』！」

			　俺は全力で脚を後ろに振りかぶり、スキルの『斬ざん脚きやく』を繰り出した！

			　ビュン！　ズパッ！……ボト。

			「…………」

			　アクロウルフの首が落ちた。

			　…………………………。

			　……………………。

			　………………。

			　…………。

			　……へ？

			　今の状況に頭が追いついていなかった。

			　首のなくなったアクロウルフは、クレバーモンキーを倒したときのようなエフェクト―――光の粒子となって消え、その場にはいろいろなモノが落ちていた。

			　…………。

			「嘘うそだろ!?」

			　俺の声が辺りに響き渡った。

		

	
		
			伝説級武器

			　

			「……取りあえず、ドロップしたアイテムを回収するか」

			　俺は、何とも言えない気持ちのままドロップアイテムに近づいた。

			　

			『灰かい燼じん狼ろうの大牙』……アクロウルフの巨大な牙きば。鋭く、薄い鉄板程度なら容易たやすく貫つらぬく

			『灰かい燼じん狼ろうの毛皮』……アクロウルフの象徴ともいえる灰色の毛皮。肌はだ触りが異常によく、魔力耐性が高い。防具等に加工するとすごいモノになる

			『灰かい燼じん狼ろうの肉』……アクロウルフの肉。生の状態や普通の料理の仕方では食えないこともないが不ま味ずい。塩水に浸しておくことで、肉に塩が染み渡り美味くなる

			　

			　灰かい燼じん狼ろうって……なんかカッケェな。それに、牙きばの威力がおかしいだろ。鉄板貫つらぬくって……。

			「まあ、すごいに越したことはないんだけど。俺の持ってる賢けん猿えん棍ごんに牙きばをつけたら、槍やりみたいになりそうだし……」

			　ロープがないから、木の蔓つるで巻き付けてみようかな？

			「それも今度にすればいいか」

			　というより肉！　塩が必要なのかよ……。

			　ここら辺に塩が採れる場所はない。俺が知らないだけで、意外と岩塩なんかが採れる場所があるかもしれない……そのうち塩も手に入るかもしれないぞ、持ってて損はないか。

			　俺は、鑑かん定ていしたドロップアイテムをすべてアイテムボックスに放り込んだ。

			　鑑かん定ていが『上級鑑かん定てい』になったおかげで、アイテムの鑑かん定ていでは、今回みたいに有効な使い方まで表示してくれるようになった。植物も『？』で表示されることがなくなった。

			　ただ、魔物相手だと、いまだに名前とレベルしか表示されない。ステータスなんて、一度も出たことがない。まあ、クレバーモンキーばかり狩っている俺には関係ないけど。

			「さて、お次は……」

			　カードが何枚か落ちている。

			「スキルカード……」

			　クレバーモンキーのスキルは全部持ってるけど、アクロウルフのスキルは１つも持っていなかったな……。

			　ちなみに、クレバーモンキーのスキルカードはもう出てくることはなかった。恐らく、俺が習得しているスキルのカードは出ないのだろう。万能過ぎるぜ、完全解体……。

			　

			『スキルカード《双そう牙が撃げき》』……スキル『双そう牙が撃げき』を習得できる

			『スキルカード《索さく敵てき》』……スキル『索さく敵てき』を習得できる

			『スキルカード《剛ごう爪そう》』……スキル『剛ごう爪そう』を習得できる

			『マジックカード：水属性・極きわみ』……水属性の魔法を使えるようになる

			　

			「……はい？」

			　俺は見なれない言葉に思わず首を傾げた。

			　ま、マジックカード？　あの某カードゲームに出てくる緑色のカードですか？

			　いや、それにしたって効果が……え、じゃあこのマジックカード使えば、俺も魔法使い？　30歳待たなくても大丈夫的な？

			　すると、スキルカードとマジックカードは光り、俺の体内へと入っていった。

			　そして、頭にあの声が流れてくる。

			『スキル《双そう牙が撃げき》を習得しました。スキル《索さく敵てき》を習得しました。スキル《剛ごう爪そう》を習得しました。水属性魔法が使えるようになりました』

			「……うわぁ……」

			　慣れる気がしねぇ……。こんなに一気にスキル習得しちゃうと、本当におかしな気分になるよ……。クレバーモンキーのときもそうだけど、素直に喜べない。何でだ？……まあ自分の力で身につけたモノじゃないからだろうなぁ……。

			　まあ強くなきゃ生きていけないわけだし……深く考えるのはやめよう。そもそも、ただの一般人の俺が、自力でスキルを習得するとか不可能だろうし。……耐性系統は別にして。

			　頭を振り、考えを振り払うと、すぐにスキルの効果を確認する。

			　

			『双そう牙が撃げき』……本来は牙きばを使用して発動するスキル。両手に武器を持ち、それを同時に左右から放つ。その際、回転が加わり、相手の攻撃を回避することもできる、カウンタースキル

			『索さく敵てき』……気配・温度・魔力・生命力のすべての観点から、このスキルの所有者から半径約10メートルの範囲で生物の存在を認識することができる

			『剛ごう爪そう』……爪から斬ざん撃げきを放つことができる。制御することで、斬ざん撃げきを一つにすることもできる

			　

			　俺は唖あ然ぜんとした。

			　全部のスキルが異常過ぎる……！　双そう牙が撃げきとか強過ぎるだろ!?　相手の攻撃避けながら自分は相手にダメージって！　カウンターパネェ！

			　それに索さく敵てきとか……最も早はやこの森のなかじゃ一番必須なスキルな気がする。アクロウルフってすごい奴だったんだな……。俺に一撃で倒されたけど、やっぱりまぐれだったのだろう。

			　剛ごう爪そうは、何だか斬ざん脚きやくの手バージョンみたいで使い勝手がよさそうだ。これも得したな。でも爪からじゃないと斬ざん撃げきは放てないのだろうか？　それもそのうち確認する必要があるな。

			「それで……あのマジックカードの効果が……」

			　

			『水属性魔法・極きわみ』……水属性魔法を極めた。水属性の魔法をすべて扱えるようになる

			　

			「チート過ぎるだろ!?」

			　すさまじいな!?　俺も魔法使いの仲間入りとかそういう次元じゃねぇ……！

			　いきなり水属性を極めたことになっちゃってるよ!?　完全にアクロウルフの努力の結晶だよね!?　なんかごめんね!?

			　謝って許される気がしねぇ……！　だって、努力も何もしてない俺が、途と轍てつもない努力の結果身につけた水属性魔法を、こうも簡単に手に入れちゃうんだぜ？　逆の立場なら一生恨むね。

			　そして、俺の頭のなかにはドッと水属性魔法の情報が流れ込んで来た。

			「……なんか、ごめんなさい……」

			　こう言うしかなかった。

			「き、気を取り直して次のモノへ……」

			　次に俺が手にしたのは、クレバーモンキーの知識を得たときと同じ冊子だった。

			　冊子の表紙には『アクロウルフの知識』と書かれている。取りあえず俺は冊子を開く。

			『アクロウルフとは、高レベルのダンジョンやフィールドに生息する狼である。灰かい燼じん狼ろう等と呼ばれてはいるが、火属性の魔法は一切使えず、水属性の魔法を使用する。子育てのときのみ集団で行動するが、基本は１匹で行動し、縄なわ張ばり意識が強く、仲間内で喧嘩をすることも多い。縄なわ張ばり争いなども多いため、気配を敏感に察知する術に長たけている。一応、夜行性』

			　

			「何で灰かい燼じん狼ろうって名前にしたんだ!?」

			　まあ、毛皮が灰色だからっていう理由なんだろうけど……なんか、もっと違う呼び名があっただろうに……。

			　つか夜行性だったのか。今までよく夜に襲われなかったな。まあ、一応毎晩木の上で寝てたおかげなのかもしれないけど……。

			　そんなことを思いながら、ページをめくる。

			『アクロウルフの生涯』

			「だから壮大だって！」

			　もう少し、題名何とかならなかったのか!?……もういいや。

			　冊子には、新たに何種類かの便利そうな植物の知識や、この森に他にも住んでいる魔物の名前などが書かれていた。冊子は光となって、俺の体内へと入っていく。

			　あと、クレバーモンキーの知識で手に入れた地図にプラスする形で、俺の頭のなかにある地図の範囲が広がった。

			　ただし、クレバーモンキーとアクロウルフの地図で、全く同じ部分がなぜか黒く塗りつぶされている。

			　クレバーモンキーの地図を見たときは、そこはただ単にクレバーモンキーの行動範囲外なのだろうと気にもしなかったが、アクロウルフの地図でも全く同じ部分が黒く塗りつぶされていることを考えると、何かあるのかもしれない。

			「うーん……これは調べてみる必要がありそうだな」

			　もしかしたら、この森から脱出する手段が見つかるかもしれないし。

			　何せ、クレバーモンキーの知識にも、今手に入れたアクロウルフの知識にも、この森から抜け出せる方法はなかった。

			「まあいいさ。今は生き抜くことを考えないと……」

			　俺、まだレベル１だし。

			「それじゃあ次は……」

			　次に手に取ったのは、アクロウルフのステータスが球状になったモノだった。

			　

			『魔力：１００００』

			『攻撃力：９８７４』

			『防御力：１２３０』

			『俊しゆん敏びん力：８７６２』

			『魔攻撃：５５５３』

			『魔防御：４８８７』

			『運：20』

			『魅力：１０００』

			　

			「運、低っ！」

			　何で俺が遭そう遇ぐうする魔物は運が低いんだろうか!?　あれか？　俺みたいな奴と遭そう遇ぐうすること自体が不運なのか!?　チクショー！　それに、魅力値高ぇ！　空欄の俺が虚むなしくなるぜ！

			「……いいさ、別に。これで俺の魅力の欄にプラス１００されるわけだし」

			　いいもんねー！　そのうち魅力も取り戻せるはずだもんね！……ヤベェ。今までで一番自信ないかも。

			　どんよりした気分でいると、ステータスの球体はすべて俺の体へと入っていく。聞き慣れた声を適当に聞き流し、最後に残った宝箱を開けることにした。

			「さ～て……何が入ってんのかな？」

			　どんよりした気分が、一気にわくわくへと変わる。宝箱ってテンション上がるよね！

			「何が出るかな？」

			　なかに入っていたのは、１本の短剣だった。

			「おお……」

			　華か美びな装そう飾しよくは施されていないが、ところどころにちりばめられた青い宝石が妖あやしく光り、妙な威圧感さえ感じる。

			　俺はすぐに手にした短剣に鑑かん定ていを使った。

			　

			『水すい霊れい玉ぎよくの短剣』……かつて大洪水を引き起こし、多くの人々を死に追いやった水の精霊が封じ込めれた短剣。伝説級武器。刃に水を纏まとわせ、切れ味を上昇させられるため、刃こぼれしない。水属性魔法を使用する際、魔力の消費量をかなり少なくする。水属性魔法の効果が大きく上昇する。

			　

			「はぁ!?」

			　なんかいきなりすさまじいモノ手に入れたぞ!?　しかも伝説級！

			　伝説級とは、相当レアな分類に入る。神からもらった異世界の知識によると、レア度はこれだけ数があるらしい。

			　

			《一般級》……店等で普通に売られている武器や防具。普通に作ることができる

			《希少級》……魔物からドロップできる装備品の最低ランク。便利な効果を持つ装備品が多い

			《特殊級》……そこそこ強い魔物などから手に入る。戦う際に有利な効果を持つものが多い

			《秘宝級》……強い魔物や、ダンジョンに存在する宝箱などから手に入る。強力な効果を持つ

			《伝説級》……強い魔物のなかでも低確率でドロップしたり、難易度の高いダンジョンの宝箱などから手に入る。強力な効果を複数持つ

			《神話級》……強い魔物で超低確率でドロップしたり、超高難易度のダンジョンの宝箱等で手に入る。持つ人間が少ないため、効果がよくわかっていない

			《夢む幻げん級》……手に入れる方法がわかっていない。効果も不明

			　

			　……《夢む幻げん級》に至っては、何でこんなレア度を作ったんだろうね、って感じだ。手に入れる方法も効果もわからないのに、作る意味なくね？

			　でも効果がハッキリしてなかったり、入手の仕方がわからなかったりするだけで、案外誰か持ってるのかもね。

			　とにかく、《伝説級》は相当レアだ。やっぱしアクロウルフは強かったんだ。逆に、クレバーモンキーはやっぱり弱かったんかい。だって希少級だし。

			　まぐれで倒したことになるのかぁ……。アクロウルフよ、なんかごめんね。

			「まあ手に入れたんだし、装備しておくか！」

			　俺は早速短剣をベルト通しの部分に差し込んだ。いい感じにフィットしてくれたおかげで、落ちる心配もなさそうだ。

			「……お？　もう１つ入ってる」

			　宝箱には、小さい黄色の宝石が埋め込まれた、黒色の腕うで輪わのようなモノがあった。

			「これもドロップアイテムか？」

			　考えてもわからないので、さっさと鑑かん定ていする。

			　

			『夜の腕うで輪わ』……特殊級装備品。夜でも昼間と同じような視界を保つことができる

			　

			「さっきから装備品の効果が半端ねぇ！」

			　アクロウルフすご過ぎる……！　さすが夜行性だな！

			　それ以上に夜が昼間同然って……移動する分にはすごいけど、変な感じがしそうだなぁ。

			「……装備するけども」

			　だってすごいんだもん。

			「さて……最後は金か」

			　正直、金がこれ以上増えてもなぁ……。

			　そう思いながらも宝箱から取り出した袋には、白金貨３枚と金貨70枚が入っていた。

			「だからこれ以上、金要らないんですけど!?」

			　使いどころがねぇよ!?……いや、森から出たら必要ですけども。

			「もういいや……どうせアイテムボックスに仕舞えば、勝手にステータスの欄で換算してくれるんだし」

			　ため息をつきながら、そう言った瞬間だった。

			『大量の経験値を得たことを確認しました。これより進化を行います』

			「しまっ――――」

			　俺は完全に失しつ念ねんしていた。クレバーモンキー以上の強敵を倒したということは――――。

			「あぎゃああああああああっ！」

			　激痛再び！

			「頭があああああああっ！　割れるうううううううう！」

			　最近は耐えられるようになったと思ったのに！　気を抜いてたらこのざまよ！

			「ノオオオオオオオオオッ！」

			　頭の激痛を耐え抜いた俺は、続いて顔に来る激痛に備えた。

			「――――――っ！」

			　顔が尋常じゃなく痛い！

			　俺は必死に歯を食いしばり、声を出すのを我慢した。

			　そんな状態で顔も終わり、胴体の激痛も耐え抜いた俺だった。

			「ふぅー！　ふぅー！」

			　全力で泣き叫びたい。でも泣くと、またクレバーモンキーのときと同じになってしまう。

			　俺は必死に声が出ないように耐え続けた。

			　だが――――。

			「――――下半身はどうしようもねえええええええええええ！」

			　足はまだいい。痛いけど、我慢できる。でもアソコだけは我慢できねぇんだよおおおおおお！

			「いいいいいいいやああああああああああ！　俺の男の子としての機能があああああああっ！」

			　え、必要ない？……悲しいこと言うんじゃねぇ！

			　でも、いまだに下半身に対する激痛だけは耐えられない。またバキボキ鳴ってるし。

			　今までの激痛を耐え抜いた俺だが、一応アソコの機能は失われていなかった。安心。

			「でもこれだけ痛いとねぇぇぇぇえええええええええ!?」

			　全然、安心できないよね!?

			　今もグキャ！　バキ！　メキャ！　って鳴ってるもん！

			　……でも気のせいか、地球にいた頃より随分とアソコが大きくなってる気がするんだ。まあ用を足したりなんだのするときにいつも見てるだけだから、目の錯覚かもしれないけど。

			　そんなこんなで、俺は拷ごう問もんとも言える激痛をどうにか耐え抜いたのだった。

			「ぜぇ……ぜぇ……ぜぇ……」

			　す、ステータスを確認するか……。

			　俺は息も切れ切れになりながらも、ステータスの確認だけは忘れなかった。
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			《状態》進化９／10（ＭＡＸ）

			《称号》臭い奏そう者しや

			《所持金》４５２２４００００Ｇ

			　

			「なぜだっ！」

			　何で魅力がいまだに空欄なんだよッ！　諦あきらめたとか言いつつ、気にしてる俺も俺だけども……！

			　でも空欄じゃなくてもいいじゃん!?　何でわざわざ空欄にしておくの!?　なんか恨みでもあんのか!?

			　それに、いつの間にか種族が超新人類に変化してるだと!?　なんかそのうち金髪で逆立って、気とか纏まといだしそうだな、俺！

			　それにしても、せっかくたった今倒したばかりのアクロウルフから手に入れた、『水属性魔法・極きわみ』というカードのおかげで、水属性の魔法がすべて使えるようになったというのに、魔法はどうやらステータスの欄には表示されないらしい。

			　まあすべての魔法は一応頭のなかに入っており、完全に理解できているので問題ないんだけど。もちろん水属性だけだけどね。

			「はぁ……でも、進化もあと１回かぁ……」

			　結局、痩やせたということ以外、進化してるという実感があまりわかない。そりゃ、あれだけ激痛を味わってるんだから、進化してないとか軽く詐さ欺ぎだけど、見た目に現れないからよくわかんない。

			「ま、別にいいか」

			　気にしたところで何がどうこうなるわけでもないしな。

			　そう気楽に考え、一人で頷うなずいているときだった。

			「ッ!?」

			　俺はつい先ほどアクロウルフから手に入れた、スキルの『索さく敵てき』により、近づく生物の存在を感知した。どうやら、『索さく敵てき』のスキルは常時発動されているらしい。

			「……囲まれた!?」

			　俺はいつの間にか包囲されていた。

			　いまだに何が俺を包囲しているのかはわからないが、敵であることには変わりないだろう。

			「クソッ！　まだ魔法の使い方もわからねぇのに……！」

			　俺は舌打ちをした。

			　すると、俺の周囲を包囲していた生物たちが一斉に姿を現した。

			「……クレバーモンキー!?」

			　飛び出してきたのは、クレバーモンキーだった。

			　アレか!?　仲間の仇あだ討うち的な!?

			　ど、土下座すれば許してもらえるだろうか……。プライド？　何ソレ。

			　俺は一人恐々としていたが、なぜかクレバーモンキーたちは襲ってこない。

			「？」

			　なぜ、クレバーモンキーたちが襲いかかってこないのかを考えていたときだった。

			「人間、初メテ見タ」

			「!?」

			　突如、誰かが話す言葉が聞こえた。

			　辺りを見渡すが、誰が今の言葉を発したのかわからない。

			　だが、確実に今の言葉は人間の言葉だった。こんな森に、俺以外に人間が!?

			　変な期待と好奇心で満たされていた俺だったが、不意に耳に妙な音が聞こえてくる。

			　ヒュウウウウウウゥゥゥゥゥゥ…………。

			「へ？」

			　ズドオオオオオオオオオンッ！

			「のわっ!?」

			　音に耳を傾けていると、突然空から何かが降ってきた！

			「な、何だ!?」

			　すさまじい衝しよう撃げきと砂すな埃ぼこりを上げる飛来物に目を向ける。やがて煙の向こうから、一つの影が出てきた。

			「は？」

			　思わず間ま抜ぬけな声が出た。

			　なぜなら――――。

			「人間、私ト戦エ」

			　――――空から降ってきたのは、ゴリラだったからだ。
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			◆　◇　◆

			　

			「私ト、戦エ」

			「ちなみに、拒否権は……」

			「ナイ」

			「……」

			　俺、初めての体験だわ。ゴリラに人権拒否された。

			　俺は考えるのをやめた。なんかいろいろ疲れたよ……。

			　ツッコむ気力のない俺は、そっと目の前のゴリラに鑑かん定ていを使用した。

			『カイザーコングLv：７７５　《状態》進化９／10（ＭＡＸ）』

			　後悔した。

			「どぅうぇいっ!?」

			　イヤイヤイヤイヤ。おかしいでしょ!?　レベル７００以上!?　へ？　意味がわからんのだけど!?

			　それに、他の生物では見たことのない《状態》なんてモノも表示されてるし！　しかも進化９／10（ＭＡＸ）!?　俺と同じで進化した口ですか!?

			　何度目をこすってみても、目の前に表示されている文字は変わらない。

			「？　ドウカシタカ？」

			「な、何でもないっス……」

			　こう答えるしかないじゃん!?　ヤベェ……勝てる気がしねぇ……！

			　そういえば、カイザーコングって、クレバーモンキーのトップだったな……。

			　やっぱり、俺に戦いを挑んでくるのも仇あだ討うちなんだろうか？

			　いや、でもそれなら何で現れたときに、一斉に俺を襲わなかったんだろうか？　メッチャ正々堂々と勝負申しこまれたし。

			　内心首を捻ひねっていると、目の前のカイザーコングは指を鳴らした。

			「安心シテイイ。私以外、誰ニモ邪魔サセナイ」

			　いや、そういう問題じゃないんですけどー!?

			　俺の気持ちを目の前のゴリラが知るわけもない。ゴリラは臨戦態勢に入った。

			「スグ終ワル。安心」

			「すぐ終わるの？　それって俺死んでない？」

			「……」

			「なんかしゃべって!?」

			　怖っ！　やっぱり仇あだ討うちなのか!?

			「ジャア、行ク」

			「え!?　いや、ちょっ――――」

			「フンッ！」

			「うおうっ!?」

			　カイザーコングは、俺の目の前に移動すると、すさまじいスピードで腕を振るった。

			「すごイ。私、初撃避ケラレタ、初メテ。ポッ」

			「なぜそこで赤くなる!?」

			　てか何？　コイツって雌めすなの!?　嘘うそだろ!?　嘘うそであってほしいっ！……いや、ゴリラなんだから雌めすだろうと見た目がゴリラなのは、当たり前なんだけども……！

			　それ以上に気持ち悪いわっ！

			「強イ雄おす、好キ」

			「俺はゴリラが嫌いになったよ！」

			　やっぱり雌めすか！……より最悪な方向を考えるんだとすれば、雄おすという線も……いや、考えるのはやめよう。

			　こんなやり取りをしている間も、カイザーコングは次々と攻撃を繰り出してくる。

			　それを、俺は軽やかなステップで避け――――。

			「エイ」

			「へぶっ！」

			　――――られませんでした。

			　カイザーコングが投げてきた石が、顔面に直撃した。……すごく痛い。

			　だが、進化の激痛に耐えた俺は、この程度で叫ぶほど弱くはない！……嫌な慣れだなぁ。

			　それにしても、あの腕から放たれた石が顔にぶつかったのに、大きなダメージにならなくてよかった。

			「ム。逃ゲル、ダメ」

			「ダメじゃねぇよ!?　当たったら俺が死ぬじゃん!?」

			　カイザーコングは、太い腕をぶんぶんと振るう。確実に、当たっただけで俺の体のどこかが吹っ飛びそうだった。骨なんて粉々になりそうな勢いがある。

			「このままじゃ埒らちが明かねぇ……！　『斬ざん脚きやく』！」

			　俺はスキル『斬ざん脚きやく』を全力でぶっ放す。

			「！」

			　カイザーコングは目を見開いたかと思うと、その巨体からはとても考えられないようなスピードで、軽々と俺の攻撃をかわした。

			「危ナイ」

			「お前のほうが危険だよ！」

			　何シレッと攻撃避けてんの!?　何でそんなに体デカイのに身軽なの!?　ズルくね!?

			「ナラ、私モ。『瞬しゆん腕わん』」

			「!?」

			　ドゴッ

			「グホッ!?」

			　カイザーコングの動きは全く見えなかった。

			　なんかスキルらしきモノを発動させたかと思うと、カイザーコングはいきなり視界から消えた。直後、俺の腹をすさまじい衝しよう撃げきが襲った。俺はカイザーコングに殴られたのだ。

			　軽々と吹っ飛ばされた俺は、森の木々を薙なぎ倒し、やがて勢いが落ちて地面に転がった。

			「げほっ！　ごほっ！」

			　腹を押さえながら咳をする。口から出てくるのは、赤黒い血だった。

			「も、もう嫌だ……」

			　思わず弱音を吐いた。

			　このままだと命が危ない。俺はすぐにアイテムボックスから最上級回復薬を取り出し、一気に飲み干した。

			「プハァッ！　……し、死ぬかと思った……」

			　ゴ、ゴリラ怖ぇ……。もう二度と動物園でゴリラなんざ見てやらん。……あ、地球には戻れないんだった。

			　そんなことを考えていると、カイザーコングがすさまじいスピードで俺に近寄ってきた。

			「すごイ。私ノ『瞬しゆん腕わん』デ死ナナカッタ」

			　やっぱり殺しにきてるよ！

			「マスマス興味出タ。強イ雄おす、欲シイ」

			「ゴリラはノーサンキューだっ！」

			「ゴリラ違ウ。私、サリア」

			「何で無駄に美少女そうな名前なんだよっ！」

			　詐さ欺ぎだ！　慰い謝しや料りようを要求する！　誰か！　誰か本当に助けてッ！

			　しかも、何で名前なんて持ってるんだよっ！　カイザーコングでいいじゃねぇかっ！　何が不満なんだ!?……どうでもいいな。

			　それより、俺との会話がかみ合ってねぇ……！　もうホント、何なの!?

			「『斬ざん脚きやく』がダメなら……『剛ごう爪そう』！」

			　俺は走りながら、アクロウルフから手に入れたスキルの剛ごう爪そうを発動させた。腕を思いっきり横に薙なぎ払うようにふるうと、５本の斬ざん撃げきがカイザーコングに向けて飛んでいく。

			「トウッ！」

			　カイザーコングは軽々とその場でジャンプし、すべての斬ざん撃げきを避けた。

			「スキル、スゴイ」

			「ああ、そうですかー!?」

			　もうヤケクソじゃ！　ボケぇ！

			　アクロウルフから手に入れた短剣で戦おうにも、俺はそもそも短剣の扱いなんてド素人だし、クレバーモンキーの骨で作った賢けん猿えん棍ごんでさえ、出で鱈たら目めに振ってるだけだもんなぁ……。

			　カイザーコングから距離をとりつつ、どう戦うか考える。

			　すると、ふわりと空中に浮いたカイザーコングが、目を疑うような行動に出た。

			「ジャ、次私。『空くう衝しよう』」

			「はいぃぃいい!?」

			　どういう原理かわからないが、いきなりカイザーコングが空中を蹴けり、俺に突進してきた！

			「オオオオオオオ！」

			「いやあああああっ！　怖いいいいいい！」

			　ゴリラが空から突進してくる光景が、ここまで怖いモノだとは思わなかったよ！

			　恐らくスキルの力で空中を足場にできたのだろうが、とんでもなく恐ろしい！

			　俺はギリギリ体を捻ひねって飛び退いた。

			　ズドオオオオオン！

			　さっきまで俺が立っていた場所に、カイザーコングが突っ込んでいった。

			「……このまま自滅してくれればいいんだけど……」

			　だってすごい勢いで突っ込んでいったよ。これはさすがに無傷じゃ――――。

			「驚イタ。『空くう衝しよう』マデ、避ケル思ワナカッタ」

			「ヤベェ、全然元気だ……！」

			　無傷でした。もう泣きたい。

			「スキルも当たらないこの状況で俺にどうしろと……」

			　アクロウルフから手に入れたスキル、『双そう牙が撃げき』を使えばカウンターを狙ねらえるんだろうけど、それすら避けられそう……。

			「ジャ、『瞬しゆん腕わん』」

			「っ!?」

			　あの、吹っ飛ばされたスキルかっ！

			　俺は一か八かの賭けで、賢けん猿えん棍ごんとアクロウルフから手に入れた武器の水すい霊れい玉ぎよくの短剣を構え、『双そう牙が撃げき』を発動させることにした。

			「『双そう牙が撃げき』っ！」

			　カイザーコングの動きが、途端にスロー再生されているかのように遅くなる。カイザーコングはゆっくりと俺に拳こぶしを突き出してくる。

			　俺はその拳こぶしを避けながら２つの武器を相手の体めがけて突き出した。

			「もらった……！」

			　俺はそのとき、確実にそう思った。

			　だが、カイザーコングはそんなことでやられるような奴じゃなかった。スローモーションのなか、微かに目を開くと、カイザーコングは俺の予想の斜め上の行動に出た。

			　ガシッ！

			「はあ!?」

			　俺は思わず驚きの声を上げる。

			「……本当ニスゴイ。私、ヤラレルト思ッタ」

			　カイザーコングは、あのスローモーション状態でどうやったのかはわからないが、いつの間にか突き出していた拳こぶしも引っ込め、両手で俺の腕を握にぎっていた。

			「っ！」

			　このままだと危ないと本能的に思った俺は、腕を掴つかまれた状態で、至近距離からスキル『斬ざん脚きやく』を発動させた。カイザーコングは驚くほどあっさりと俺の腕を離し、認識できないほどのスピードで俺の『斬ざん脚きやく』をかわした。

			「……」

			　冷や汗が止まらない。

			　……強過ぎる。

			　やっぱり、俺はそこまで強くないようだ。クレバーモンキーとアクロウルフと戦ってきたせいで、自分の力を少し……いや、過信していたのかもしれない。

			　この森を出ても、もしかしたらすぐに魔物の餌え食じきとなるんだろうか？

			　……考えるのはあとにしよう。そんなネガティブ思考になればなるほど、どんどん思考回路が暗くなるからな！

			　でも、こうもことごとくスキルが効かなかったり、意味をなしていなかったりすると、いよいよ対処のしようがない。

			　ぶっつけ本番になるが、魔法を使用するしかないのかもしれない。

			　ステータスの欄には書かれていなかったが、俺の頭のなかには水属性の魔法に対する情報がすべてインプットされている。ただ、消費魔力はわかっているが、威力は実際に目にしていないのでわからない。

			　いきなりの実戦なので、水属性魔法のなかでも一番消費魔力が高いモノを使用することにしよう。

			　ドラ○エのマダ○テと同じだな！　一番魔力消費するだけあって、純粋に威力が一番高いし。

			　それに、今の俺には水すい霊れい玉ぎよくの短剣がある。水すい霊れい玉ぎよくの短剣の効果は、水属性の魔法の効果を高め、消費魔力を少なくするといったものだ。ショボイ威力になることはまずないだろう。

			　消費魔力がもっとも高い魔法は、幾つかあった。そのなかの一つを……。

			「……？」

			　目の前のカイザーコングは、俺が突然黙り込んだことに首を捻ひねっている。

			　今、こうして襲ってこないことは好都合だ。

			　それじゃあ、異世界初の魔法を使わせてもらうぜ……！

			「『フォールディザスター』！」

			　俺は右腕を天高く掲げ、そう叫んだ。右腕を天に掲げた理由？　カッコいいからだよっ！

			「ナッ!?」

			　俺が使おうとしている魔法のことを知っているのか、カイザーコングは驚きの表情でこちらを見ている。

			　ふっふっふっ……どうやら俺の使用した魔法は当たりだったようだなぁ!?

			　内心そんなことを思っていたときだった。

			　…………ドドドドドドドドドドドドドッ！

			「へ？」

			　なにやら上のほうからすごい音が聞こえてくる。思わず俺は空を見上げた。

			「……」

			　見るんじゃなかった……！

			「はああああああああああ!?」

			　空から聞こえる音の正体は――――すさまじい量の水だった。

			「え!?　ちょっ……この位置マズくね!?」

			　空から降ってくる水の着地点……それは明らかに俺の今いる場所だ。

			「タンマ！　今避けるから――――」

			　しかし、俺の頼みも虚むなしく、無慈悲にも空から降ってきた大量の水は、俺にすさまじい衝しよう撃げきを与えた。

			　ドバアアアアアアアアアアッ！

			「あばばばばばばばばばばばばば！　い、息が……！」

			　俺は地面に縫いつけられたように身動きが取れなくなった。

			「……」

			　カイザーコングが唖あ然ぜんとして、俺を見ていた。てか、何でカイザーコングには被害がねぇんだよっ！

			「ってそれどころじゃがぼぼぼぼぼぼぼっ！」

			　ま、マジで息ができねぇ……！

			　結局、俺が自分の放った水の猛攻から解放されたのは、約３分後のことだった。

		

	
		
			結末

			　

			「……」

			　俺とカイザーコングの間に、微妙な空気が流れる。

			　……もうね、何なんだろうね。あれだけ意気込んどいてまさかのミスだよ。死にたいね。

			　取りあえず、このままの状態で襲われるのも嫌なので、痛む体に鞭むち打って俺は何とか起き上がる。

			「ふ、ふふふ……なかなかやるじゃないか……」

			「イヤ、自滅シタダケジャ……」

			「いやあああああああっ！」

			　穴があったら入りたいっ！　誤ご魔ま化かそうと思ったけども、すごく的確なツッコミが飛んできたよ！

			　アレだね。魔法は要練習だな。このままじゃ俺の体が持たん。

			「……続ケテイイカ？」

			「俺に安らぎをくれよ……」

			　何なの？　俺は今自分で勝手に死にかけて、精神的にもかなり参ってるんですけど？　それなのにまだやる気？　このゴリラさん。

			「……ジャア、行クヨ？」

			　そう訊いてくるカイザーコングだが、今この状況で襲われたらひとたまりもない。体中痛いし、咄とつ嗟さにスキルを発動できるほど回復もしていない。

			　でも、魔法も満足に使えないこの状況じゃ……俺、コイツを倒す術すべってあるのか？

			　ただ、目の前のカイザーコングは、とても律りち儀ぎだ。わざわざ俺に攻撃していいか訊いてくるし。……少し同情されてる気がしないでもないのは気のせいだと思いたい。俺って運上がったよね？

			　そんなことより、本気でこの状況を打破する策がないと……。

			　スキルは通じないし、魔法もまともに使えない。回復薬を使用して体を回復させようにも、その間に攻撃されるだろう。律りち儀ぎに攻撃していいか訊いてくるくらいだから、回復しても大丈夫そうな気もするが……。

			　何か……何か俺に残された手は……！

			　頭を必死に回転させ、この状況を切り抜ける方法を考えていたときだった。

			「モウ十分待ッタ。行ク」

			「え!?」

			　もう少し待ってくれると思っていたが……カイザーコングが俺に向かってすさまじいスピードで迫ってきた。

			　幸い、スキルを使っていないようなので、避けようと思えば避けられる。……全快時の俺なら。

			　今は自分の放った一番強いだろう魔法のせいで、体中が痛く、思うように動けない。現に今も足がプルプルしてる。

			「っ！」

			　もう、すぐそこまでカイザーコングが迫ってきていた。俺に残された時間はない。

			　どうすれば……！

			　そう思ったとき、俺は、秘密兵器のことを思い出した。

			「俺には……臭いがあるじゃないかっ！」

			　あのクレバーモンキーを絶命させた実績を持つ、あの死の臭いが……！

			　あ、でも、さっきの魔法のせいで、臭いが落ちたかもしれない……。

			　しかし、そんなことは今の俺には問題ではない。

			　なぜなら、称号『臭い奏そう者しや』があるからだ！

			　この称号は、臭いを自由自在に操れるという、喜ぶべきなのか、嘆なげくべきなのかわからない効果を持っている。

			「ふははははっ！　カイザーコングよ！」

			「ッ！……何？」

			　カイザーコングは突撃を止め、立ち止まる。……ホントに律りち儀ぎだね。

			「もう貴様に勝ち目はない！」

			「ナゼ？」

			「俺には……秘密兵器があるからだ！」

			「ナ、ナンダッテー!?」

			　なぜお前がそれを知っている。いや、偶ぐう然ぜんだろう。

			「お前は今から俺に近づいただけで、その命を落とすだろう……！」

			「……一体、ドウイウコト？」

			　カイザーコングは俺の言葉に困惑を隠せないようだ。それもそうだろう。近づいたら死ぬなんて、普通信じられないもんな。

			　だが、これは体臭がとんでもない俺だからこその必殺技！　人間としての威い厳げんを犠牲に手に入れた、最強の技なのだっ！

			　俺は称号『臭い奏そう者しや』の効果で、今出せる最大量の臭いを噴出させた。

			　この称号は、臭いを自由自在に操ることができるが、臭さは生み出すことができない。つまり、自分の持っている本来の臭いを強くしたり、弱くしたりできるというモノだ。

			　ゆえに、今の俺の半径10センチ以内には、強烈な臭いが漂っていることだろう。

			　ただし、臭いなので効果があるのは本当に僅かな距離しかない。

			　そこで、俺は自分の服を扇ぐことで臭いが届く範囲を広げることにした。じゃないと、臭いが届く前に顔面に拳こぶしがめり込んでるだろう。

			「さあ！　かかってこい！」

			　俺は服をバッサバッサ扇ぎながらそう言った。心なしか、カイザーコングがドン引きしてるようにも見えるんだけど。

			「……」

			　ほんの数秒何かを考えているかと思ったら、カイザーコングはその場からパッと消えた。

			　恐らくスキル『瞬しゆん腕わん』を発動させたのだろう。

			「……モウ終ワリ」

			　そんな短い言葉が聞こえたと思ったときには、目の前にカイザーコングが立っており、そして拳こぶしは俺の眼前まで迫っていた。

			「っ！」

			　やっぱりダメだった!?　臭いじゃ勝てない!?　てか届いてないのか!?

			　馬鹿だなあ。臭いで倒せるわけないのにね。……クレバーモンキーは死んだけども。あ、あれは偶ぐう然ぜんだ！

			　すべてを諦あきらめ、目の前に迫った拳こぶしを受け入れようとしたときだった。

			「！」

			　ピタッ。

			　そんな擬音が聞こえてきそうなほど、あのとてつもない勢いの拳こぶしが、俺の顔面ギリギリのところで止まった。

			　俺はその拳こぶしを凝視した。背中から冷や汗が溢あふれ出る。少しちびりそうだったのは内緒だ。

			　俺は何度も瞬きをし、拳こぶしを見つめていた。なぜ急に殴るのをやめたのか？　俺はカイザーコングの表情をチラリと見た。

			「ポー……」

			「……」

			　見るんじゃなかった。

			　気色悪っ！　だって、ガチムチの雌めすゴリラが頬ほほ赤らめて惚ほうけてるんだぜ!?

			　というより、カイザーコングどうした!?　一体何が!?

			　そんなことを思っていると、突然カイザーコングは真剣な表情……だと思うが、そんな顔で俺の両肩をがっしりと掴つかんだ。

			……って、あまりの気色悪さに反応が遅れた？

			　俺は、これから自分はどうなるのだろうという不安を抱きながら、目の前のカイザーコングの顔を見る。カイザーコングは、またもや気色悪い頬ほほを赤く染めながら、口を開いた。

			「……好キ」

			「…………………………はい？」

			　待て待て待て。ウェイウェイウェイ。一旦落ち着こうか、俺。

			　え、今何て言った？　俺の気のせいじゃなかったら、『好き』って聞こえたんですけど……。

			　その可能性だけは捨てたい俺が、恐々とした気持ちでいると、カイザーコングはさらなる追つい撃げきを喰らわせてきた。

			「今スグ結婚」

			「…………」

			　ヤバい、どうしよう。俺の脳内処理能力の許容範囲を超えちゃってるよね。何言ってんだ、このクソゴリラ。

			　混乱している俺をよそに、カイザーコングは俺の腕をひっ掴つかむと、そのまま引ひき摺ずり出した。

			「強イ雄おす。フェロモン、スゴイ。超カッコイイ。巣ニ連レテ帰ル。子作リ」

			「…………」

			　俺はようやく状況を理解した。

			　そして――――。

			「はあああああああああああああああああああああああああああああああああああ！！？？」

			　絶叫した。
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			◆　◇　◆

			　

			「ダメだ、全然理解できない……！」

			　カイザーコングに至れり尽くせりの待遇を受けている状態になった原因を探るべく、こうしてこれまでのことを振り返ったわけだが……。

			　マジでどうしてこうなった!?　俺何かした!?

			　自分の置かれている状況はしっかり理解した俺だが、なぜこんな状況になっているのかは理解できていなかった。

			「ドウシタ？　食事、ヤッパリ食ベル？」

			　俺に食事を勧めてくるのは、カイザーコングのサリアさん。クタバレ。

			「あのね？　俺要らないって言ったでしょ？　それより俺を解放してくれないかな？」

			「ダメ。誠せい一いち、私ノ夫」

			「違いますうううううう！　俺は人間！　お前はクソゴリラ！　わかる!?　種族が全然違うんですけど!?　第一俺はゴリラとなんざ結婚したくねぇよ！　言葉通じるだろ!?」

			「私、クソゴリラジャナイ。サリア」

			「もう黙れよおおおおおおおおおっ！」

			　誰か！　俺とこの苦しみをわかち合える同志がどこかにいない!?　いたら光速でやってきやがれ！

			　ちなみに、俺の名前をこのクソゴリラが知っているのは、もはや脅おどしと言ってもいいお願いの結果、渋々教える羽目になったからだ。

			　嘘うそ吐ついたら、その場でキスすると言われたんだ。嘘うそ吐ついても簡単に見抜かれそうな気がしたので、仕方なく本名を教えることに。もう死にたい。

			　はぁ、はぁ……と、ツッコミの連続で息を荒らげていた俺だが、目の前に出されている食事を改めて見た。

			　俺のために用意したという食事は、正直、物すごく美味そう。

			　見たこともない肉や果物、野菜が多く使われており、どうやって調理したのかはわからないが、しっかりとした『料理』になっている。

			　口では要らないと言っているが、かなり腹が減っている。

			　こんなところで腹が鳴りでもしたら――――。

			　ぐるるるるぅ～。

			「…………」

			「腹、減ッテル。食事、スル」

			　もう嫌だああああああああっ！

			　だが、もう腹が鳴ってしまったので、お腹がいっぱいだとは言えない。

			　さっきから無駄に甲か斐い甲が斐いしく世話をしようとする目の前のクソゴリラから仕方なく皿を受け取り、食事を口に運ぶ。

			　毒が入っていても、今の俺には毒は一切効かない……はず。『毒耐性』のスキルを手に入れたからな。

			　スキルがあるとはいえ、ほんの少しの不安を抱きながら、俺は渡された食事をゆっくりと口に近づける。

			　皿に乗っていたのは、何かの肉が焼かれたモノ。ただし、ただ焼かれているのではなく、匂いから察するにニンニクらしきモノや胡椒で味付けしてある。他にも、野菜からスパイスらしき香ばしいいい匂いがただよってきて、俺の鼻をくすぐる。

			　鑑かん定ていしてみると、『ポーンドラゴンのステーキ』と表示された。ど、ドラゴン……。さすがカイザーですね。恐る恐る、俺は渡された食事を口に入れた。

			「…………」

			　しっかり咀そ嚼しやくし、飲み込む。

			「――――！」

			　俺は目をカッ！　と見開いた。どこぞのグルメ漫画的表現をするなら、目からビームだろうな。

			　とにかく、そんなリアクションをとってしまうほど……口に入れたポーンドラゴンとやらのステーキは美味かった。

			　い、いや！　素材だ！　素材がいいだけだ！　他の料理の……あ、手前においてあるシチューみたいなのは、そこまで美味しくもないだろう！

			　今度はシチューらしきモノを手に取り鑑かん定ていしてみる。表示されたのは、俺も知っているクレバーモンキーの肉が使われたモノだった。

			……って……。

			「クレバーモンキー!?」

			　共食いですか!?　いや、種類が違うから共食いじゃないかもしれないけども……それでも仲間でしょ!?　え、料理にしちゃうの!?

			　カイザーコングは、驚いている俺に説明してくれた。

			「アイツ等、仲間ジャナイ。勝手ニ付イテ来テルダケ。デモ、言ウコト聞ク。私、得スル」

			　うわぁ……クレバーモンキーよ、ドンマイ。

			　頭いいのに、利用されちゃってますよ。

			　でも、クレバーモンキーの肉ってたしか不ま味ずかったはず。それならこの料理も不ま味ずいだろう。

			　普通、不ま味ずいことを期待して食事はしないが、今回ばかりはそうも言っていられない。逆の期待を胸に、俺はシチューを口に運んだ。

			「……」

			　俺は項うな垂だれた。

			　美味いよ……。何なの？　一体……。

			　クソゴリラは、俺に対してさらなる精神的ダメージを追加してきた。

			「全部、私ガ作ッタ。美味シイ？」

			「マジで!?」

			　うそーん……何で料理が上手いのよ……。

			　どんよりとした気分でいると、目の前のクソゴリラはどんどん追い打ちをかけてくる。

			「ソウ言エバ、誠せい一いち、服ボロボロ。新シイ物、作ッタ」

			「作ったあ!?」

			　カイザーコングが俺に手渡してきたのは、地球にいた頃でさえここまで上質な素材で作りあげられた物を見たことがないほど、完成度の高いシャツとズボンだった。

			　シャツは白で、ズボンは黒。

			「両方、アル魔物ノ糸デ作ッタ。丈夫デ、イイ素材」

			　この服も目の前のクソゴリラが作ったようです。

			「服、後デ脱グ。川デ洗ッテオク」

			「誰か助けてえええええええええっ！」

			　俺は全力で叫んだ。

			　本当に何なの!?　女子力高ぇよ！　無駄過ぎるだろ!?

			　料理、洗濯、裁さい縫ほう……それに、この巣とかいう森の一角が無駄に綺き麗れいなことも考えると、掃除も上手。

			　いい奥さんレベルの話じゃねぇよ!?　完全無欠体だよ!?……ゴリラじゃなければなぁ!?

			「私、イイオ嫁サンニナル？」

			「なれるんじゃないですかぁ!?　相手がゴリラならなッ！」

			「ソンナ……照レル。誠せい一いちガソコマデ言ウナラ、今スグ結婚」

			「ゴリラならっつってんだろうがああああああああっ！」

			　しばき倒してぇ……！　でも勝てねェ……！　世知辛いよおおおおおおお！

			　ということはあれか？　目の前のクソゴリラのなかでは、俺はゴリラと同等ですか!?　そうなんですね!?

			　ヤケクソの自じ暴ぼう自じ棄き状態である俺は、何とか深呼吸を繰り返すことで冷静さを取り戻した。

			　息を整え、冷静になった頭で考える。

			　何とかして、この地じ獄ごくから抜け出さなければ……！

			　そのためには、どの方角に逃げればいい？

			　逃げるなら……そうだ。地図に黒塗り状態の部分があった。そこに逃げてみよう。

			　クレバーモンキーとこのクソゴリラは行動をともにする機会が多い。それなのに黒塗りの部分があるということは、恐らくクソゴリラもこの黒塗りのことは知らないのだろう。場所はわかっていても、どういうところか知らない、そんな感じかな？

			　なら、どのタイミングで逃げるか……そんなことを考えていたときだった。

			　非常にどうでもいいうえに、なぜ今さら？　という気がしないでもないが、俺はふと疑問に思ったことを目の前のクソゴリラに訊くことにした。

			「おい、クソゴリラ」

			「クソゴリラ、違ウ。私、サリア」

			「黙れ。それで、お前って何で俺と同じ言葉がしゃべれるんだ？」

			　あのクレバーモンキーでさえ、言葉は使っていなかった。なのに、目の前のクソゴリラはいとも容易たやすく俺と意思疎そ通つうをしてくる。

			　俺が質問したこと自体が嬉しいのか、なにやらクソゴリラの表情の端はし々ばしから嬉しさが伝わってくるようだ。

			「ソレハ、コノ近クノ洞どう窟くつニアッタ本ノセイ」

			「洞どう窟くつ？　それに、本だと？」

			　俺が首を傾げると、クソゴリラは少し離れたところにある茂みから２冊の本を持ってきた。

			　２つともボロボロだ。片方は分厚く、もう片方は薄い。

			「コノ本読ンデ言葉、覚エタ」

			「……」

			　マジか……すごいな、クソゴリラ。

			　俺は２冊の本を受け取った。薄いほうの本の表紙には『生活魔法の極意』。

			「生活魔法？」

			　聞き慣れない言葉に戸惑いつつも、本を開いてみる。

			　その本のなかには、生活に使える便利な魔法がすべて書かれていた。

			　小さな火をおこす魔法。コップ１杯ぶんの水を出す魔法。洗濯モノを乾かす魔法。土を柔らかくし、畑を耕たがやすための魔法……どれも、すごく些細なことだけれど、使えればとても便利なものばかりだった。

			　なかでも、俺が一番目を引かれたのが『ウォッシュ』という魔法だった。

			　簡単に言えば、体の垢あかや汚れ、土埃等を綺き麗れいにしてくれる魔法である。服を綺き麗れいにすることはなぜかできないらしいが、これを使えば体は一発で清せい潔けつになるんだとか。

			　俺、体、相当汚いもんなぁ……。まあ自分の魔法で一度死にかけたときに、少し綺き麗れいになった気がするけど。

			　この魔法は、平民なら普通に使える魔法らしい。そもそも、風呂に入れるのは、裕福な貴族や商人くらいなんだとか。

			「へぇ……便利な魔法だな」

			　俺がそう呟つぶやいたときだった。

			『生活魔法を習得しました』

			「……」

			　聞き慣れた声が頭に響いた。

			　……なんか、あっさりと覚えられたな。こういうモノって練習とか必要なんじゃないの？

			　……まあ、覚えて損はないけど。

			　俺は続いて、分厚いほうの本に手を伸ばした。

			『勇者アベルの日記』

			「へぇ、勇者アベルの日記ねぇ……」

			　日記かぁ……俺、そういうの続けるの苦手だからしたことないなぁ……。

			　…………。

			「勇者あ!?」

			　思わず流していた事実に、俺は驚きの声を上げた。

			　え!?　勇者の日記!?　マジもん!?　偽物とかじゃなくて!?

			　俺はあまりの衝しよう撃げきに呆ぼう然ぜんとしながら、本を開いた。

			　

			『××年●月○日。勇者に選ばれた俺は、やっと出発する日となった。仲間は回復を担当する神父のピエールに、前衛の戦士ガルス。後方支援に賢者のリリアナと狩人のアンナだ。皆王様直々に魔王討とう伐ばつの命を受け、一緒に旅に出ることとなった大切な連中だ。世界を護まもることもそうだが、俺はこいつらを死なせたくない。自分の力の限り戦おう！』

			「おおう、すごく勇者っぽいな、コイツ。つか、魔王と勇者ってどんだけ王道だよ」

			　まあ、俺の学校の連中もその勇者召しよう喚かんとやらに巻き込まれたんだっけ？　賢けん治じたち、どうしてっかなぁ。

			　勇者召しよう喚かんされたであろう友人のことを思い出しながら、俺はどんどん読み進めていく。

			　だが、ページが進むにつれて、ボロボロ加減が酷ひどくなっていく。

			　

			『××年●月○日。旅を始めて１年が経った。仲間を失うこともなく、この旅を続けられるのも皆のおかげだろう。でも、旅をしていると、目を伏せたくなるような凄せい惨さん極まる村や町もあり、早く魔王を討とう伐ばつしなければという気持ちが強まった。俺を勇者として任命した――国の――王や、支えてくれる人たちに報いるためにも！』

			　

			『××年●月○日。魔王軍の幹部をあと一人というところまで追い詰めることに成功する。だが、その代償はあまりにも大きく、長年ともに旅をしてきた仲間であるガルスが逝った。俺を庇かばった結果だ。自分の弱さや惨みじめさに、行き場のない怒りがこみ上げ、今にも爆発しそうだ。俺はなぜこんなにも弱いんだっ！　全然強くもない！　なのに、周囲から勇者と持て囃はやされ、いい気になっていた結果がこれだ……！　俺は二度と同じ過ちを起こさない。くじけそうになっても、リリアナとアンナが優しく慰めてくれた。ガルス、お前に対する最高の償つぐないは、魔王の首だ！』

			「……勇者、モテモテやな。ピエールが不ふ憫びん……」

			　

			『××年●月○日。とうとう魔王の討とう伐ばつに成功する。だが、そんな俺たちを待ちうけていたのは、残ざん酷こくすぎる現実だった。あのピエールが裏切ったのである。魔王を討とう伐ばつし、疲れ果てていた俺に襲いかかってきたのだ。何とかリリアナもアンナも守り、命からがら逃げ出すことに成功した。ピエールが裏切ったことを――国の――王に報告――だ』

			「裏切ったの!?　ピエールが!?　あれかな、モテモテの勇者に嫉しつ妬とした結果か!?」

			　

			『××年●月○日。俺は人間に絶望した。報告に国へ戻った俺を待っていたのは、市民による攻撃。どうやら、俺は――国にまで裏切られたらしい。裏の情報で手に入れた噂うわさでは、あの殺し損ねた魔王軍の幹部の一人である――――と、――――が裏で繋がっていたのだとか。さらに、今回の魔王復活の件も、すべてが――国とその幹部の仕組んだ最悪のシナリオだったという。だが、もう俺には関係のない話だ。愛するリリアナとアンナが殺された。俺も、この日記を最後に後を追う。どこまでも愚おろかな人生だったが、リリアナたちと旅をしていたときの思い出だけは、色褪あせてほしくないと思う。この日記を誰かが読んでいるなら、どうか同じ過ちは繰り返さないでほしい。未来ある、将来を願って――――アベル』

			　俺はそっと日記を閉じた。

			　…………。

			「重いわっ！」

			　思いっきり地面に日記を叩きつけてやった。

			「何なの!?　普通日記ってその日一日の楽しかったこととかを書くんでしょ!?　たしかに辛かったり悲しかったりすることも書くんだろうけど、これはさすがに重過ぎるだろ!?」

			　えー……それじゃあ何？　この日記を読んだ俺は、同じ過ちを繰り返さないように努力しろと？　無茶言うな！　第一、大事そうなところが全部ボロボロじゃねぇか！　わざとなのか!?

			「はぁ……はぁ……」

			「誠せい一いち、落チ着ク。私ガイル」

			「お前がいるからなんになるんだよッ！」

			「結婚、デキルヨ？」

			「もう死んじまえっ！」

			　絶対このクソゴリラから逃げ出してやる……！　俺はそう誓うのだった。

		

	
		
			共同生活

			　

			　クソゴリラに拉致されて丸１日が経過した。

			「オカワリ、イル？」

			「……もらいます」

			　俺は相変わらず甲か斐い甲が斐いしく世話をしてくれるクソゴリラから、朝食のおかわりを受け取る。

			　あー……美味いよ、バカ野郎。クソゴリラが料理上手だってことは、嘘うそであってほしかった……ッ！

			　血涙を流しながら食事を食べ終えた俺に、クソゴリラが話しかけてくる。

			「今日、魚捕リニ行ク。誠せい一いちモオイデ」

			「俺を解放してくれええええええええええええっ！」

			　チクショウッ！　全然逃げられそうにない！　クソゴリラが離れた隙すきに、逃げ出そうと思ってたのに！

			　思わずグーで地面を叩く俺に、クソゴリラは優しく語りかけてきた。

			「大丈夫。私、誠せい一いちトズット一緒」

			「どっか行けよ、バカ野郎ッ！」

			「私、雌めす。ダカラ、野郎ジャナイ」

			「黙れ！　クソゴリラなんて野郎で十分だっ！」

			「ムゥ。私、クソゴリラデモナイ。サリア」

			「んなこと知るか！　ばーか！　ばーか！」

			　自分がすごく幼稚な行動をしている気もするが、俺の精神はそれくらいおかしくなっていた。

			　俺は、絶対にクソゴリラのことを名前で呼んでやらない。呼んだら……負けだっ！

			　そんなことを考えていると、突然クソゴリラは頬ほほを赤く染めた。気色悪い。

			「ア……ナンダ、誠せい一いち。ソウイウコトナラ、早ク言エバイイノニ」

			「はあ？　一体何の話――――」

			「私ノコト、『ハニー』ッテ、呼ビタインデショ？　モウ……照レ屋ナダーリン」

			「――――ぐふぉあっ！」

			　俺は口から大量の血を吐き出した。

			　何勘違いしてくれちゃってんの!?　いつ、誰が、どこで、何時何分何秒にそう言った!?

			「ツイサッキ。私ノ、頭ノナカデ、誠せい一いちガ……ポッ」

			「心を読むな！　頬ほほを赤く染めるなああああああああああ！」

			　こいつヤベェ！　人の心のなかをいとも容易たやすく読んできやがる！　そんで妄想逞たくましいっ！

			　って、そんなことより、今はクソゴリラにダーリン呼ばわりされたことが耐えられない……！

			　こんな勘違いを許してたまるか！

			「おい、クソゴリラ！」

			「ナニ？　ダーリン」

			「もうヤメテえええええええええええええ！」

			　これ以上俺をイジメないで！　俺のライフポイントはとっくにゼロよ！

			　容赦なく追つい撃げきしてくるクソゴリラに、俺は血ち反へ吐どを吐きながらも何とか言った。

			「お、俺をダーリン呼ばわりするのはヤメて！」

			「ナンデ？」

			「何でもクソもねぇ！　とにかく、俺のことをダーリンって呼ぶな！」

			「ジャア、誠せい一いち」

			「名前を呼ぶのも禁止！　お前にだけは呼ばれたくねぇ！」

			　そもそも、仕方なく名前を教えただけで、呼ぶことに関しては許していないのだ。

			　馴れ合うつもりのない俺からすれば、名前で呼ぶのだけは全力で阻そ止ししたい。

			「ムム。ワガママ、ダメ」

			「ダメじゃねぇ！　この要求が呑めないなら、俺は今すぐにでも出ていくからな！」

			　か、完かん璧ぺきだ！　これで、クソゴリラが要求を呑まなかったら、堂々と逃げられるぞ！……追ってきそうだけど。

			　だが、クソゴリラが要求を呑んだら、名前で呼ばせることは回避できる……！　フッ……計画通り。

			　一人で新世界の神の気持ちになって、黒い笑みを浮かべていると、サリアは唸うなりながら口を開いた。

			「ムー……。ナラ、『旦那様』ト『ご主人様』……ドッチガイイ？」

			「誠せい一いちでお願いします」

			　うん、まともな選択肢がなかった。だいたい『ご主人様』って……誰得だよ。

			「ア。『アナタ』デモイイヨ」

			「誠せい一いちでお願いしまああああああああす！」

			　俺は土下座して全力で頼み込んだ。

			　ゴリラに……屈してしまった……！

			　土下座をしている俺と目が合ったクソゴリラは、満足そうに頷うなずいた。

			「ナラ、誠せい一いちデ決マリ」

			　チクショウッ！　俺にはゴリラを倒す術すべがなかった！

			　自分の無力さと、世の中の理不尽さに項うな垂だれていると、クソゴリラは俺の首根っこを掴つかんで引き摺った。

			「ジャ、魚捕リニ行ク」

			「……ハイ」

			　すでに抵抗する気力もなくなった俺は、そのままクソゴリラに川辺まで連行されるのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「エイ」

			　そんな気の抜けた声を出しながら、クソゴリラは川に手を突っ込んで魚をどんどん捕る。

			　かれこれ30分ほど経ったが、すでに岸にはクソゴリラの餌え食じきとなった魚が山積みになっていた。

			「ドウ？　誠せい一いち。私、すごイ？」

			「あー、うん。スゴイスゴイ」

			　投げやり気味にそう返事した俺だったが、クソゴリラはそれでも嬉しそうに、再び魚を捕り始めた。

			　そんなクソゴリラをボーッと眺めていた俺は、あることに気づいた。

			　……これ、逃げられるんじゃね？

			　クソゴリラのほうを見てみると、魚捕りに夢中になっているようだった。あんなに捕まえて食べきれるんだろうか？

			　まあ、そんなことはどうでもいい。今、クソゴリラは俺のほうに意識を向けていない。これは逃げるための最大のチャンスと言っていいだろう。

			　ならやることは１つだ。……逃げるっ！

			　できる限り気配を消し、その場から遠ざかろうとしたときだった。

			　ガサッ。

			　俺は固まった。

			「……」

			　後ろの茂みから、蜘く蛛もの頭が現れた。しかも、普通のサイズじゃない。俺の頭をひと飲みできそうなくらい大きい顎を持った、巨大な蜘く蛛もだ。

			　そんな蜘く蛛もの赤い八つ目が、俺を見つめる。俺もまた、蜘く蛛もを見つめる。

			　しばらくの静せい寂じやくのあと、俺はため息を吐つくとそのまま元いた場所まで戻り、体育座りをした。

			　ふぅ……。それにしても、カイザーコングやクレバーモンキー、そしてアクロウルフ以外の魔物と初めて遭そう遇ぐうしたなぁ。

			　…………。

			　…………やっべぇぇぇぇえええええ…………。

			　逃げようと思ったら、いきなりピンチなんですけど……。

			　俺は錆さびついたブリキ人形のように、後ろを向く。

			「……」

			　茂みから頭を飛び出させた蜘く蛛もが、じっとこっちを見つめていた。

			　つか、超見てくるんですけど！　もう穴が開きそうなくらい、俺のことをガン見してくるんですけど！

			　何なの!?　新手の魔物とか求めてないんですけど!?

			　俺は蜘く蛛もに背を向け、尋常じゃない量の冷や汗をかいていた。

			　こんなことになるくらいなら、もっと早く逃げておけばよかった……！

			　逃げるという選択肢をすぐに見つけられなかった、過去の自分が憎い……！

			　どれだけ後悔しても、後ろにいる蜘く蛛もが消えてくれるわけもない。

			　もう一度、恐る恐る後ろを向いてみた。

			「ギギギギギ……」

			　見るんじゃなかった……！

			　いつの間にか、俺のすぐ近くまで移動していた蜘く蛛もは、大きな口を開き、そのまま俺の頭を食いちぎろうとしていた。

			　アカンアカンアカン！　あまりにも急な展開過ぎて、頭のなかが真っ白になった！

			　近づいてくる蜘く蛛もの頭を呆ぼう然ぜんと眺めていた。今にも喰われる、と思ったそのときだった。

			「誠せい一いち、危ナイ！」

			「え？」

			　そんな声とともに、クソゴリラがすごいスピードで俺と蜘く蛛もの間に入った。

			「誠せい一いちヲ傷ツケルヤツ、許サナイ」

			　そのままクソゴリラは太い腕を大きく振りかぶり、蜘く蛛もの頭を殴り飛ばした。

			「ギギギィィィィィイイイイイ！」

			　蜘く蛛もは、顔から体液のような黄色い液体を噴出させ、茂みの奥に吹っ飛んでいった。

			　つ、強ぇぇぇ……。

			　クソゴリラの攻撃力にドン引きする。俺、こんなのと戦ってたの？　バッカじゃねーの？　よく生きてたな、俺。

			「手ゴタエ、軽イ。タブン、マダ生キテル」

			　どうやら、あの蜘く蛛もも生きてるそうです。あれ食らって生きてるとか……化け物だな。化け物だけれど。

			　クソゴリラは、顔を引きつらせている俺のほうに駆け寄ってきた。

			「大丈夫？　ケガ、ナイ？」

			「え？　あ、ああ」

			　俺が戸惑いながらも返事をすると、クソゴリラは心底安心したような表情を浮かべた。

			「ソウ。ヨカッタ……」

			「……」

			　コイツ……俺のこと、そんなに心配してくれたのか……。

			　そんなクソゴリラから、俺は黙って逃げようとしていた……。心のなかで、何か嫌な感情が渦巻き始めた。

			　こんなに俺のことを心配してくれているのに、なんで俺はコイツが嫌なんだろうか？　初めて会ったとき、いきなり襲いかかってきたからか？　それとも単純にゴリラだから？

			　どれだけ考えてみても、俺がなぜ、クソゴリラを邪険に扱っているのかの答えは見つからなかった。

			　俺のことを本気で心配してくれる……。

			　ここまで心配してくれたのは、母さんと父さんくらいしかいなかった。

			　……そうか、一方的に拒絶してたのは俺のほうだったのか。

			　襲いかかってきた奴と仲良くなるなんて、難しいことかもしれない。でも……それでも、向こうから歩み寄ってきたんなら、俺も勇気を出して、歩み寄るべきなんだろうな。……結婚はしないけど。

			　それに、他に人がいないこの状況で、話し相手となるクソゴリラは大切な存在だ。

			　もう少し……もう少しだけ、クソゴリラのことを知ってから、別れてもいいんじゃないかな？

			　お互いのことを知るには、まだ短か過ぎる。これから、歩み寄っていけばいいんだ。

			　そんなことを考えていると、クソゴリラはさっき捕まえた魚を俺に見せた。

			「ホラ、見テ。活キガイイデショ？」

			「ああ、美味そうだな」

			　クソゴリラは一瞬目を見開くと、すぐに嬉しそうな表情になった。

			「ジャ、帰ロ？」

			「ああ！」

			　勇気を出して、歩み寄った第一歩。

			　何があるかわからないけど、少しずつ知っていこう。

			　クソゴリラとわかり合ったうえで、まだ俺に逃げる意思があれば、そのときに逃げればいい。

			　そう思いながら、クソゴリラと並んで歩き出した。

			「誠せい一いち」

			「ん？」

			「帰ッタラ、子作リシヨウネ。私、初メテダカラ、リードシテネ」

			「…………」

			　前言撤回。逃げる準備、しなくちゃね……！

		

	
		
			身を挺ていして

			　

			　時が経つのって早いね。それに、慣れって怖い。

			　カイザーコングである、サリア（この名前で呼ぶ気はさらさらないが）に連行されてから早１週間が経過した。

			　……なんかもう、ゴリラでもいいんじゃないだろうかと思いつつある自分に、驚きとドン引き。さすがにゴリラはマズイだろ。だって種族、全然違うじゃん。

			　でも、あのクソゴリラの家事スキルといえば、そのへんの人間の女性より高いのではないだろうか？　と思うほどのすごさ。もうビックリだ。

			　そして、クソゴリラの毛がまた何とも言えないくらい気持ちいい。尻しつ尾ぽもサラサラフワフワという、すさまじい触り心地なのだよ！

			　そもそも俺はクソゴリラをさんざん罵ののしっているわけだけれども、もともと俺は相手のことをどうこう言える立場ではないんだよね。だって虐められっ子だもん。

			　今でこそ痩やせたけど、地球にいた頃は、デブ・キモい・ブサイク・汚い・臭い……もう最悪じゃないか。下手すればゴリラより酷ひどい。いや、絶対酷ひどい。

			　そんなことを思いつつも、何気に美味しいモノも食べられるこの状況に満足しつつ、脱出しなきゃなぁ、なんて考えている今日この頃だ。

			「誠せい一いち、ハイ」

			「ん、有り難う」

			　俺はクソゴリラから朝食を受け取る。……うわぁ、新婚みたいだ。本格的にヤバいぞ。

			　自分の精神状態や状況に軽く引きつつも、朝食を食べる。

			　……相変わらず美味いんですけど。ゴリラじゃなければ、そりゃあいいお嫁さんだろうにね。

			「ソンナ……照レル」

			「心読んでんじゃねぇよ」

			　コイツ、時々怖い。何で心読まれてるんだよ。

			　カイザーコングの……というより目の前のクソゴリラの、最近発覚しつつある新たな特性にドン引きしていると、クソゴリラは何かを思い出したような顔をした。

			「ソウ言エバ、今日、探索ノ日」

			「……探索？」

			　思わず訊き返した。

			「ソウ。私、クレバーモンキータチ引キ連レテ、『進化ノ実』、探シテル」

			「!?」

			　進化の実だと!?

			　俺は、クソゴリラの口から飛び出した言葉に目を見開いた。

			「誠せい一いち、進化ノ実、知ッテル？」

			「…………」

			　どうしよう……ここは正直に知ってると言えばいいんだろうか。それより、知らないことにして情報を聞き出せたりしないだろうか……。

			　結局、知らないことにする。

			「……いや、知らないな」

			　そう言うと、カイザーコングは頷うなずいた。

			「ソウ。ナラ、教エテアゲル。『進化ノ実』、スゴイ。ソノ種族、頂点ニナレル。サマザマナ点、優レタ状態デ生マレ変ワレル」

			　……つまり、進化の実を食べて進化すれば、その種族で優秀な状態になれる、と？

			　……い、意味がわからん。

			　え、それじゃあ何？　俺の場合は人間で一番強くなれるとか？　頭がよくなるとか？　見た目がよくなるとか？

			　……強さは比較する相手がいないし、第一レベル１のままだし……。頭は物覚えがいいような気がしないでもないけど、素頭のほうは変わった気がしない。相変わらず馬鹿だな！

			　見た目に至っては、ステータスの魅力が空欄じゃねぇかッ！……生活魔法の『ウォッシュ』を使ったのにね。もう死んでしまいたい。

			　ちなみに、服はクソゴリラが用意してくれた、無駄に素材のいいものを着ているから綺き麗れいだし、汚くなってもクソゴリラが洗ってくれる。

			　下着は違う素材で作っているらしく、もっと肌はだ触りが心地いい。さらに『ビヨン樹』と呼ばれる木の蔓つるが、伸しん縮しゆく性抜群で丈夫な素材ということで、ゴムの代わりとして俺のパンツなんかに用いられてたりする。俺の以前着ていた服やパンツなどの下着は、クソゴリラがなにやら必死に欲しがったので、生活魔法の『ファイア』で燃やしてやった。

			　まあそんなことはどうでもいいが、これらの結果から普通に考えると……。

			　……ダメだ、意味わからねぇよ。進化が体感できてないんですけど!?……体の激痛以外。もう嫌だっ！

			　そんなことを考えていると、クソゴリラが続けた。

			「私、少シ前マデ、話セナカッタ。人間ノ本、読ンダケド理解デキナカッタ。デモ、アルトキ見ツケタ進化ノ実。ソレ食ベテ、イツモノヨウニ狩リシテ、巣ニ帰ッテマタ人間ノ本読ンデタトキニ言葉ガ覚エラレタ」

			　あっれぇ？　なんかクソゴリラのほうには結構効果が出てないか？　言葉が理解できるレベルまでとか結構……いや、かなりすごいぞ？

			　それに俺のようにレベルが上がっていないんだとすれば、進化の実を食べたときはすでにレベルが７００だったのだろう。そういえば《状態》進化９／10（ＭＡＸ）って表示されてたし。強いな……。

			「他ニモ、見タ目、変ワッタ。強ク、ナッタ。アト……」

			「悪い、もっとスラスラとしゃべってくれない？」

			　なんか聞いててじれったい……。てかイライラするのはなぜだ？……そうか、ゴリラだからだな！……違うか。

			「ゴメンネ。デモ、私ノ口、話ス機能、モトモトナイ。鳴キ声ハ出セテモ、言葉、違ウ。ダカラ、スラスラ、話セナイ。本当ハ、モットオ話、シタインダケド……」

			「俺は結構です」

			　そもそもの話題がねぇよ。何話せって言うんだよ。

			「チナミニ、進化ノ実、11個以上ハ、食ベラレナイ。ソレ以上食ベルト、体ガ進化ニ追イツカナイ。ダカラ、死ヌ」

			「怖いよっ!?」

			　マジで!?　11個以上食べたら死ぬの!?　あぶねぇ……見つけたら取って置いて、いつか食べようとか思ってたぞ……！

			　ということは、俺はこれ以上進化の実は食べられないということだな。……残念。

			　思わぬ情報を手に入れられたことで、俺は少し安心した。進化の実ってすごいんだなぁ……。

			「私、スデニ10個食ベタ。ダカラ、マタ集メテ、私ノ夫ニ相応ふさわシイ存在ニ、アゲルツモリダッタ。一度、クレバーモンキーガ見ツケタ。ケド、何者カニ、奪ワレタラシイ」

			　……あ、あれ？　何だか嫌な予感が……。

			「ダカラ、マタ探シテ、誠せい一いちニアゲル。ツイデニ、奪ッタ奴、殺ス」

			「スミマセンデシタあああああああっ！」

			　俺は全力で土下座した。

			「本当にスミマセンデシタっ！　盗んだの俺っス！　お腹空いてて、食べましたッ！」

			　プライドなんざクソ喰らえ！　生き残った奴こそ正義なんだよ！　弱肉強食舐なめんなっ！

			　土下座の体勢のまま、恐る恐る顔を上げる。目の前には、特に表情が変化した様子のないクソゴリラの顔があった。

			「ナンダ、誠せい一いちダッタノ。ナラ、許ス」

			「そ、それじゃあ……！」

			「デモ、結婚。コレ、絶対ニナッタ」

			「いやあああああああああああっ！」

			　そうだよね……そうですよね!?　だって自分の旦那さんにする存在にあげるはずだった物、俺が食べたんだもの！　やっちゃったよ!?　もう引き返せねぇよ！

			　こ、これは本格的に逃げる必要があるぞ……！

			　幸い、クソゴリラは進化の実を探しに行くらしい。

			　その隙すきに、俺はこの地じ獄ごくから逃げ出す……！

			　……す、少しだけ、あの食事が食べられなくなるのが寂しいだなんて……お、思ってないからな!?

			　俺がそんなことを思って項うな垂だれていると、クソゴリラは意外な反応を示した。

			「誠せい一いち……私ノコト、嫌イ？」

			「え？」

			　いつものようなウザい反応ではない。とても不安そうな反応と顔だ。急にどうした……。

			　俺が戸惑っていると、クソゴリラは言う。

			「私、誠せい一いち、好キ」

			「……」

			　何度目の告白だろうね。

			「デモ、誠せい一いち、私ノコト、嫌イ？」

			　本当に悲しそうな顔で訊いてくるクソゴリラ。

			　……これ、何て答えればいいの？　いきなり難易度高くなったよ!?

			　ここまで真剣に、そして悲しそうに訊いてくるのだから、俺も真面目に答えるのが人間として正しい道だろう。

			「……嫌いじゃねぇよ。むしろ好きだな」

			　そう、これが俺の本心である。

			　だが勘違いしないでほしい。あくまで、俺の『好き』は、ゴリラとして好きということだ。ゴリラとして好きっていうのも、おかしな話だけどさ……。

			　掃除、洗濯、料理、裁さい縫ほう、そしてなぜか俺に対して一途なこと。これだけ聞けば、非の打ちどころのない存在に聞こえる。

			　でも……でもゴリラなんだよッ！

			　なんでゴリラなの!?　ゴリラじゃなければ俺、全然イイよ!?　もともと相手の容姿なんて選べる立場じゃないんだから！

			　そんな俺でも、違う種族……それもゴリラだよ!?　いろいろ無理があり過ぎる……！　人間なら、どれだけブサイクでも我慢できる。……こうして聞くと非常に上から目線に聞こえるが、望みがなくても美少女や美人とは結婚したいんだよ！

			　悪いか!?……悲しき男の性だな。

			　勝手に一人で落ち込んでいると、クソゴリラがいつもの調子で言った。

			「ソウ。ナラ、今スグ結婚」

			「……やっぱり前言撤回していいか？」

			　調子が戻ったら戻ったでウザい。何なんだろうね。

			「ムゥ……。誠せい一いち、照レ屋サン」

			「本格的に死んでください」

			　ヤベェ、すごくウザい。ぶん殴りてぇ……！　でも、返り討ちが目に見えてるのが本当に悲しいね。

			「マアイイ。私、ソレジャア進化ノ実、探シテクル」

			「どうぞ、行ってらっしゃい」

			　俺は必死に、笑みがこぼれそうになるのを我慢した。

			　ここで笑ったら、確実に不審がられる……！

			　というより、まだ進化の実、探しに行くんだ……理由はわからないけど。

			「ツイデニ、今日ノ獲物モ狩ッテ来ル」

			「え？」

			　俺は、ここである違い和わ感かんに気付いた。

			　獲物を狩ってくるということは、魔物を殺すということだ。つまり、それは進化するということじゃないだろうか？

			「クソゴリラ。今までの飯とかって全部お前が狩ってきたモノなのか？」

			「違ウ。クレバーモンキー、狩ラセタ。ソレ食ベテル」

			　クレバーモンキーよ。とことん利用されてんじゃねぇか……！

			「進化の実食べてたら、魔物倒した瞬間に進化するんじゃないのか？」

			　俺がそう訊くと、クソゴリラは首を横に振った。

			「ソウ。デモ違ウ。魔物ヲ狩ッテモ、自分ヨリレベル低イト、意味ナイ」

			「あー……」

			　つまり今まで俺が簡単に進化していたのは、自分よりレベルが上の存在を狩っていたからか。

			「私ヨリ強イ魔物、最近遭ワナイ。昔、殆ほとんドノ魔物、魔王軍ニ連レテ行カレタ。私、戦争ニ興味ナイ。ダカラ、隠レテタ」

			　こんなところで魔王の登場ですか……。しかも、昔と言っても１００年前とかそんな話じゃないだろうから、意外と最近かもしれない。

			「私ヨリ強イ魔物、一応イルケド、近ヅカナイカラ大丈夫」

			「近づく？」

			　クソゴリラの言葉に思わず首を捻ひねる。

			　しかし、クソゴリラは俺の言葉が聞こえなかったらしく、詳しいことは話さなかった。

			「ソンナコトヨリ、私、誠せい一いちニ質問、アル」

			「へ？」

			「誠せい一いち、人間。ドウシテコンナトコロニ？」

			　そりゃそうだ。こんな場所に人間がいることは、普通おかしいよね。

			「まあ……いろいろあったんだよ。……あ！」

			　そう言って、俺はあることを思い出した。

			「霊れい薬やく作るの忘れてたっ！」

			　いろいろあり過ぎてすっかり忘れていたが、もともと俺は『霊れい薬やく』を作りたかったんじゃないか！

			　クソゴリラは首を傾げる。

			「霊れい薬やく？　アンナノ、イルノ？」

			「まあ、人間にとってはすごいモノだからな」

			　だって、死人が蘇よみがえるんだぜ？　ヤバいよね。

			「でも、霊れい薬やくを作るための『ヒートロック』と肝心の『反はん魂ごん草そう』を持ってないから……」

			「私、持ッテルヨ」

			「へぇ、そいつはすごいね。……はい？」

			「私、持ッテル」

			「マジで!?」

			　思わず大きな声でそう言うと、クソゴリラは近くの茂みに移動し、なにやらガサゴソと探り、やがて何かを持って戻ってきた。

			「コレ。コッチガ、ヒートロック。コッチハ、反はん魂ごん草そうト、ソノ種」

			「種？」

			　クソゴリラから渡されたのは、真っ赤な色をした石と、白と緑のコントラストの草、そして何の変哲もない種だった。

			「種、育テ方ワカラナイ。霊れい薬やく、作ッテモ、私、効カナイ。ダカラ、アゲル」

			「マジ!?」

			　再びクソゴリラの言葉に驚いた俺は、一応渡された物を鑑かん定ていしてみる。

			　

			『ヒートロック』……特殊な効果を持つ、熱を生み出す鉱物。軽く衝しよう撃げきを与え、放置すれば、最高温度１２０℃もの熱を発する。使い捨てでなく、一定時間経過すれば、自然と熱は収まり、何度でも使用可能。その効果には、死者を蘇よみがえらせるために必要なモノも含まれており、水などに浸けると、その水は体に非常にいいモノへと変化する

			『反はん魂ごん草そう』……死者を冥界から呼び戻す効果があるとされる草。ただし、これ単体では効果はなく、ヒートロックを浸けた水に溶かし、混ぜることで効果を発揮する

			『反はん魂ごん草そうの種子』……埋めれば、反はん魂ごん草そうが生えてくる。ただし、水やりなどをする際には、ヒートロックを浸けた水を使用し、土もヒートロックを混ぜたモノを使用する必要がある

			　

			　や、ヤベェ……やっぱり死者を蘇よみがえらせるだけあって、効果がすさまじい。

			　というより、ヒートロックの活用の幅が広過ぎる。活躍し過ぎだろ……。

			　だが、クソゴリラはこんなすごいモノをくれると言った。……なら、もらうよ。だってくれるって言ったんだもの。

			「じ、じゃあ有り難くもらうわ」

			「ウン。ソノ代ワリ、私ト結婚」

			「やっぱ返すわ」

			「……冗談」

			　少し間があったよ!?　あながち冗談じゃなかったってことだろ!?　ゆ、油断も隙すきもねぇ……！

			　驚く俺をよそに、クソゴリラは森のほうに体を向けた。

			「ジャ、私、訊キタカッタコト、ワカッタ。狩リ、行ッテクル」

			「うん！　行ってらっしゃい！」

			　俺は実に元気よく、笑顔でそう言ってやった。

			　これで、俺も自由になれる……！　やはりゴリラというだけあって、俺が逃げ出すことなど頭にないのだろう。フフフ……この地じ獄ごくともおさらばしてやるぜ！

			　思わぬ収穫として、霊れい薬やくの素材まで手に入ったしな！

			「ウ、ウン。行ッテクルネ」

			　俺が笑顔で送り出そうとすると、なぜかクソゴリラは顔を赤くした。今のどこに頬ほほを赤く染める要素があったんだ!?　気持ち悪いわっ！　せめて……せめて人間であってほしかった！

			　俺は、クソゴリラが茂みの奥へと進んでいくのを見送る。

			　よし……行くぞ……行くぞ……。

			　行き先は取りあえず、クレバーモンキー、アクロウルフの２つの地図情報でもわからなかった、黒塗りになっているところだ。

			　そして、とうとうクソゴリラの姿が見えなくなり――――。

			「エスケープっ！」

			　意味もなくそんなことを叫び、俺は駆け出した。

			　はははは！　俺の勝ちだ！　１週間……耐え抜いたんだ！

			　何度逃げようとしても、クソゴリラがどこに行くのにもついてきて……軽く諦あきらめかけてたうえに、ちょっとクソゴリラとの生活も楽しいかも……なんて思い始めていたが……。

			　やっと……やっと解放されるのだっ！

			「ははははは！　素晴らしい！　自由って何て素晴らしいんだっ！」

			　うん、我ながら壊れてると思う。テンションがカオスだな。

			　軽やかな足取りで、ひたすら森を駆けていると、突然、背中にゾクリとする何かを感じた。

			「!?」

			　俺は急いで後ろを振り向くと――――。

			「待ッテ！　誠せい一いち！」

			「ぎゃあああああああ！　追ってきたあああああああ！」

			　クソゴリラが、すさまじいスピードで追いかけてきていた！

			　嘘うそだろ!?　探索とやらに行ったんじゃねぇのかよ!?　てかゴリラが全力疾走してくるとか軽くホラーなんですけど!?　なぜかアスリート走りだし！

			　てか何で本当に俺を追いかけてきてるんだ!?　探索どうした!?

			　そんなことを俺が思っていると、クソゴリラが叫ぶ。

			「ダメ！　ソノ方向ハ……！」

			「何だかよくわかんねぇけど、俺はやっと自由になれたんだ！　この自由をもう逃さんぞおおおおお！」

			　もうここまで来たんだ！　後には引けねぇ……。第一、逃げ出したことの言い訳とかどうするんだって話だしな。

			　俺は少しでもクソゴリラと距離を開けるため、スキルの『刹せつ那な』を連続で発動させることにした。

			「『刹せつ那な』！　『刹せつ那な』！　『刹せつ那な』！　『刹せつ那な』！」

			「――――！」
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			　みるみるクソゴリラとの距離が開いていく。さすが、スキルだな！

			　俺はスキルをフル活用することで、クソゴリラとの距離を引き離しまくっていると、やがて目の前に洞どう窟くつが現れた。

			「なんだ？」

			　徐々に近づいてくる洞どう窟くつに、俺は首を傾げる。

			　こんな場所に、洞どう窟くつがあったのか……。

			　俺の頭のなかにインプットされている地図では、もうすでに黒塗りの場所まで来ていた。

			「……なんか、妙な威圧感があるような……」

			　俺は足を止めることなく、洞どう窟くつに近づいていたが、その洞どう窟くつから放たれている、妙な雰囲気を俺はなぜか敏感に察知していた。

			「…………まあ、この洞どう窟くつ以外、隠れられそうな場所もなさそうだし…………」

			　洞どう窟くつに隠れているほうが簡単にバレそうな気もするが、なぜだか洞どう窟くつの周辺には、木々が一本も生えていない。

			　最初から、洞どう窟くつ以外に隠れるという選択肢はなかった。

			「……行くか」

			　俺は洞どう窟くつに入ることに決めた。それ以外選択肢がないというのもあるが、純粋に洞どう窟くつのなかがどうなっているか気になったということもある。

			　それに、洞どう窟くつのなかが意外と入り組んでて、見つかりにくい、なんてことがあるかもしれないし。

			　俺はスピードを落とすことなく洞どう窟くつに突入した。

			　地球にいた頃の俺なら、ここまでのスピードで長時間走るなんて無理だった。だが、この世界に来てからは、進化したおかげか、こんなことではちっとも疲れない。

			　うーん……異世界人は皆体力があるんだろうか？　俺も進化して疲れにくくなったくらいだし、元からこっちにいる人は体力があると言われても納得しそう。

			　洞どう窟くつに入り、ひたすら走り続けた俺だったが……。

			「……どうしよう。全然曲がり道とかないんですけど」

			　ひたすら一直線の道が続くだけだった。

			　それに、なぜか奥に進むにつれて、炎のともった松明や、壁に埋め込まれた豪華な装そう飾しよくらしきものがちらほらと目につく。

			　…………。

			「え、何？　ここって一体何なの!?」

			　なんか急に不安になってきたぞ!?　だ、誰か住んでんのかなぁ!?

			　だが、今引き返せば確実にクソゴリラに捕まるだろう。……何をさせられるか……。

			　と、とことん奥まで行くしかないようだ……。

			　俺は覚悟を決め、奥へと続く一本道を駆け抜ける。ひたすら走ったが、特に魔物が出ることもなかった。

			　

			　そして――――。

			「これは……」

			　目の前に、豪華な装そう飾しよくが施された黒色の鉄製……だと思われる扉が現れた。

			　扉の真ん中には、深しん紅くの宝玉が埋め込まれ、禍まが々まがしい雰囲気が放たれている。

			「い、一体……」

			　思わず、その扉から放たれる雰囲気に後ずさった。

			「……」

			　これは……というより、ここまで来たら……入るしか、ないよな？

			　俺は意を決し、その禍まが々まがしい雰囲気を放つ、漆しつ黒こくの扉を開いた。

			「……」

			　なかに足を踏み入れると、部屋の周囲に備え付けられた松明に一気に明かりがともる。

			「……」

			　それでも薄暗いのは変わらなく、不気味でなおかつべったりと纏まとわりつくような不快な雰囲気だ。視線を忙しなく動かし、部屋を観察しているときだった。

			『――――初だな。人間が我の部屋を訪れるのは……』

			「!?」

			　突然聞こえてきた声に、俺の体は大きく跳ね上がった。

			「なっ――――」

			　そこにいたのは、喪も服ふくを思わせるような漆しつ黒こくのローブに身を包んだ骸がい骨こつだった。

			『我の部屋へ辿り着けたということは……それなりに強者だと認識してよいな？』

			「……いいえ、ケフィアです」

			『…………』

			　沈黙が痛い……！

			　だって仕方ないだろ!?　混乱してるんだもの！　何なの!?　この骸がい骨こつ！　てか何でしゃべれんの!?　骸がい骨こつって声帯ないだろ!?

			　驚きながらも、俺は密かに相手にばれないように、目の前の骸がい骨こつを鑑かん定ていしてみた。

			　

			『暗黒貴族ゼアノスLv：１』

			　

			「へ？」

			　俺は表示されたレベルを見て、思わずそんな気の抜けた声が出た。

			　レベル……１？　俺と、同じ……？

			　恐らく、相当間ま抜ぬけな顔をしていたのだろう。俺を見て、目の前の骸がい骨こつ……ゼアノスはなにやら得心がいったように頷うなずいた。

			『なるほど……貴様、我を【鑑かん定てい】したな？』

			「なっ!?」

			　バレてる!?　何で!?

			　驚く俺をよそに、ゼアノスは言葉を続ける。

			『我の実力を知ろうとするなど、愚ぐの骨こつ頂ちよう。我の力は、目に見えるモノではない。まして、我は貴様を騙だましている』

			「だ、騙だます……？」

			　何とか言葉を絞り出した瞬間だった。

			「――――」

			　突然、ゼアノスから放たれる雰囲気が一変した。

			　最初はよくわからないが不気味な存在で、強そうに見えて強そうに見えないという矛む盾じゆんした雰囲気を纏まとっていた。

			　だが、今目の前で、雰囲気が一変した。

			　――――強い。すさまじいまでに……強いっ！

			　クソゴリラのカイザーコングが霞かすんでしまうほどに……。

			　相手の力量を測るなんてことは、だいぶ前の俺なら不可能だったはずだ。だが、なぜか今の俺は、第六感とも呼べそうな、本能的部分が盛大に警報を鳴り響かせていた。

			　危険だ……コイツは危険すぎる……！

			　俺は、なぜだか今のゼアノスと、さっき鑑かん定ていしたときのゼアノスが別モノに見えた。再び恐る恐る鑑かん定ていした。

			　

			『暗黒貴族ゼアノスLv：１５００』

			　

			「……」

			　なんか、桁が一つ違うのではないでしょうか？　え、１５００？　まさかの１０００超えちゃった？　５００も？

			　…………。

			「はいいいいいいいい!?」

			　声を上げるしかなかった。

			　絶叫する俺に対して、ゼアノスはどこまでも冷たく、まるで興が冷めたかのように言い放った。

			『……つまらんな。我の部屋に初めて訪れた人間が、どれほどのものかと思ったが――――』

			　その瞬間、ゼアノスは空間に溶け込み、消えた。

			「!?」

			　ど、どこ行った!?

			　俺はスキル『索さく敵てき』を発動させたが、なぜか全く反応がない。

			　突然目の前で起こった出来事に焦あせっていると、再び空間から滲にじみだすようにしてゼアノスが現れた。

			「え――――」

			　突如現れたゼアノスの右手には、どこから出したのか、一目見ただけで危険だとわかるような、漆しつ黒こくの細剣が握にぎられていた。

			『――――とんだ雑ざ魚こだったようだ』

			　そんな一言とともに、ゼアノスは右手に握にぎった細剣を俺の左胸へと突き出した。

			「――――」

			　――――だが、その細剣は俺の左胸を貫つらぬくことはなかった。

			「大丈夫？　誠せい一いち」

			　俺の心臓を貫つらぬくはずだった刃に貫つらぬかれたのは…………サリアだった。

			　俺の代わりに左胸を貫つらぬかれたサリアは、ゼアノスめがけてその太い腕を振るう。

			『む……』

			　ゼアノスはすぐに細剣をサリアの左胸から引き抜き、そのままかわした。

			　サリアの胸からは、真っ赤な血が噴き出す。

			　何で……何で……何で……。

			「間ニアッテ……ヨカッタ……」

			　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす俺の顔を見ると、サリアは柔らかい声でそう言う。

			　そして、サリアはそのまま地面へ倒れた。

			　――――――――――！！！！

			「サリアあああああああああああああああああああああっ！」

		

	
		
			愛の奇跡

			　

			「サリアあああああああああああああああああああああっ！」

			　俺はサリアの横にしゃがみ込み、力なく横たわるサリアを抱え起こす。

			「サリア……サリア……！」

			　何度呼びかけても、サリアは目を開かない。

			「どうして……どうして俺なんかを……！」

			　こみ上げてくる感情に必死に耐えながら、俺は呟つぶやいた。

			　すると、サリアはやっと目を開き、小さく笑った。

			「ヤット……私ノ名前、呼ンデクレタ」

			「サリアッ！　い、今回復薬を……！」

			　俺は、アイテムボックスから最上級回復薬を取り出そうとしたが、サリアが静かに俺の手に自分の手を添えた。

			「私、今スキルデ生キテル状態。回復薬、生キテル者ニ使ウ物。ダカラ、効カナイ」

			「え……」

			「サッキノ攻撃デ、私、死ンデル。スキルデ生キテイルトイウコトハ、ソウイウコト」

			　驚きと絶望が混ざり合った状態で押し寄せ、俺は呆ぼう然ぜんとする。さらにサリアは続けた。

			「私ノ種族、『カイザーコング』ノ固有スキル……【帝王の威い厳げん】。私ガ今話セテイルノハ、コレノオカゲ」

			「【帝王の威い厳げん】……」

			「ソウ。効果、一時的ニ死ンダ状態デモ、動ケル。デモ、長クナイ」

			「!?」

			　それじゃあ……サリアは……。

			　すぐに、死者を蘇よみがえらせる『霊れい薬やく』のことを思い出した。

			「そ、そうだ！　『霊れい薬やく』なら、助けられるだろ!?　待ってろ！　今すぐ作って――――」

			「ソレモ、ダメ。『霊れい薬やく』、魔物ニ効果、ナイ」

			「――――」

			　霊れい薬やくは、魔物には効かないんだ……。

			　死者を蘇よみがえらせることもできず、最上級回復薬と同じ効果しかないのに、無駄に入手困難な素材が多いから、クレバーモンキーたちは使っていない。

			　俺は表現しがたい感情に襲われ、思わず思いっきり叫んでしまった。

			「なら……何で俺なんかを助けたんだよッ！　何で自分の命を犠牲にして俺のことを助けた!?　俺はたしかにお前のことが好きだと言ったよ！　でも、異性としてどころか、同族としても見れないって言ったよな!?　さんざん邪険に扱ったよな!?　いろいろ酷ひどいこと言ったよな!?　それに、こうしてお前から逃げただろ!?　その結果……巻き込まれて、お前がこんなことに……！」

			　そう言いながら、次第に目からは涙が溢れてきた。

			　どれだけサリアと過ごした日々を振り返っても、優しく接したことなんて一度もない。

			　俺は……俺は……。

			　サリアの肩にかけた右手に、力がこもる。

			　すると、サリアは俺の左手をそっと両手で包みこんだ。

			「私、誠せい一いちガ好キ。ソレ以外、理由……イル？」

			「――――」

			　こんな俺を……サリアは好きと言ってくれる。どうして？

			「誠せい一いち、口デハイロイロ言ウ。ケド、結局ゴ飯食ベテクレタリ、イロイロト優シイ」

			「それは……それは、食べなきゃもったいないから……！」

			「他ニモ、私ノコト、邪魔ソウニ感ジテテモ、構ッテクレル。サリ気ナク、優シクシテクレル。無視シナイ。普通ニ接シテクレル。ソレニ……一緒ニ居テ、楽シイ。ホットスル」

			「……」

			「イツモ一人デ騒ガシクテ、文句バッカリデ、私ノコト貶けなシテモ、クレバーモンキータチトハ違ウ、一人ノ存在トシテ扱ッテクレタ、誠せい一いちガ――――大好キ」
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			　サリアの言葉を聞いているうちに、どんどん自分が情けなくなってくる。

			　サリアがクソゴリラ？　違うだろ。クソは俺自身だ。

			　俺は……こんな奴を今まで邪険に扱ってきたんだぞ？

			　ダムが決壊したように、溢れてくる涙を止めることができない。

			　涙で顔中がぐちゃぐちゃの俺に、サリアは再び小さく笑うと言った。

			「私、誠せい一いちノ笑顔ガ一番好キ。今ノ誠せい一いちハ、誠せい一いちラシクナイ。ソレニ、私ハモウ……ダカラ最後ニ好キナ人ノ笑顔ガ見タイ。ネ？　笑ッテ？」

			　どこまでもサリアは……。

			　サリアの健気で一途な言葉に、俺は暗く沈んでいた感情に火がともるのを……いや、燃え盛る炎を感じた。

			　これ以上、俺はクソ野郎に成り下がるのか？……ありえねぇだろ。

			　俺は、両親にも言われた一つだけの長所を危うく失うところだった。

			　それは、『どこまでも前向きで、挫くじけないこと』。

			　俺はシャツの袖で涙を拭ぬぐう。

			　まだ目から涙は溢れてるが、何とか笑みを浮かべた。

			「そうだな……騒がしくてこそ、俺だな！」

			「ウン！」

			　俺が笑顔になると、サリアは満足そうに頷うなずいた。

			　そのとき、今まで黙っていた暗黒貴族ゼアノスがぽつりと呟つぶやいた。

			『……ゴリラと人間の《愛》……か』

			「！」

			　すっかりゼアノスの存在を忘れていた。

			『実に下らん……人間同士の愛でさえ醜みにくく歪ゆがんだモノだというのに……。貴様は人間どころかゴリラと愛を育むというのか』

			「ゴリラで何が悪い！」

			　俺はサリアをいわゆるお姫様だっこの形で抱きかかえると、そのまま部屋の隅のほうまで連れていき、そっと横たえた。

			「ゼアノスだったな……？　なぜ今まで攻撃をしてこなかった？」

			　俺はゼアノスと対たい峙じすると、睨にらみつけた。

			『なに、単純なことよ。我は貴様とゴリラの間に存在する《愛》に興味が湧いたから、攻撃をしなかったまで……。まあ、安っぽい喜劇を見ているようだったがな。貴様にはゴリラに対する愛情はないようであり、ゴリラの一方的な好意というわけだ……。これを喜劇と言わずになんと言う？　だが……興が醒めた。終幕にしよう』

			「そうかい」

			　俺は賢けん猿えん棍ごんと、アクロウルフから手に入れた短剣――――『水すい霊れい玉ぎよくの短剣』を構えた。

			　そして――――。

			「でも……残念だけども終幕はまだ先だぜ……！」

			『！』

			　スキル『刹せつ那な』で高速移動すると、背後からゼアノスに飛びかかった。

			　しかし、ゼアノスは体を軽く捻ひねって難なく攻撃を避ける。

			『不意打ちとは卑怯だな……』

			「卑怯だ？　上等じゃ、ボケぇ！」

			　……あれ？　でもゼアノスも俺に不意打ちをしてきたような……。

			　き、気にしたら負けだな！

			　俺は再びスキル『刹せつ那な』を使い、ゼアノスに接近する。

			『鬱うつ陶とうしいっ！』

			　ゼアノスはそう叫ぶと、俺めがけて細剣を思いっきり突いてくる。

			　咄とつ嗟さに俺は手にしていた賢けん猿えん棍ごんで防ぐが、賢けん猿えん棍ごんが砕け散ってしまった。俺の賢けん猿えん棍ごんが……。気に入ってたのに！　てか、何で刹せつ那なを使ってる俺に、的確に攻撃を当てられるんだよ!?

			『なぜ、貴様は我に歯向かう？　実力の差は理解しているだろう？』

			「ハハハハハッ！　貴様にはわかるまいよ！」

			『……』

			　あ、あれ？　おかしいな……ゼアノスの真似をしたつもりだったんだけど……。なんかゼアノスの視線というか……とにかく痛い。

			　地味に精神的にダメージを受けた俺だが、ゼアノスはなにやら勝手に一人で納得した様子だ。

			『なるほど……我は勘違いをしていたようだ。貴様はあのゴリラを本当に愛しているのだな？見るに堪えん安っぽい喜劇だと思っていたが……。貴様もゴリラを愛していると。これは本物の喜劇のようだな！』

			　そう言うと、ゼアノスは高笑いをした。

			　俺は、サリアに償つぐないたかった。

			　そして、今芽め生ばえた感情をサリアに伝えたかった。

			　それには、目の前のゼアノスを、サリアのスキルの効果が続いている間に倒すしかない。

			「そうだ！　俺は……サリアを愛している！　なんか文句あるか!?」

			『!?』

			　再び刹せつ那なでゼアノスに急接近し、水すい霊れい玉ぎよくの短剣を振るった。

			　今度は俺の行動が予測できていなかったのか、ゼアノスは避けずに細剣で受ける。

			『くっ……』

			　ゼアノスは、俺の攻撃を防ぐと、そのまま細剣を振り、俺から距離をとった。

			　素人目に見ても隙すきがない構えをとるゼアノスに、俺は言う。

			「俺は馬鹿野郎でクソ野郎でとんだド阿呆だ！　相手がゴリラ？　俺の凝り固まった思考回路のせいでサリアを受け入れなかったんだぞ？　そのせいでサリアは……。泣くのはあと！　悲しむのもあと！　お前を倒すことで、初めて俺を好きと言ってくれたサリアにカッコイイとこみせてやるっ！　今はそれだけ！　今大事だと思えることに、全力を向ける……！」

			　なんか俺……自や棄けだなっ！　いろいろ捨ててるぜ！

			　でも、今だけは……今だけは騒がしい俺が好きと言ったサリアのために……ネガティブ思考を捨て去るっ！

			　俺の決意とも言える叫びに、横たわっていたサリアは小さく呟つぶやく。

			「誠せい一いち……」

			　微かに聞こえたその声には、喜色が含まれているような気がした。

			　そして、そんな俺の叫びを真正面から受けたゼアノスは、少しの間呆気にとられた様子だったが、やがて再び高笑いを始めた。

			『ハハハハハッ！　貴様のゴリラに対する愛……どうやら本物のようだな！』

			「そうだって言ってるじゃん！　恥ずかしいから言わせんなよ！」

			　俺が照れくさそうに言うと、ゼアノスはなぜか引いていた。泣くぞコラ。
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			『まあいい……とにかく、ゴリラを本気で愛しているお前に、１ついいことを教えてやろう』

			「？」

			　いいこと？　俺の魅力についてとか？……この状況下でそれはないな。逆にそうだとしたらどんな反応すればいいんだよ。

			『我を倒せば……あのゴリラは生き続けることが可能になるぞ？』

			「!?」

			　俺はゼアノスの言葉に目を見開いた。

			「ほ、本当か!?」

			　思わずそう叫ぶと、ゼアノスは不敵に笑う。

			『フフフ……。我は下らんことで嘘うそは吐つかん。貴様も我を倒せば強くなれるように、ゴリラもまた、進化する。貴様とゴリラはどうやら進化の実を食したようだからな……。まあ、我を倒すなど、不可能に等しいだろうがな』

			「お前……俺たちを鑑かん定ていしたのか？」

			『フッ……まあそういうことだ。さて、どうする？』

			　まさか、ここでもまた進化の実は俺を救ってくれるようだ。

			　サリアにもあと一度だけ、進化の実の効果が残っているらしい。

			　……感謝したりねぇよ。

			「聞かれるまでもねぇ……俺は全力でお前を倒すだけだっ！」

			　俺がそう叫ぶと、ゼアノスは瞳ひとみのない目を妖しく光らせ、俺に不意打ちをしたときのように周囲に溶け込むように消えた。

			『なら……』

			「！」

			『我に答えを示せ……！』

			　再び俺の正面に現れ、細剣を俺の心臓部分に突いてくる。

			　だが、俺はもう無様に喰らうような真似はしない。

			　体に無理矢理命令を送り、右手で構えていた水すい霊れい玉ぎよくの短剣で細剣を防いだ。

			『ほぅ？』

			「ッらあああああああっ！」

			　そして、そのまま水すい霊れい玉ぎよくの短剣を振り、反撃に出る。

			『我の攻撃を防いだか……予測できないことが多く起こり、退屈しないな』

			「俺は全然嬉しくないけどなっ！」

			　俺はさらにスキルを連続で発動させ、攻撃を仕掛ける。

			『斬ざん脚きやく』、『剛ごう爪そう』、『刹せつ那な』、『斬ざん脚きやく』、『剛ごう爪そう』、『刹せつ那な』――――。

			　しかし、ゼアノスはその攻撃をすべて簡単にかわす。

			　スキルがダメなら……魔法でどうだ！

			　俺は水属性魔法のなかで、以前サリアに向けて放ったあの魔法と魔力消費量が同じくらいのモノを発動させた。

			「『オーシャン・インパクト』ッ！」

			　右腕をゼアノスのほうに向けて叫ぶと、極限にまで圧縮された水の小さな塊かたまりを高速で撃つ。

			『ほう？　水属性最上級魔法か……面白い！　我は生前、剣の他、闇魔法を極めた者なり！』

			　ゼアノスは楽しそうに笑うと、『オーシャン・インパクト』に向けて右腕を構えた。

			『【マジック・ホール】！』

			　ギュルルンッ！

			　不気味で耳障りな回転音を出しながら、突然ゼアノスの右手のひらから漆しつ黒こくの小さい空間が出現した。その空間はなぜか渦巻いている。すさまじい威圧感だ。

			　そして、ゼアノスに迫っていた『オーシャン・インパクト』はその漆しつ黒こくの渦巻く空間に簡単に吸い込まれ、やがてその空間ごと消滅した。

			『水属性最上級魔法を使えるとは思わなかったが、我には元より魔法は効かんぞ！』

			　何なの!?　チート過ぎやしませんかねぇ!?　もうちょっとイージーモードにならない!?　軽いバグじゃん！　チートどころじゃねぇよ!?

			「くそっ！」

			　あんまりにも理不尽な強さに、俺は思わず悪態を吐ついた。

			『貴様のゴリラへの愛はその程度か？』

			　そして、ゼアノスは次は自分の番だと言わんばかりに襲いかかってきた。

			「うおっ！」

			　俺はほとんど反射的にその場から飛び退いた。俺の体をゼアノスの細剣が掠かすめる。

			「クッ！」

			『ほう……何度も我の攻撃を避けられたのは、魔物になる前から数えても数人しか記憶にないな』

			「魔物になる前って何!?　アンタ人間だったの!?」

			　突然のカミングアウトに、思わずツッコんだ。いや、だって目の前にいるのって確実に骸がい骨こつなんだもん！……あ、人間の死体も骸がい骨こつになるじゃん。

			　てかそんなことはどうでもいいわけで、ゼアノスの正体なんかより、俺の攻撃が一度も当たらないこの状況のほうが問題だ。

			　サリアのスキルも長くないだろう。そのスキルの効果が続いているうちに倒さないと……。そもそも、俺はクレバーモンキーやアクロウルフから手に入れたスキルを使いこなせていない。

			　神からもらった異世界の知識が書かれた冊子によると、スキルなんかは本来自分で手に入れるモノであって、俺のように他者から奪える存在はまずいない。

			　だから、俺はスキルを全然使いこなせていないのだろう。

			　……所しよ詮せんは他人の力か……。

			　思わずそんな考えが頭をよぎるが、すぐに捨てさった。

			　俺のスキルで手に入れた他人の力なら、今この場で俺の力とすればいい。

			　それに、もしそれで自分の力にできたなら――――。

			「俺はさらに進化する……！」

			　再び全力で駆け出し、ゼアノスに接近する。

			　ただ、普通にスキル『刹せつ那な』を発動させて近づくだけじゃダメだ。

			　今までは闇雲に使って、全部かわされてしまった。

			　だから、今回は少し違う使い方をしてみようと思った。

			　頭のなかで策を練りながら、徐々にゼアノスに近づいていく。

			　……今さらだけど、俺って本当に進化してたんだなぁ。今こうして全力疾走してても疲れないし、それにスキル『刹せつ那な』ほどではないにしろ、すさまじい速さで動けている。

			　それに、よくよく考えたら、レベル１がレベル１５００に挑んで持ちこたえてるのって異常だよな？……だよね？　以外と皆、普通なのかも……。

			　まあ、とにかく進化しているのは間違いない。だって、最初は俺全ステータス１以下だったし。そんなことを感かん慨がい深く思っていると、ゼアノスはつまらなさそうに言った。

			『血迷ったか、人間よ。スキルも使わず、我の反射速度を超えられると思っているのか？』

			　ゼアノスは、避けるまでもないと判断したのか、悠ゆう然ぜんとその場にたたずみ、俺にカウンターを入れようと構えている――――それが俺の狙ねらいだった。

			　あと少し……あと少し……あと少し……！

			　そして、俺の望んでいた瞬間が訪れた。

			『残念だったな、人間。貴様の《愛》もその程度だったのだ』

			　ゼアノスは進化を繰り返してきた俺でもギリギリ認識できるレベルの速さで腕をふるい、俺の心臓を細剣で突いた。全力疾走で一直線にゼアノスへと向かっている俺に、避ける術すべはない。

			　だから、俺はスキル『刹せつ那な』を後ろに発動した。

			『なっ!?』

			　ゼアノスの反射速度を上回るスピードでバックステップした俺に、ゼアノスの細剣は空を切った。そして、無防備な状態のゼアノスに、再びスキル『刹せつ那な』を発動させた。

			「うおおおおおおおおおおおおおっ！」

			　この『刹せつ那な』もまた、今までとは違う使い方をしている。

			　それは、攻撃のための移動に使うだけだった『刹せつ那な』を、攻撃に転換させること――――！

			　刹せつ那なを使い、直接ゼアノスに水すい霊れい玉ぎよくの短剣が突き刺さるようにそのまま突進した。

			　その瞬間、進化したときやスキルを習得したときに頭に流れる声が聞こえてくる。

			『奥義《疾風はやて》を習得しました』

			　奥義!?　なんだそりゃ!?

			　俺は聞き慣れない単語に驚いたが、すぐに思考を切り替えた。

			　今は――――目の前のゼアノスだっ！

			　俺の全身全霊をかけた、今の俺が出せる最高の一撃。

			　その一撃は、ゼアノスの細剣横を抜け、ゼアノスの認識できない速度で、心臓へと迫る。

			　そして――――。

			「――――」

			『――――』

			　――――水すい霊れい玉ぎよくの短剣は、ゼアノスの心臓へ突き刺さった。

			「……」

			『……』

			　静せい寂じやくがあたり一面を支配する。

			　俺の水すい霊れい玉ぎよくの短剣は、深々とゼアノスの心臓部分に突き刺さっている。

			　首から上は骸がい骨こつなのに、不思議と手に伝わる感触は肉を断ち切る感触と変わらない。

			　だが、ここで気を抜いてはいけない。確実に相手を仕留めるまでは――――。

			　何とも言えない不思議な時間が、俺とゼアノスの間にしばらく流れた。

			　カララン。

			　そんな、乾いた音が部屋に響き渡る。ゼアノスの手から、漆しつ黒こくの細剣が地に落ちた。

			『…………フフフフフ…………アハハハハハハハハ！』

			　ゼアノスは短剣で心臓を貫つらぬかれた状態で高笑いをした。

			『我は……我は敗れたのだな！』

			「！」

			　ゼアノスの体が、光の粒子に包まれていく――――。

			　それは、魔物を倒したときのエフェクトと同じだった。

			　俺は――――勝った。

			　湧き上がる感情を必死に堪えていると、ゼアノスは自嘲気味に呟つぶやいた。

			『我の敗因は……己の力に陶とう酔すいした結果、か……』

			　ゼアノスは骸がい骨こつの頭を振り、最初からは考えられないほど優しげな声音で告げた。

			『否――――貴き殿でんとゴリラ殿との《愛》に敗れたのだな』

			「……」

			　えっと……何て反応すればいいんでしょうか？

			　いきなり貴き殿でんとかゴリラ殿とか……え、お前、誰だよ。

			　そんなことを思っていると、ゼアノスは優しい声音のまま続ける。

			『我は人間だった頃、死ぬ間際まで人間を恨んだ。それこそ、醜みにくく歪ゆがんだ愛に……』

			「……」

			『だが、こうして貴き殿でんとゴリラ殿との真実の《愛》を最後に見ることができた』

			　唖あ然ぜんとする俺を見ながら、ゼアノスは最後にこう締めくくった。

			『我に、最高の《愛》を見せてくれて――――ありがとう』

			　そう言ったゼアノスの骸がい骨こつ顔からは、どこか晴れやかな雰囲気が感じられた。

			『マリー……私も今、そちらに向かおう――――』

			　ゼアノスはそう言うと、光の粒子となってその場から消えていった。

			　その場には、ドロップアイテムと思われるモノが何個も落ちていた。そして最初に地面に落ちた漆しつ黒こくの細剣とは真逆の純白の細剣が、地面に突き刺さっていた。

			　何を言っているのかは正直よくわからなかったが、ゼアノスはなにやら幸せそうだったのでよしとする。わからないことは、あとでドロップアイテムのなかにあるだろう【ゼアノスの人生】で確認すればいいのだから。

			　俺はゼアノスの粒子が消えたのを確認すると、すぐにサリアのもとへ駆け寄った。

			「サリアッ！」

			　俺はサリアの姿を見て言葉を失った。

			「さ、サリア。か、体が……」

			　そう、サリアの体は、今消えていったゼアノスのように、光の粒子になりかけていた。

			　呆ぼう然ぜんとする俺に、サリアが弱々しく告げる。

			「誠せい一いち……アリガ、トウ……」

			「さ、サリア……？」

			「誠せい一いち、トテモ……カッコヨカッタ」

			「嘘うそだろ？　なあ……」

			　やっと……やっとゼアノスを倒したというのに……。

			　サリアの体は、回復するどころか光の粒子となって消えようとしている。

			「嫌だよ……嫌だよ……！」

			　首を横に振りながら叫ぶ俺に、サリアは弱々しい笑顔を向けてきた。

			「ソンナ顔……シチャダメ。カッコイイ顔、台無シ……ダヨ？」

			「……」

			　また、俺の目から涙が溢れ出てきた。

			　間に合わなかった……。その事実に、俺は絶望するしかなかった。

			　サリアは、そっと俺の頬ほほに手を添える。

			「私ハ、誠せい一いちト出会エテ……ヨカッタ」

			「……」

			「誠せい一いちト過ゴセテ、ヨカッタ」

			「……」

			「誠せい一いちヲ、好キニナレテ――――ヨカッタヨ」

			　笑顔でそう告げるサリアに、俺は言葉を返すことができなかった。

			　こんなこと……認めたくない。嫌だ……絶対に嫌だ……。

			　でも、運命は残ざん酷こくだ。残ざん酷こく過ぎる。

			　今も、どんどんサリアの体を光の粒子へと変えていっているのだから……。

			　もう何も考えられない俺を、サリアは優しい目で見詰めてきた。

			「アノネ？　誠せい一いち……」

			「……」

			「私……誠せい一いちノオ嫁サン、ナリタカッタ、ナァ……」

			「！！！！」

			　そう言ったサリアの目から……初めて涙が流れていた。

			　――――本当に、現実や運命は俺たちに理不尽なことを突き付けてくる。

			　どう足あ掻がいても、対処のしようがないようなことを……。

			　それに、この世界は神が干渉しないと言っていた。なら、当然だけども奇跡なんてモノは存在しない。奇跡はないのに、残ざん酷こくな現実、運命は待ちうけている。

			　でもさ……人間は追い込まれたら、願わずにはいられないんだろう。

			　――――――――奇跡を。

			「……」

			　今の俺にできること。それは、ただただ祈ること。……奇跡を願うことだけ。

			　でも、願うだけじゃダメだと思うんだ。

			　奇跡が起きるかなんて、わかりはしない。そもそも、起きないことのほうが当たり前だし、めったに起きないからこそ、奇跡っていうんだ。だから、俺はサリアの願いを叶えたいと思った。奇跡を起こそうとしなかったら、それこそ俺は一生後悔するから……。

			　サリアの願いは、俺の嫁になるということ。俺みたいな奴の嫁になれたところで、得なんてありゃしないだろう。

			　今、サリアに俺がしてあげられることは限られている。サリアに負担をかけることなく、サリアの願いが叶うように。それを考えた結果、俺はサリアに――――。

			「！」

			「―――――」

			　―――――口づけをした。

			　女性と付き合ったこともない男のキスだ。価値なんてない、ファーストキス。

			　ただ、優しくサリアの唇に自分の唇を重ねてやるだけ。
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			　慈いつくしんで、愛しんで……唇を重ねるんだ。

			　永遠に感じられる数瞬のキスを体感し、俺はそっと唇を離す。

			　そして、静かに地面にサリアを横たえた。

			　すると、サリアは感極まった様子で、涙を溢れさせながら笑顔を浮かべた。

			「アリガトウ……！」

			　サリアがそう口にした瞬間だった。突然、サリアの体がすさまじい光を発した。

			　それは、魔物を倒して、光の粒子となって消えていく際のエフェクトとはまるで違う、全く初めての現象だった。

			　え、ちょっ……何が起きてんの!?　てか、そんなことより――――。

			「目が……目がああああああああああああっ！」

			　咄とつ嗟さのことで、直接目に光が飛び込んできたのを防げなかったよ!?　今ならム○カ大佐の気持ちがわかる……！

			　俺は目を押さえて転がりまわった。やがて、視力が徐々に回復していく。

			　目を開くと、もうすでにあの激しい光は収まっていた。

			「い、一体何が……」

			　俺は、サリアが横たわっていた場所に視線を戻した。

			「…………」

			　俺は絶句した。

			「…………」

			　なぜか、さっきまでサリアを寝かせていた場所に、裸の少女が寝ている。

			　………………はい？

			　え、誰？　てか、何で裸？　つか、サリアは？　え？　は？

			　頭はパニック。混乱は極まり、今にもショートしてしまいそうだった。あ、あれ？　おかしいな……俺のスキルに『混乱耐性』ってあったんだけどなぁ～……。

			「――じゃなくて!?」

			　マジで誰!?　ってサリアはどこに消えた!?

			　それ以前に何で裸なんだ……！　しかも、大事な部分は何の力の働きか、髪で隠れてたり、陰になってたりと俺からは全然見えない……！

			　一体何なの!?

			　今自分が体験していることに脳内の処理が追い付かず、今にもぐるぐると目を回しそうだ。すると、目の前の少女が目を開き、ゆっくり体を起こした。

			「……」

			「え、えーっと……」

			　どこの誰だか知らんが、いきなり痴ち漢かん扱いされたらたまったもんじゃねぇぞ……！

			　警戒心をＭＡＸ状態で目の前の少女に目を向ける。

			　腰まで伸びた、煌きらめく炎を思わせる紅い髪に、けぶるように長いまつ毛。ルビーのような深しん紅くの瞳ひとみ。スッと通った鼻に、桜色の瑞みず々みずしい唇。小さな顔に、恐ろしいまでに綺き麗れいに整っている顔は、地球にいた頃に見た、二次元の美少女たちを軽く凌りよう駕がしていた。

			　一言で言えば、超美少女。ハッキリ言って、ヤバい。俺の通っていた学校でも、余裕でトップに食い込めるぞ。

			　体つきは……うん。いろいろすさまじい、とだけ言っておこう。それにしても、大事な部分が髪の毛で隠れているのが惜しい……とは決して思っていない。……うん。

			　へ、変態って言うんじゃねぇよ！　仕方ねぇだろ!?……一人で何やってんだか。突然の事態に混乱し過ぎだな、俺……。

			　しかし、見た感じ俺と同い年くらいのようにも見えるんだけど……。

			　勝手に盛り上がって勝手に沈んだ俺を、不意に少女の瞳ひとみが捉えた。

			「！」

			「えっと……」

			　俺がとにかく何かを言おうとしたときだった。

			「――――ち」

			「え？」

			　何か言っているようだが、声が小さくて聞き取れない。思わず訊き返すと――――。

			「――――いち。――いいち……誠せい一いちいいいいいいいい！」

			「ぐふぉあっ!?」

			　いきなり少女は俺に抱きついてきた。……抱きついてきたあ!?　な、何で!?

			　驚きと困惑と……とにかくいろいろなことで頭がごちゃごちゃになっている俺を、少女は綺き麗れいな瞳ひとみを潤ませて見つめる。

			「やったよ……やったよ、誠せい一いち！　私……私たくさんしゃべれるようになったよ！　誠せい一いちとまた一緒にいられるよ！　また……また好きって伝えられるよ！」

			「ちょっ……ハア!?」

			　何!?　やったって何を!?　この子、一体何なの!?

			　俺は混乱した頭で、何とか状況を整理しようとしていた。そんな俺の気持ちに気付いたのか、目の前の少女は少し悲しそうな表情になった。

			「誠せい一いち……私が……わからない？」

			「いや、わからない？　って訊かれても……」

			　……何か……何かが引っ掛かる。それは、とても大事なことのようで……歯車が一つズレているような。まるでそんな感覚だった。

			　何が引っ掛かっているのか必死に考えているときだった。

			　俺に抱きついてきた少女は、潤ませた瞳ひとみで上目遣いに俺を見た。少し不安げだが、それでいて何かを決意したかのような表情で俺に告げた。

			「私……誠せい一いちのことが好き！　大好きなの！　だから……お嫁さんにしてください！」

			「――――」

			　その一言だけで、俺のなかの歯車は噛み合い、引っ掛かっていた何かがスッキリした。

			　もう、完全に理解した。

			　それは――――。

			「サリア……なのか？」

			　俺は、絞り出すようにその名を口にした。

			　すると、目の前の少女――――サリアは潤んだ瞳ひとみのまま、満面の笑みを浮かべた。

			「うん！」

			　俺は、しばらくの間、言葉が出なかった。神のいないこの世界で、奇跡が起こった。

			　それは、俺がこの世界に来てから幾度となく生命の危機を救ってくれた『進化の実』という名の奇跡の果実……その恩恵だった。

			　この実には、救われてばっかりだ。厳しいこの森のなかで、俺に与えてくれた、この奇跡。

			　この感謝の念だけは忘れてはいけない。何があっても絶対に……。

			　そのことを再度認識したところで、今度は目の前のサリアのほうを改めて見た。

			　そのうえで、こう叫んだ。叫ぶしかなかった。

			「はああああああああああああああああああああああああああああああ！！？？」

			　サリアが美少女!?　え、これも進化なの!?　おかしくね!?　明らかに種族違くね!?　一体何が起こった!?

			　あ、でもよく見ると尾てい骨辺りから尻しつ尾ぽが……っていろいろ俺の目に毒過ぎる……！　長い年月禁欲生活送ってきた男子高校生の性欲、舐なめんなよ！……何でもないです。

			　ってちょっと待て。今自分の置かれている状況を冷静に考えよう。

			　俺、今サリアに抱きつかれているわけだよな？　俺の体に伝わる柔らかい感触。

			　……もう、あれですね。口にしないでももうわかります。ケフィアですね。

			　……………………。

			　…………俺、無の境地に入らないとダメかもしれん。さっきからなんか甘くていい匂いもするし……。

			　これは、いろいろ辛い。もう、本当に。ゼアノスと戦ってたときより厳しい。いや、マジで。

			　取りあえず、今の俺の心境を一言で表すことにしよう。

			　………………。

			　俺の理性がビッグバン……！

		

	
		
			暗黒貴族の過去

			　

			　結果から言うと、俺は鋼の精神力で、吹っ飛びそうな理性を抑え込んだ。もう必死で。

			　いや……マジでビッグバンだったよ。でもね？　彼女いない歴が年齢なだけじゃなくて、もともと女性との会話でさえ満足にしたことがないこの俺が、いきなり美少女になったサリアを襲うとかマジで無理。

			　童貞の悲しき性だなぁ……ヘタレとも言うけど。

			　でも、それ以上に俺はサリアを大事にしたいと思った。だから、勢いとかそういうので動いちゃダメだと思う。……ゴリラの頃は何度もそういうお誘いは受けてたわけですけど、美少女になった途端そういうことを要求するのは、人としてどうなんだろうかとも思うしね。

			　いや、すさまじく魅力的ですけども……。

			　取りあえず、サリアが美少女化したことや、いきなり抱きついてきたことによって自分の身に起こっている事態の脳内処理を終えた俺は、さすがに全裸はマズイということで、アイテムボックスからワイシャツを１枚取り出し、サリアに渡した。

			　何が言いたいのかというと、サリアは現在――――裸ワイシャツである。

			　お、俺は変態なんかじゃないぞ!?　た、たまたま持っていた服で、サリアが着られそうなモノがワイシャツしかなかっただけなんだからな！……説得力ねぇ……！

			　でも、よくよく考えれば俺が女性モノの服を持っていたら、それでアウトだろ。何で持ってんだって話になるしな。

			　しかし……何とかしてサリアの服をどうにかしたい。下着もないわけだし……。下着がない状態でズボンをはかせるのもなぁ……。

			　俺が一人頭を悩ませていると、俺の目の前でサリアは着ているワイシャツを可愛らしい鼻に押し当てていた。

			「すー……はぁ！　誠せい一いちの匂いがする！」

			「え、臭かったか？」

			「ううん！　全然！　とてもいい匂いだよ！　すごくホッとするし、誠せい一いちに包まれてるみたいで嬉しい！」

			「……」

			　…………やべぇ、すごく恥ずかしい。満面の笑みを浮かべているサリアも可愛過ぎる……。

			　それにしても……いい匂いですか……。生まれて初めて言われたぞ。いつの間にか体臭が変わってたりするのかな？

			　ためしに自分の体を軽く嗅いでみたが、よくわからなかった。というより、変わった気がしない。

			　……称号の『臭い奏そう者しや』で一応体臭は完全カットしておいた。ちょっぴり不安だったんでね。

			　そんな馬鹿なことをやった俺は、しみじみとサリアに向かって言った。

			「それにしても……本当にサリアは見事なまでに進化したな」

			「え？　そうかな？」

			「いや、見た目とか完全に人間じゃねぇか。種族がまんま変わっちまってるじゃねぇかよ」

			　俺が苦笑いしながらそう言うと、サリアはキョトンとした顔で言う。

			「え？　私別に変わってないよ？」

			「は？　いや……見た目とか完全に変わってるじゃん。中身は全然変わってないけど……」

			「ううん。見た目も変わってないよ？」

			　……あれ？　サリアさんは天然キャラにでも進化したんでしょうか？　見た目がすさまじい進化を遂げていらっしゃるのに、それに気付かないとか……。

			　俺が何とも言えない表情をしていると、サリアは軽く頬ほほを膨ふくらませる。

			「むー。本当だもん！」

			「いや、だって……」

			　俺がそう言いかけたときだった。

			「じゃあ見せてあげる！」

			　サリアがそう言うと、再び激しい光がサリアの体を包み込む。

			　そして、それを目の当たりにした俺は――――。

			「目が……目がああああああああああっ！」

			　ム○カ、再び！

			　ヤベェ！　目が……本当に潰つぶれちまう！　失明するよ!?　こんな至近距離で何度もあんなに激しい光を見ちゃうと！

			　両目を手で押さえ、地面をのた打ち回っていると、徐々に目の痛みが引いてきた。

			「うぅ……すごくチカチカする……」

			　クラクラする頭で視力が落ち着くまで待ち、再びサリアに視線を戻した。

			「…………」

			「ネ？　言ッタデショ？」

			　俺、絶句。

			　サリア、ゴリラ。

			　…………。

			　何があった!?　いつの間にか、サリアは再びあのゴリラバージョンへと戻っていた。

			「えええええ!?　ゴリラに戻れんの!?」

			「ウン。部分的ニ変エルコトモ、デキルヨ」

			　すんげぇ無駄な能力だな!?

			　サリアの発言に驚いたのだが、目の前にはそれ以上に言葉を失わざるを得ない状況だった。

			　それは――――。

			「ゴリラの裸ワイシャツって、どこに需要があるんだよおおおおおおおおおおおお！」

			　美少女バージョンのサリアとは違い、ゴリラバージョンのサリアは、分厚い胸板がワイシャツをはち切れんばかりに押し上げていた。

			　美少女だったときは、違う意味ではち切れそうだったんだけども……。

			　これは……これは嫌過ぎるッ！

			　誰か……誰かゴリラの裸ワイシャツの需要を俺に教えてくれ……！

			　頭を抱えて叫ぶ俺に、サリアは頬ほほを染めながら言う。

			「ソンナニ喜ンデモラエルナンテ……恥ズカシイケド、嬉シイ」

			「何でゴリラのときのほうが羞しゆう恥ち心しん強いんだあああああああああ！」

			　美少女のときのサリアは、あんなあられもない姿で全く恥ずかしがらなかったのに、逆に今のゴリラのサリアは、ワイシャツの裾から地味に見えそうな女性の大事な部分が見えないようにするために、必死にモジモジしている。

			　おかしいでしょ!?　ゴリラのときは貴女あなた、普通に裸でしたよね!?　何で今さら恥ずかしがってんの!?　意味わからないよ!?

			　俺が両手両膝ひざを地面につけ、項うな垂だれていると、突然辺りが激しい光に包まれて地面が白く染まった。やがてそれが収まるのを確認した俺は、再び視線をサリアに戻した。

			「ほら、言った通りでしょ？」

			　そこでは、あの美少女姿のサリアが眩まぶしい笑顔を俺に向けていた。

			「……」

			　美少女になってくれてよかったと思う自分がいる。これ、気のせいじゃないと思うんだ。ただ、裸ワイシャツのときとかに変身はヤメテもらいたいね。いろいろ辛い。……主に精神的に。

			　改めてそのことを認識した俺は、サリアに訊く。

			「てか……変身できるのはいいけど、何の意味があるんだ？」

			　首を捻ひねる俺を、サリアは少し困ったような顔で見る。

			「私、人間の状態だと弱くなっちゃうみたいなの。それで、さっきの姿に戻ることで前と同じ戦闘力を引き出せるの」

			　なるほど。今のサリアはどうやらゴリラバージョンのサリアと比べて弱いらしい。

			　つまり、美少女サリア＝非戦闘モード、ゴリラサリア＝戦闘モード……ということだ。

			　うん。ゴリラのサリアでも需要はあるみたいだ。……見た目の需要はよくわからないけど。

			　サリアの新しい特性とも体質とも言えるモノを理解した俺は、ゼアノスのドロップアイテムを回収することにした。

			「おおう……すごい数のドロップアイテムだな」

			　目の前には、数え切れないほどのドロップアイテムが転がっていた。

			「ゼアノスのドロップアイテムか……」

			　……どんなチートアイテムが飛び出すかわかったもんじゃないな。

			　手に入れるのはいいけど、また扱えるかどうか……。

			　取りあえず、俺は落ちていたスキルカードであろうモノを手に取った。

			　

			『スキルカード《偽ぎ装そう》』……スキル『偽ぎ装そう』を習得できる

			『スキルカード《同化》』……スキル『同化』を習得できる

			『スキルカード《千せん里り眼がん》』……スキル『千せん里り眼がん』を習得できる

			『マジックカード：闇属性・極きわみ』……闇属性の魔法が使えるようになる

			『流派カード：ゼフォード流守護剣術・開かい祖そ』……ゼフォード流守護剣術を使えるようになる

			『奥義カード《一いつ閃せん》』……奥義『一いつ閃せん』を習得できる

			『奥義カード《雲うん霧む》』……奥義『雲うん霧む』を習得できる

			　

			「お、おおう……」

			　俺はスキルカードを手に取り、内容を確認したのだが、どう反応すればいいのかわからなかった。

			　大体流派カードって何？　俺自身習得したから奥義カードは何となくわかるけど……。しかし、やっぱり闇属性魔法を極めたって言ってただけあって、マジックカードはそのまんまだな。

			　そう言えば、俺やサリアのことを鑑かん定ていしてたけど、俺がすでに鑑かん定ていのスキルを持っているせいか、カードとして出てこなかったな。

			　それに、意外と攻撃系統のスキルが少ないことも不思議だし……。

			　そんなことを思っていると、後ろからサリアが興味深そうに訊いてくる。

			「誠せい一いち、それ何のカード？」

			「うーん……一応スキルを習得できるカードなんだけど……」

			　首を捻ひねりながらそう俺が言った瞬間、カードは光の球となって俺のなかに吸い込まれた。

			『スキル《偽ぎ装そう》を習得しました。スキル《同化》を習得しました。スキル《千せん里り眼がん》を習得しました。闇属性魔法が使えるようになりました。《ゼフォード流守護剣術・開かい祖そ》を習得しました。奥義《一いつ閃せん》を習得しました。奥義《雲うん霧む》を習得しました』

			　スキルを習得したことを伝える声に軽く引きつつも、手に入れたスキルを確認する。

			　

			『偽ぎ装そう』……相手に対し、自分自身のステータスや実力などを騙だますことで、油断を誘うことができる。常時発動しており、自分の意思で解除可能

			『同化』……周囲に溶け込むように消えることができ、索さく敵てき等自分の存在を探られるスキルに対しても有効。ただし攻撃をするときは解除しなければ、ダメージを与えることができない

			『千せん里り眼がん』……相手がスキルを発動したかどうかわかる。常時発動

			『闇属性魔法・極きわみ』……闇属性魔法を極めた。闇属性の魔法をすべて扱えるようになる

			『ゼフォード流守護剣術・開かい祖そ』……ゼフォード流守護剣術のすべての技が扱えるようになる

			『一いつ閃せん』……必ず相手のどこかを貫つらぬく奥義

			『雲うん霧む』……相手の動きを見極め、すべての攻撃を受け流し、そのまま反撃に転じる奥義。ただし、虚をつかれたりすると、発動することができない

			　

			「どうしよう、使いこなせる自信がねぇ……！」

			　いやいやいやいやいや！　おかしいだろ!?　３つのスキルは普通かもしれないけども……。

			　でも『ゼフォード流守護剣術・開かい祖そ』ってヤバくね!?　つまり、攻撃系統のスキルがないと思ったら、この『ゼフォード流守護剣術・開かい祖そ』のなかにすべて組み込まれてるってことか!?

			　前のアクロウルフを倒して水属性魔法をすべて覚えたように、闇属性魔法も、一気に頭のなかに情報が流れ込んできたし……。

			　それは、『ゼフォード流守護剣術』も同じで、その流派の使うスキルがすべて頭のなかに流れ込んできた。

			　今手に入れた闇属性魔法の知識では、なんかヤバそうな名前の魔法が多い。効果がわからないのが少し悪いところだけど……。

			　でも、本当に俺はこれらを使いこなせるんだろうか？

			　何だかまたスキルに振り回されそうで怖いんだけど……。

			　スキルをただ闇雲に使うんじゃなくて、しっかり頭で考えて使用しないと最高の効果を発揮しないことは、ゼアノスとの戦いで学んだ。今手に入れたスキルも、ゆっくりでも確実に使いこなせていけたらいいと思う。

			　そんなことを考えていると、サリアが興奮気味に言う。

			「ねえ、さっきの何!?　光が誠せい一いちのなかに入っていったよ!?」

			「ああ、今のでスキルを習得できたんだ」

			「へぇ……すごいね！　誠せい一いち、まだまだカッコよくなって強くなるんだね！」

			「そ、そうか？」

			　カッコイイなんて今まで一度も言われたことがない俺が、サリアのような美少女に満面の笑みを向けられてそんなこと言われると、照れるというより困惑してしまう。

			「まあいいや。次は……」

			　次に手に取ったのは、『暗黒貴族ゼアノス物語』と書かれた冊子だった。

			「物語!?」

			　小さい字で表紙の下のほうにこう書かれていた。

			『ノンフィクションです』

			「なら物語とは言わないだろ！」

			　俺は思わず叫んだ。

			　しかし、今まで見てきたのとは違い、禍まが々まがしい雰囲気を漂わせる冊子に好奇心が刺激される。

			「一体何が書いてあるんだ？」

			　サリアが俺の後ろから覗きこんできた。

			「えっと……」

			『暗黒貴族ゼアノスとは、約１５００年前に存在した、世界有数の大貴族、ゼフォード公爵家の当主、ゼアノス・ゼフォードが魔物化したものである。魔物化する以前は、ハルマール帝国で皇族に匹敵する権力を持っており、領地内外問わず善政を行ったいい領主として知られていた。他にも、ゼフォード流守護剣術を開くなど、剣術の腕も相当なモノであり、ハルマール帝国が魔王討とう伐ばつの際に召しよう喚かんした勇者に剣術を教え込んだこともある。人一倍愛国心が強く、愛する妻であるエリザベスと仲がよかったことも有名だった』

			「へぇ～」

			　理解できているのかはわからないが、サリアが感心したような声を出す。

			　しかし……勇者に剣術を教えてたとか。どんだけ強かったんだよ。しかも公爵。暗黒貴族っていうのも理解できたわ……。

			　それにしても、本当に物語を読んでるみたいだな……。

			『しかし、ハルマール帝国の帝王であるエルシュタット３世は、勇者が魔王を討とう伐ばつしたあとはその力が己に向けられることを恐れ、身に覚えのない罪を勇者に着せ、根も葉もない噂うわさを国内に流し、国民を味方に付けたのち、勇者を殺してしまった。その矛先は、勇者を鍛きたえたゼアノスにも向けられることとなった。もともと帝王は自身に匹敵する権力を持ったゼアノスが目め障ざわりであったこともあり、ゼアノスを殺す絶好の機会であった』

			　……何だか話の展開が暗くなってきたぞ？

			『ゼアノスは必死に自分が帝国を裏切るはずがないことを主張したが、全く聞き入れてもらえなかった。そんな、愛する国に裏切られたゼアノスだったが、さらに愛していた妻であるエリザベスにまで裏切られる』　……ってマジで!?

			　奥さんと仲がよかったんじゃないの!?

			　驚く俺だったが、ページをめくる手は止まらない。

			『ゼアノスの妻であるエリザベスがゼアノスに嫁とついだのは、金に心配がなさそうだからということが大きな理由だった。実際２人の結婚は、愛し合った末のものではなく、貴族の間でよく行われていた政略的結婚だった。それゆえに、結婚後エリザベスは表面上はゼアノスを支えるいい妻として取り繕つくろってきたが、立場が悪くなるとゼアノスを捨て、逃げてしまう』

			　おい、エリザベス！

			　……まあ自分の身が一番だって考えるのはおかしなことでもないんだけど……。でも、こうして他人が経験した話を読んでいると、酷ひどいと感じてしまう。

			『ゼアノスは、政略結婚であったとは言え、本気でエリザベスのことを愛していた。愛する国、愛する妻に裏切られたゼアノスは、真実の愛というモノがわからなくなり、そして世界に絶望した』

			「うぅ……」

			　何かと思い後ろを振り向くと、サリアが涙目になっていた。俺は苦笑いしながらサリアの頭を撫でてやる。サリアは後ろから腰に手をまわして俺に抱きついてきた。

			　……む、胸が……。

			　再び理性が吹っ飛びそうになるのを懸命に抑えつつ、続きを読む。

			『そんなゼアノスを常に支えていたのは、メイドであるマリーだった。マリーは幼い頃戦争孤児になり、餓が死し寸前だったところをゼアノスに救われ、そのままメイドになったのだった。マリーは、自分を救ってくれただけでなく、仕事まで与えてくれたゼアノスに感謝の念を抱くと同時に、ゼアノスと接していくうちに淡い恋心まで生まれていた。だが、ゼアノスは主人でマリーはメイド。この時代は身分が重要視されていたことと、ゼアノスにはエリザベスという妻がいたこともあり、マリーがゼアノスと結ばれることはまず叶わなかった。別に一夫多妻制がないわけではないが、愛妻家であるゼアノスは、妾めかけや、他に妻をとることは考えていなかった。それゆえに、マリーは自分の心を押し殺し、陰からゼアノスを支え続けた』

			「……」

			「……」

			　俺もサリアも無言で文字を追う。

			『愛する国に裏切られ、愛する妻に裏切られたゼアノスは、絶望すると同時に人を信じることができなくなっていた。城からゼアノスを捕らえるための兵が派遣され、捕まるのも時間の問題というときに、マリーは無気力状態であるゼアノスを引っ張り、２人で逃げ出した』

			　逃避行キタアアアアアアアアア！

			『指名手配までされたゼアノスを救いたい一心で、マリーは動いた。そんなマリーに対しても、人間不信に陥ったゼアノスは一向に心を開こうとしなかった。やがてマリーの一途で一生懸命な働きに徐々に心を開き始め、同時にゼアノスはマリーに惹かれていった』

			「……」

			　無言でページをめくる。

			『そんなゼアノスに吉報が届く。それはエルシュタット３世が病死し、帝王が４世に代わったという内容だった。エルシュタット４世は、【自身の父親のせいで苦労をかけたことをゼアノスに謝りたい。だから城に来て欲しい】という紙を国中に張り出した。マリーのおかげで人間不信がだいぶ改善されていたことと、再び愛する国から……それも、帝王自らが謝罪したいという申し出に、ゼアノスは喜び城へと向かった』

			「おお……」

			「よ、よかったぁ……」

			　俺もサリアもいつの間にか緊張していたため、自然と体から力が抜けていった。

			『だが、城へと向かったゼアノスを待ちうけていたのは、残ざん酷こくな現実だった』

			「へ？」

			　しかし、その一文に俺とサリアは間ま抜ぬけな声を出す。

			『国中に張り出された紙は、すべてゼアノスを誘い出し、殺すための罠わなだった。ハルマール帝国は、ゼアノスの愛国心を利用したのだった』

			「ハルマール帝国のクソ野郎っ！」

			「酷ひどい……」

			　俺は思わず叫び、サリアは涙を流していた。

			『エルシュタット４世は、ゼアノスを捕らえるなどということはせず、その場で殺してしまおうと考えていた。当たり前だが、入城の際には帝王に謁えつ見けんするために武器は取り上げられており、抵抗する術すべがない。以前の無気力状態のゼアノスならば簡単に殺されていたが、今となっては心の支えとなってくれるマリーがおり、そのマリーのもとへ生きて帰るためだけに、素手で兵士たちと戦った』

			「ヤベェ、ゼアノス超かっけぇ……！」

			「すごい……」

			『だが、素手のゼアノスには限界があり、その場で殺されそうになる。そんなゼアノスを庇かばったのは、ゼアノスに生きる気力を与えてくれたメイドの少女、マリーだった』

			「「マリーぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃいいいいいいいいいい！！」」

			　俺もサリアも思わず叫んだ。

			『彼女はゼアノスを、兵が放つ槍やりや剣、弓矢などの攻撃から護った。呆ぼう然ぜんとするゼアノスに、マリーはゼアノスのことを愛していたことを告げ、笑顔のまま息を引き取った。そんなマリーを前に、ゼアノスは壊れた。完全に心が壊され、豹ひよう変へんし、その場にいた兵を素手で殺してしまう。それは、体力がすでに限界にまで達していたゼアノスでは考えられないことだった』

			「うぅ……」

			「ぐすん……」

			『そして、亡骸なきがらとなったマリーを大事に抱え、ゼアノスはとある森に隠れ住む。森に生えていた反はん魂ごん草そうを使った霊れい薬やくでも復活ができないほどに、マリーの体は傷ついていた。回復薬で傷を癒いやそうにも、回復薬は死者には効果を示さない。唯一、死者の傷に効果のあるのは光属性の回復魔法だが、ゼアノスには光属性の魔法に対する適性がなかった。だが、闇魔法には、禁術とも呼べる魔法が存在し、その魔法を使えば、復活させることができるかもしれなかった。闇属性に高い適性があったゼアノスは、闇魔法の研究を重ね、やがて究極にまで至っていた』

			　なるほど……だから、ゼアノスは闇魔法を極めていたのか。

			『研究に長い年月をかけ過ぎたゼアノスは心身ともに衰弱し、魔法を行使できないまま朽ち果てるはずだった。しかし、執念ともいえるマリーへの想いにより、自らを魔物に堕おとすことでゼアノスは生きながらえた』

			「……」

			『魔物となったゼアノスは、マリーの亡骸なきがらに禁術に値する闇魔法を行使したが、結果はダメだった。理由は、マリーが死んでから時間が経ち過ぎ、闇魔法の禁術でも復活不可能な状態にまでなっていたことだった』

			　もう、俺もサリアも熱心に読み進める以外なかった。

			『それを知ったゼアノスは、瞳ひとみなき眼で泣いた。声帯なき声で泣いた。それから、ゼアノスは最高難易度を誇ほこるダンジョンの一つ、【果てなき悲愛の森】の奥地で、静かにマリーの亡骸なきがらと過ごしたのだった』

			　ここまでが『暗黒貴族ゼアノス物語』だった。続いて『暗黒貴族ゼアノスの人生』と書かれたページが現れた。

			　……………………。

			「世の中って残ざん酷こくだ……！」

			「悲しいよ……誠せい一いち……」

			　俺たちは、もうゼアノスの物語に号泣していた。

			　ゼアノス……アイツにもいろいろあったんだな。初めて会ったときの口調や態度からじゃ想像できなかったけど。

			　サリアはすでに冊子から顔を上げ、今は俺の背中に顔を押し付けて泣いていた。

			　俺はそんなサリアの頭を撫でてやると、そのまま『暗黒貴族ゼアノスの人生』を読み進めた。

			　結果から言うと、そこにはすさまじい量の情報が載っていた。

			　それは、１５００年前の国の情勢や、１５００年前にすでに絶滅寸前だった魔物のことなど。

			　なかでも一番興味深かったのは、ゼアノスが魔物になる前に戦ったことのある、数多くの魔物と、勇者のことだろう。

			　魔物に関する情報は、討とう伐ばつ方法から、討とう伐ばつするまでに気をつけなければいけないことまでといろいろで、倒した魔物の種類がゼアノスを含めて３種類しかない俺からすれば、とても貴重だった。

			　勇者に関する情報も興味深かった。魔王が復活するたびに、いろいろな国で勇者召しよう喚かんの儀式をやるらしい。つまり、俺の学校の連中以外にも、神が知らないだけで何人かが勇者として召しよう喚かんされてるかもしれないということだ。

			　さらに、召しよう喚かんされた勇者には、伝説の聖剣と呼ばれる武器が自動的に与えられるらしい。

			　魔王にとどめを刺せるのは、その聖剣のみだという。ゼアノスが直接、魔王討とう伐ばつに行かなかったのは、ゼアノスが勇者の剣術の師匠だったことが表向きの理由だった。

			　だが本当の理由は、いつ隣国と戦争が起こるかわからない緊張状態が続くなか、ハルマール帝国の戦力でもあるゼアノスを旅立たせるのは得策ではない、と帝王が判断したかららしい。

			　読み終えると、例に違わず冊子は俺の体のなかへと消えていった。

			「ふぅ……まあ気を取り直そう！」

			　俺は暗くなった雰囲気を吹き飛ばすように、空元気を出した。

			「えっと？　次は……」

			　そして、次に俺が手にしたのは、ゼアノスのステータスが球体になったモノだった。

			　俺は、それを確認して行く。

			　

			『魔力：６００００』

			『攻撃力：５００００』

			『防御力：２００００』

			『俊しゆん敏びん力：７００００』

			『魔攻撃：６００００』

			『魔防御：６００００』

			『運：１００』

			『魅力：５００００』

			　

			「桁がやべぇ!?」

			　おかしくね!?　ステータスが運以外２万以上じゃん!?　てか運低いな!?

			　そりゃあレベルが１５００っていう馬鹿げた奴だったけども……。それに、運もあの『暗黒貴族ゼアノス物語』を読んだあとだと納得できるけども……！

			　つか、俺の魅力って骸がい骨こつ以下なのか!?　それ以上に、ゼアノスの魅力が５万っていうことに驚きだ！

			　うわぁ……へこむ。でも挫くじけない！

			　ステータスの球体は、そのまま俺の体のなかへと入っていく。そして頭に流れる声を聞き流しつつ、残りのドロップアイテムを見た。

			　宝箱と落ちている漆しつ黒こくの細剣と、地面に突き刺さった純白の細剣。

			　俺は、宝箱から開けてみることにした。

			「これは……？」

			　まず出てきたモノは……黒色の首輪？　いや、言うならチョーカーか。

			　よく見ると、プラスチック製でも金属製でもない……とにかく、地球にいた頃には触ったことのない、不思議な手触りをした素材で作られていた。真ん中には、綺き麗れいな青色の宝石が埋め込まれている。

			　俺は、すぐに鑑かん定ていを使い、名前と効果を確認した。

			　

			『黒王石のチョーカー』……神話級装備品。世界に数多く存在する鉱物のなかでも、特に貴重とされる黒王石で作られたチョーカー。外部からの魔力と反発する力があり、魔法攻撃を自動反射する。ただし、反射できる魔法の威力は、装備者のレベルに依存する。真ん中に埋め込まれた宝石は、蒼そう癒ゆ石せきと呼ばれ、回復魔法等の効果を増大化させる効果を持つ。装備者に合わせて大きさが変化する

			　

			「いきなりチート過ぎるっ……！」

			　しかもまさかの神話級ですか!?　俺の持つ、水すい霊れい玉ぎよくの短剣の伝説級を超えちゃうとはね!?

			　怖いわぁ……ゼアノス怖い。

			　でも、効果は素晴らしいモノなので、俺は早速首に装備した。

			　なぜか俺の首にピッタリはまり、苦しさなどは全く感じなかった。

			　これが、装備者に合わせて大きさを変化させる、という効果なのだろう。

			「えっと？　じゃあ次は……」

			　次に宝箱のなかから出てきたのは、これまた首に装備するネックレスだった。銀色のチェーンで、真ん中にはハート形のピンク色の石がぶら下がっていた。

			「ハートかぁ……これはサリアにあげたほうがいいのかな？」

			　そんなことを思いながらも一応鑑かん定ていする。

			　

			『果て無き愛の首飾り』……夢む幻げん級装備品。ゼアノスを特殊な条件のもとで倒して手に入る世界に唯一つの首飾り。ハート形のピンク色の宝石は、天然でその形をしていることから別名『愛の宝石』と呼ばれる、伝説の宝石にもなっているラブハート。チェーン部分の銀は、伝説上にしかないと言われていた想そう伝でん銀ぎんと呼ばれる特殊な銀と、コピーシルバーと呼ばれる銀が混ざり合ったモノで作られている。コピーシルバーと想そう伝でん銀ぎんの効果が合わさり、最初の所有者と相思相愛の人間の数だけ首飾りが分裂する。この首飾りを持っている者同士は、遠く離れていても、『念話』と呼ばれるモノが使えるようになり、いつでも連絡をとることができる。ラブハートの効果で、同じネックレスを持つ人数分だけステータスが倍になる。ただし、この効果は視認できる位置に同じネックレスを持つ者がいなければ発揮しない

			　

			「…………ＯＨ…………」

			　こんな反応しかできない俺を許してほしい。

			　てか夢む幻げん級!?　やっぱり存在してたの!?

			　それ以上に効果がワケわからないんですけど!?　え、同じネックレス持っている人間の数だけステータスが倍になるの!?　つまり、２人なら２倍で３人なら３倍ってこと!?

			　これ、ハーレム野郎専用の装備じゃね!?　そうだろ絶対！

			　よ、よかったぁ……俺がこれを持っている限り、誰か一人のハーレム野郎がインフレ起こすことはないわけだ。どっかのハーレム野郎……ざまぁ！

			　目の前のネックレスに百面相していると、サリアが俺の手にあるネックレスを肩越しに見ていた。

			「うわぁ……可愛い首飾りだね！」

			「え？　あ、ああ。そうだな」

			　うーん……これ、俺が装備するよりサリアが装備したほうがいいよなぁ。

			　俺が首飾りをサリアの首につけようとしたそのときだった。

			「ん？　って……はあ!?」

			「わぁ……」

			　いきなり手に持っていた首飾りが、淡いピンク色の光を放ち始めた。

			「ちょっ……何!?　何が起こってんの!?」

			　やがて淡い光が収まると、手には全く同じ首飾りが２つ握にぎられていた。

			「…………はい？」

			　え、何で２つになったの？　呪われてるんじゃね？　いや……マジで何で２つになった？　怖いんですけど。

			　……はい。まあ理由はわかってるんですけどね。

			　いや……マジで２つに分裂するなんて思わなかったんだもん。

			　最初の所有者と相思相愛の人間の数だけ首飾りが分裂するってことは……最初の所有者は恐らく俺で、俺と相思相愛の人間……それはサリアがいるから、ネックレスが２つに分裂したんだろう。

			　つか……こうして目に見える形で、サリアと本気で好き合っているということが実感できて嬉しい。

			　……うん、まあ……結果オーライってことで！　深く考えるのが面倒くさくなったわけじゃないからな！　違うったら違うんだい！

			　そんなくだらない思考回路は一旦切り捨てて、俺はサリアに向き直る。

			「サリア。この首飾り……受け取ってくれるか？」

			「え？　いいの？」

			「おう。それに……」

			　そう言いながら、俺はもう１個の首飾りを自分で付けると、サリアに見せた。

			「ほら。俺も付けるから、サリアが付けてくれたらお揃そろいだぞ？」

			　笑いながらそう言うと、サリアは一瞬驚いたような表情をして、頬ほほを赤く染めながら言った。

			「えっと……それじゃあ……ちょうだい？」

			「……」

			　美少女状態であるサリアが、モジモジしながら上目遣いをしてくるという、このコンボの破壊力はすさまじかった。自分の頬ほほが赤くなるのを感じながら、サリアにネックレスを渡そうとするが、サリアはそれを手で制して、首を振る。

			「ダメ。私が自分で付けるんじゃなくて、誠せい一いちに付けてほしいな」

			「え？」

			「ダメ？」

			　ここでも殺人クラスの上目遣いコンボを放ってきたサリア。俺は言われるがままにサリアの首にネックレスをかけてやった。

			「こ、これでいいか？」

			「うん、ありがとう！」

			　満面の笑みでそう言われてしまうと、もう何も言う気にならない。あ、完全に俺、惚のろ気けてやがる。彼女がいない歴が長い俺にとって、サリアクラスの美少女から好意を抱かれるというのは、いろいろとハードルが高いッ！……元ゴリラだけど。いや、今もゴリラだけど。

			　俺は、もう一度宝箱のなかを確認するが、もうお金以外は入っていなかった。お金の袋を取り出し、中身を確認すると、白金貨が５枚、金貨が47枚、銀貨が76枚入っていた。

			　……たしかにもうこの森から出ようとは思っていたけれども、これ以上お金は必要ない……。

			　だが、いくら必要がないとはいえ、あるに越したことがないので、俺は全部アイテムボックスに放り込んだ。

			　これで、大体のドロップアイテムは回収した。そう、大体は――――。

			「…………問題は、これだよなぁ…………」

			　そう呟つぶやく俺の前には、漆しつ黒こくの細剣と、純白の細剣。

			　漆しつ黒こくの細剣は、ゼアノスが使っていたモノだからわかるんだけど、純白の細剣は、ゼアノスが消滅したあとに地面に刺さっていたモノなんだもんなぁ……。

			　だが、考えても仕方がないので、まず最初に漆しつ黒こくの細剣を手に取り、鑑かん定ていスキルを発動させた。

			　

			『憎悪渦巻く細剣』……夢む幻げん級武器。ゼアノスの憎悪が具現化し、レイピアとなったモノ。斬りつけた相手に、ランダムでバッドステータスを付与する。さらに、斬りつけるたびに相手の魔力と体力を奪い、所有者の魔力と体力を回復する。ただし、傷は回復できない。体力と魔力の回復量は所有者のレベルに依存する

			　

			「もうチートはお腹いっぱいです」

			　もう、こんなにチートな武器があっても俺、使えないって。それだけの実力がないんだって。

			　そもそも、平和な世界で暮らしてきた俺が、いきなりこんなぶっ飛んだ力を手に入れたら変な勘違いしちゃうだろうが。最初から自分の力だっていう勘違い。

			　もう、スキルとかを過信するのはよくないことは痛感したわけだ。スキルも使用者がダメダメだったら、本来の力すら発揮できないわけなんだし。

			　うーん……この危険な世界で生きていくうえで、強い武器やスキルは必須なんだけど、扱える自信が……。

			　これは要努力ということで、俺の永遠の課題だろうなぁ。

			「つか、この剣、鞘さやないのかよ……」

			　俺は何気なくそう呟つぶやいた。すると『憎悪渦巻く細剣』……ブラックは闇色の光に包まれ、光が収まるとそこには鞘さやに収まったブラックがあった。

			「……うわぁ、さすが異世界。何でもアリか」

			　ただ、今はその何でもアリな状態に助けられているので、文句も言わずにブラックをそのまま腰のベルト通しに差し込んだ。

			「最後は……この純白の細剣か」

			　純白の細剣を手に取り、鑑かん定ていスキルを発動させる。

			　

			『慈愛溢れる細剣』……夢む幻げん級武器。ゼアノスを特殊な条件のもとで討とう伐ばつして手に入る武器。所有者が仲間と判断した相手に触れると、所有者の意思で魔力や体力を譲渡することができる。所有者は、超自然回復状態となり、ある程度のダメージや傷は一晩で完全完治する。付与系の魔法を行使すると、本来の倍以上の効果を発揮する。ただし、これらの効果は所有者のレベルに依存する

			　

			「だからチートはお腹いっぱいなんだって！」

			　何なの!?　すごいチートの勢ぞろいなんだけど!?

			　そしてブラックとの相性がすごくいいな!?　ほぼ無敵じゃねぇか！

			　チートだらけの装備のなかで、唯一救いなのが、俺がいまだにレベル１だということ。

			　これが、ゼアノス級のレベルだったとすれば……俺、装備だけで人間辞められるんじゃないかなぁ。

			　まあ、チート装備を多く持っているというこの状況を、不幸に感じる俺もたいがいだけどな。もう感覚がおかしい。

			　人間に出会うことなくこうして過ごしてきたけど、異世界の人間も俺と同じレベルの装備とかなら全然安心できるんだけどね。俺が勝手に一人でチートとかじゃなくて。

			「それより……この剣も鞘さやないのかよ」

			　再びそう呟つぶやくと、『慈愛溢れる細剣』……ホワイトは、優しい光に包まれ、光が収まるとそこには鞘さやに収まったホワイトがあった。

			　俺、もう驚かない。

			　ゼアノスのドロップアイテムは、いろいろとツッコみどころが満載過ぎて疲れた。何とか使いこなせればいいな、と思いながら俺は一息ついた。

			　だが、俺は一番大事なことを忘れていた。

			　こんなところで気を抜いている場合じゃないのだ。

			『大量の経験値の取得を確認しました。最終進化前状態であることを確認しました。特殊進化条件達成。１０００レベルの差で進化条件を達成したことを確認しました。最終進化への達成にあたり、達成相手がダンジョンボスであることを確認しました。これより、最終進化、特殊進化を行います。ボーナス進化発生。以上より、全ステータス５００００＋２００００＋２００００＋１００００。これより、最終進化、特殊進化、ボーナス進化を行います』

			　無慈悲に流れる、いつもよりなぜか長い声に対して俺は――――。

			「あ」

			　――――これしか、言えなかった。

		

	
		
			最終進化の結果

			　

			　俺……柊ひいらぎ誠せい一いちは、あまりにも予想外過ぎる現実と対面していた。

			「誠せい一いち！　嫌だよ……死んじゃ嫌だよぉ！」

			　サリアが横たわる俺に、そう泣き叫ぶ。

			　そんな姿を、俺は上から見ていた。

			　うん、どういう状況か説明しよう。

			　俺――――。

			『幽ゆう体たい離り脱だつしちゃってるんですけどぉぉぉぉおおおおお!?』

			　――――そういうことだった。

			　ってヤバいじゃん!?　今の俺、幽霊状態ってわけ!?

			　お、落ち着くんだ……なぜこんな状態になったのか、一度整理してみよう。

			　まず、あの死の宣告とも言える進化を告げる声が脳内に響いたと思ったら、俺の意識はそこで完全に途切れたんだよな。恐らく許容範囲を超える痛みで、意識がなくなったんだろう。今までの進化では気絶すらできなかったのに……。何で今さら？　という気もするが、考えても答えは出ない。

			　とにかく、目が覚めたら、俺と、俺の体に泣きつくサリアを見下ろしているわけだ。

			　わけがわからず、取りあえず自分の体を見てみると、なぜか半透明。足もない。

			　……これを幽霊と言わずしてなんと言おうか。

			『って冷静に分析してる場合じゃなくね!?　俺今、死にかけてるんだよね!?』

			　それに、サリアが泣きついている俺の体！　その様子がさっきからおかしい！

			　だって、髪の毛は目で見てわかるんだけど、それ以外の顔や体が、ボコボコボコッ！　って何度も隆りゆう起きしたり、へこんだり、潰つぶれたり、伸びたり、縮んだり……。

			　つまり、俺の体が人間としての原形を留めていないんですけど!?

			　それに俺の気のせいじゃなかったら、キュィィィィィン！　とか、ドガンガキンズガン！　とか、ズゴォォォォォ！　とか、明らかに人間の体から聞こえるはずのない音が聞こえるんですけど!?

			　てか気持ち悪っ！　俺の体……なんかスライムみたいだな！　それが服を着てるんだから、妙にシュールだしね！

			　自分の姿が一体どうなっているのか、確認できると思ったんだけどなぁ……こんな人間ですらない状態じゃ、容姿がわからないじゃないか。……あれ？　意外と俺ってこの状況に順応してる？　こんな状況で、自分の姿を確認したいとか思ってるわけだし。

			　自分の体を見下ろしながらそんなことを思っていると、サリアが何かを思い出したような顔で立ち上がった。

			「そ、そうだ！　たしか、こういうときは……」

			　こういうときってどんなとき!?　人間がスライム状態になるなんてこと、生きてるなかでまず遭そう遇ぐうすることないですよねぇ!?　俺がそんな未知との遭そう遇ぐうを果たしたら、すぐ逃げ出す自信があるね。

			　一人で頷うなずいていると、サリアはとんでもないことを言いだした。

			「心臓マッサージと人工呼吸！」

			　ちょっと待て！

			　いやいやいやいやいや！　おかしいでしょ!?　スライムみたいな状態の人間に、心臓マッサージって！　それに、人工呼吸も顔の部分がすでにゴチャゴチャで、口がどこにあるのかさえわからないぞ!?

			　それ以上に、サリアが心臓マッサージや人工呼吸を知ってたことに驚きだけど……！

			「対処方法がわかれば、早速実行に移さなきゃ！」

			　それが正しい対処方法なわけないだろうがああああああああああ！

			　ぐにゃんぐにゃんの俺の体に、心臓マッサージしてみろ！　潰つぶれるだけだって！　そんなことより、俺の骨や肝臓、胃腸とかの消化器系統全般、どうなっちゃってるの!?

			　つか、俺の体って一体どうなっちゃうわけ!?　俺自身は幽霊状態だし！

			　サリアにツッコみつつ、自分の状態をどうにかしようと思っていると、サリアは俺の胸だと思われる位置に手を当て、心臓マッサージを始めた。

			「えいっ、えいっ、えいっ、えいっ！」

			　肘を真っ直ぐと伸ばし、胸の中心部を秒単位で圧迫し続ける。

			　……それにしても、本当にそこに胸があるのかと疑いたくなるほど、俺の体は原形をとどめていない。まあ、本当に胸の位置に手を置いているんなら、心臓マッサージの方法は完かん璧ぺきですね！

			　一つ残念なのが、体が最も早はや人間じゃないから、ぐにゃぐにゃしてて、心臓マッサージの意味をなしていないことかな！

			　胸骨圧迫を30回ほど行ったあと、恐らく人工呼吸をしようと思ったのだろう。だが、サリアは俺の顔らしきモノを見て、首を捻ひねったあとこう言った。

			「あれ？　口とか鼻ってどこだろう？」

			　わからんのかいっ！　じゃあなぜ始めた!?

			　いや、俺のために心しん肺ぱい蘇そ生せい法を実行してくれるのは嬉しいさ！　でもね？　これはそんなモノでどうこうなる問題じゃないでしょ!?　実際に俺は幽霊状態なわけだし！

			　どれだけ俺がツッコんでも、今の俺の声はサリアには届かない。

			　そして、サリアは何をトチ狂ったか、いきなりこんなことを言いだした。

			「そうか！　私の力が足りないからダメなんだね！」

			　ちっがああああああああああああう！

			　違うよ、サリアさん！　全然違う！　たった今、貴女あなたは俺に人工呼吸をするのは無理だってわかったところでしょ!?　なぜ力が足りないとか、そんな考えに至ったわけ!?

			「そう言うことなら……えい！」

			　そんな掛け声とともに、サリアの体が光に包まれ、しばらくして光が収まったあとには再び裸ワイシャツのゴリア（ゴリラ＋サリアの略称）が出現した。

			「誠せい一いち、待ッテテネ。今、助ケル」

			　ち、ちょっと待ってくださいよ。どうするつもりなんですか？　ゴリアさん……。

			　それ以上に、何で体の一部をゴリラにするんじゃなくて、全身をゴリラに変えたんでしょうか？　二度と見たくなかった裸ワイシャツであるゴリアを、もう一度見る羽目になったじゃないか……！

			　ゴリアの行動にただならぬ不安を感じていると、突然ゴリアは両手で拳こぶしを作り、それを振り上げ――――。

			「エイッ！」

			　――――俺の体に振り下ろした。

			『俺の体がああああああああああああああああ！』

			　潰つぶれた！　俺の体が潰つぶれたよ！　『べちゃ』って音がしたよ！

			「…………アレ？」

			　アレ？　じゃねえええええええええええええええええ！

			　俺の体が破片となって飛び散ってるぅぅぅぅうううう！　俺の帰るべき体がああああああああ！

			　幽霊である俺は、頭を抱えて叫ぶ。すると、再び目を疑うような光景が視界に映った。

			『…………へ？』

			　それは、飛び散った俺の体の破片らしきものがウネウネと動き、そして再び一つの塊かたまりとなる、といった光景だった。

			　…………。

			　頭でもおかしくなったんだろうか。

			　もし仮に、幽霊状態の俺が、自分の体に再び戻れるんだとすれば、その頃の俺は人間辞めてると思うんだよね。確実に。なんと言うか、サヨナラ人類どころか、サヨナラ生物でもいい気がしてきた。……よくないけど。

			　脳内処理スピードが現状に追いつけない！　と、いきなり俺の体らしき塊かたまりが光りだした。

			　そして、目の前で輝きを見たゴリアは、目を両手で押さえ――――。

			「目ガ……目ガ～」

			　何でその台詞せりふを知ってるの!?　あ、俺が言ってたもんね！　それにしても、メチャクチャ棒読みですね！

			　ゴリアの一人ボケを眺めていると、不意に俺はすごい力で何かに引っ張られた。

			『な、何だ!?』

			　引っ張られていくほうは、光り輝く俺の体……らしきものがあった。

			『え!?　もしかして俺の体ってアレになるの!?』

			　ウソでしょ!?　あれただの肉塊じゃん!?　人間の形ですらないよ!?　潰つぶれてもう一度集まった体らしきモノは服着てるし……いろいろとおかしいよね!?

			　どんなに俺が抵抗しても、元のあるべき場所に戻ろうとする力には敵うはずもなく、俺は呆気なく俺の体らしき光り輝く塊かたまりに吸い込まれた。

			　吸い込まれてみると、何とも不思議な感覚だった。

			　最も早はや体は人間の形をとどめていないのに、なぜだかすごく馴染んでいる気がする。

			　それに、目も口も耳も鼻も……何もないのに、すべてを感じられる。何コレ、怖い。

			　何とも言えない感覚に身を任せていると、俺の体らしきものが蠢うごめき、そして徐々に何らかの形を形成して行くのを感じた。

			　それは、慣れ親しんだ人型。

			　手、足、胴体、頭、顔……そんな感じでどんどん形ができていく。

			　目、耳、鼻、口等の体のパーツも形成される。髪の毛も、一気に生え変わったようにも感じられる。

			　何というか……おかしな感覚だ。

			　妙な全能感を感じているよ。

			「せ、誠せい一いち……」

			　目はまだ完全にできあがっていないのに、サリアがすでに人間に戻っていることもわかる。

			　そして――。

			「……」

			　静かに目を開く。

			　俺は自分の体を見た。

			　進化する前から服装は変わっていない。

			　手も足も胴体もちゃんと存在する。

			　ただ、地球にいた頃の俺からは考えられないほど、引き締まった体が目に飛び込んで来た。心なしか、視線も前より高くなってる気がするし……。

			　顔を触ってみても、目も鼻も口も耳もちゃんとある。何だかまつ毛が長い気もするし、髭ひげやデキモノだらけだった顔は、ツルツルしている気がする。

			　頭も禿はげるどころか、髪の量が多くなったようにも思える。進化する前は、髪の毛薄かったからなぁ……。

			　自分の体を確認していると、ふとサリアの姿が視界に入った。

			「ぽ～」

			　……どうしたんだろう。サリアが頬ほほを赤らめて、こっちを惚ほうけた表情で見てるよ。まあゴリアじゃないからいいんだけどね！

			　つか、サリアはあれだけ気持ち悪い進化をしていた俺に、よく引かなかったな。俺だったらドン引きするぞ。

			　それどころか、俺のことを助けようとしてくれたわけだし……。何で俺のことが好きなのかいまだに理解できんよ。俺には過ぎた女性ですね！……元ゴリラだけど。いや、今もゴリラだけど。

			　おっと……そんなことより、ステータスを確認しよう。これが一番気になっていたんだ。

			　俺は、すぐにステータスを表示し、進化してからどう変わったのか、確認した。

			　

			《柊ひいらぎ誠せい一いち》種族：人間（人間）　性別：男（男）　職業：無名の怪物（魔法剣士）　年齢：17（17）　レベル：１（２）　魔力：１１６０２４（11）　攻撃力：１１８０７５（11）　防御力：１１３２５２（11）　俊しゆん敏びん力：１２０２５２（12）　魔攻撃：１１５５６３（11）　魔防御：１１６６６５（11）　運：１０９０３０（10）　魅力：ドキドキで壊れそう（10）

			《装備》上質なシャツ。上質なズボン。上質な肌はだ着。上質なパンツ。賢けん猿えんの鎖くさり。水すい霊れい玉ぎよくの短剣。夜の腕うで輪わ。黒王石のチョーカー。果て無き愛の首飾り。憎悪渦巻く細剣。慈愛溢れる細剣

			《固有スキル》瞬間記憶。完全記憶。瞬間習得。瞬間回復。完全解体。心眼

			《スキル》【攻撃】斬ざん脚きやく。双そう牙が撃げき。剛ごう爪そう。【耐性】麻ま痺ひ耐性。睡すい眠みん耐性。混乱耐性。魅了耐性。石せき化か耐性。阻そ害がい耐性。毒耐性。疲労耐性。【移動】刹せつ那な。【特殊】上級鑑かん定てい。超調合。道具製作：超一流。索さく敵てき。偽ぎ装そう。同化。千せん里り眼がん

			《魔法》生活魔法。水属性魔法：極きわみ。闇属性魔法：極きわみ

			《奥義》疾風はやて。一いつ閃せん。雲うん霧む

			《武術》ゼフォード流守護剣術：開かい祖そ

			《称号》臭い奏そう者しや。ゴリラの嫁を持つ男。すべての頂点。自重知らず。雄おすの王

			《所持金》１０００００００００Ｇ

			　

			「ダメだ、ワケわからねぇ……！」

			　ステータスの破は綻たんっぷりが、俺の理解できる範囲から大きく外れてやがる……！

			　何かいろいろ増え過ぎじゃね!?　どうなってんの!?

			　それに、種族が普通の人間になってるぞ!?　あんな気色悪い進化したのに!?

			　すると、いきなり種族の部分だけがピックアップされ、目の前に表示された。

			　

			『人間』……この言葉にどれだけの意味が込められているのだろう。進化のすえ、一周回ってそのまま人間という種族に落ち着いているが、ただの人間と思うなかれ

			　

			「深いな！」

			　というか、一周回って人間ってどういうことだよ!?　俺的には、人間どころか生物的にも進化できる範囲を天てん元げん突とつ破ぱしちゃってると思ったんだけど!?

			　それにしても、人間という種族にここまで深く考えさせられるとは、思わなかったぞ！

			　まあ種族は置いておこう。一応表記的には人類からおさらばしてなかったんだし、前向きに考えよう。うん。

			　でもさ？　職業の〝無名の怪物〟って何？　種族は人間なのに、何で職業は怪物なワケ？　矛む盾じゆんしてない？　てか、怪物扱いって酷ひどくね？　俺もこの一瞬を必死に生きてる人間だよ？

			　そんでもってステータス！　ゼアノスどころの話じゃねぇ！　こんなステータス見ちゃうと、職業の怪物が頷うなずけてしまうじゃないか、馬鹿野郎っ！

			　でも魅力は一体何なの!?　ドキドキで壊れそう？　え、何？　１０００％の愛なんですか？歌の王子様なんですか!?　せっかく空欄から脱却したと思ったのに……。意味わからねぇよ、ド畜ちく生しようめ！

			　つか、新しく追加されてる固有スキルって何!?　いつの間にか完全解体はこっちに移動してるし！

			　取りあえず、見なれない固有スキルとやらに追加されているモノの効果を確認した。

			　

			『瞬間記憶』……一瞬で、見たモノを覚えてしまうスキル

			『完全記憶』……一度覚えたモノは忘れないスキル

			『瞬間習得』……一瞬で、見たり、教わったりしたモノを習得してしまうスキル

			『瞬間回復』……一瞬で、ある程度の傷を癒いやしてしまうスキル。ただし、血液や体力は回復できない

			『心眼』……動体視力などが跳ね上がり、ありとあらゆる攻撃が遅く見えるスキル。ついでに、いろいろと見えるようになる

			　

			「チクショウッ！　チートのオンパレードじゃねぇかッ！」

			　俺は一体何になるんだ!?　種族人間が一周回った結果は伊だ達てじゃねぇよ！

			　瞬間記憶と完全記憶で俺は一瞬でさまざまなことを覚えて、忘れないんだろ？　このチート、地球にいた頃に欲しかった……！

			　それ以上に、心眼ってスキルのすごさが……。攻撃が遅く見えるって、もう人間の領域じゃねぇよ。人外だよ。それに、いろいろと見えるようになるって、一体何が見えるんでしょうねぇ!?　オバケですか!?

			　……まあ、固有スキルはもうこれくらいでいいだろう。

			　スキルも、何だか整理されたおかげで見やすくなってるし。

			　新しく追加された欄で、魔法も奥義も特に変わったことは書かれていない。うん、手に入れたモノがそのまま表示されている。

			　よし、それじゃあ称号に移ろうか。

			「――――ふざけんじゃねぇぇぇぇぇぇええええええ！」

			　俺は絶叫した。もう無理、我慢の限界！

			　突然叫んだ俺に、サリアが驚いた表情を向けてるけど、それどころじゃない。

			　称号の欄に、追加された新たな称号を一つ一つ確認していく。

			　

			『ゴリラの嫁を持つ男』……いろいろとすごい。この称号を持っているなら、これから先の人生、大抵のことなら乗り切れる……と思われる

			　

			「精神論じゃねぇかああああああああああああああ！」

			　それに確証はないのかよっ！　たしかにゴリラが嫁にいたら、大抵のことは些細なことに感じるだろうねぇ!?　だってゴリラが嫁っていう時点で大事だもの！

			　大した効果どころか、些細な効果でさえないし、クソみたいな称号だな！

			　そんなことを思いながらも次の称号へ。

			　

			『すべての頂点』……すべての頂点

			　

			「説明が適当過ぎるぅぅぅぅうううう！」

			　手抜きにもほどがある！　全然効果がわからないんですけど!?　すべての頂点って何!?　一体どういうこと!?　ググったら出ますか!?　検索ワードに引っ掛かりますか!?　インターネットどころかパソコンすらないけどね!?

			　

			『自重知らず』……自重を知らない。成長の限界がなくなった

			　

			「本当に自重を知らねぇなあ!?」

			　成長の限界がないってことは、俺は無限に成長し続けるってことですよねぇ!?　これ以上俺は成長して、一体何を目指せばいいんですか!?　魔王？　それとも神？

			　

			『雄おすの王』……生殖機能が大変なことになる。超絶倫モード。やったね

			　

			「最後は下ネタかよッ！」

			　マジであり得ないんですけど!?　男としてはたしかに優秀でしょうね！　でも俺はどこでこの称号の効果を発揮させればいいの!?　発揮させる機会は来るんですかねぇ!?　神に直接訊きに行きたいくらいだよッ！

			　大体ツッコミ終わったけどね？　一番気になるモノが一つだけ残ってるんですよ。

			　それは……。

			「ステータスの横に書かれたかっこのなかの数字は何!?」

			　もうワケわからねぇよ!?　職業は、なぜかかっこのなかは魔法剣士だし、他のステータスもなぜか10とか11とかだし。一体なんの数字なんですか!?　何か説明的なモノはないの!?

			「はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……」

			「大丈夫？　誠せい一いち……」

			　息も切れ切れの俺に、サリアは気遣うような声をかけてくれる。

			　こんなに激しく叫んでるのに、全然ドン引きしてないよ。こんな俺を心配してくれるサリアに、驚きしかないんですけど。

			「はぁ……ふぅ。うん、もう大丈夫」

			　気持ちを落ち着けると、俺はサリアに微笑んだ。

			　しかし、サリアは顔を真っ赤にして、俺から顔を背そむけた。

			　……なにこの反応。俺の顔って一体どういう状態なの!?　顔を赤くして笑いを堪えるほど酷ひどいの？　顔を赤くしてしまうほどイケメンなの？　一体どっち!?

			　俺は自分の顔を触る。どんな顔になっているのか気になって仕方がない。

			　むぅ……鏡か何かがほしいな。

			　まあ、それは追々でいいだろう。それほど重要なことでもないし。

			　それより、これから先のことだ。

			「サリア、このあとどうする？」

			「え？」

			　サリアはキョトンとした顔を俺に向けてきた。

			「俺は、この森から出ようと思ってるんだけど……」

			　前々から感じていたことだが、そろそろ人肌はだが恋しい。……まあ人肌はだが恋しくなるほど人と触れ合ったことなんてないんですけど。

			　勝手に一人で悲しくなっていると、サリアはニッコリと微笑んだ。

			「私はどこまでも誠せい一いちに付いて行くよ。誠せい一いちのいる場所が……誠せい一いち自身が、私の居場所だから！」

			　…………。

			　ホント、俺には過ぎた女性です。ゴリラだけど。

			「そうか。ありがとう」

			　心のなかがほんわかと温かい気持ちになっているときだった。

			　突然、俺とサリアのいる洞どう窟くつにファンファーレが響き渡った。

			「な、何だ!?」

			「わ、わからない！」

			　俺たちはそれぞれ警戒態勢に入り、いつでも戦闘ができるように身構えた。もちろん、サリアは裸ワイシャツのゴリアへと変身済みである。……もう二度と見たくなかったけど、仕方がないよね。うん、仕方がないんだ……！

			　俺もサリアも神経を尖らせ、一体何が起こっているのか、状況を把は握あくしようとした。

			そのとき、どこから現れたのか、突然知らない人の声が聞こえてきた。

			「う～ん、素晴らしい！」

			「!!」

			　俺もサリアも、声のするほうに素早く顔を向けた。

			「は!?」

			「え!?」

			　声の主を確認した俺たちは、驚きの声を発した。

			「おっと、これは失敬。名乗らずに声をかけては、警戒されるのも当たり前ですね」

			　そう言いながら、優雅に近づいてくる声の主。

			　俺もサリアも、あまりの驚きで声が出ない。

			　だが、それも仕方がないことかもしれない。

			　なぜなら――――。

			「私、迷宮の管理人である、エドワード・リューゼンシュタイン・バルヘッド・ヘイバトスと申します。長い名なので、『羊さん』とお呼びください。以後、お見知りおきを……」

			　――――声の主は、燕えん尾び服ふくにシルクハットを被った、二足歩行の羊だったのだ。
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			羊さん

			　

			「羊……」

			「さん？」

			　俺もサリアも、いきなり現れた羊に困惑していた。ちなみにサリアはすでに元の状態になっている。

			　てか、マジでどこから現れたんだ？

			「ええ、羊さんです。今回は、このダンジョン初の踏とう破はということで、こうして参上したわけですね」

			　ヤベェ、意味がわからねぇ。

			「えっと……それじゃあ羊さんは何をしに？」

			　目の前の羊の言っていることの意味がわからなさ過ぎる。

			　羊さんは両手を広げた。何で両手を広げんだ。その行動に何の意味が？

			「そうですねぇ……説明する前に、まず私という存在を知ってもらいましょうか」

			「羊さんを？」

			「はい。私は、この世界に数多く存在する迷宮と呼ばれる場所を、管理している者です」

			「それは最初にも言ってたけど……ってことは、羊さんがダンジョンを作ってるのか？」

			「違います」

			「違うのかよっ！」

			　思わずそうツッコんでしまった俺を許してほしい。

			「ダンジョンとは、その土地に存在する残留思念や魔力、またすさまじい力を持った強者がその土地を長い年月をかけて支配し続ける、といった多くの条件から出現します。私は、世界から与えられた命により、そのダンジョンを常に管理しているのです」

			　突拍子もねぇ！　全然話に付いて行けないんですけど!?

			「まあ、いきなりこんな話をされても困るでしょう」

			「……ええ、すごく困ります。サリアもわからないよな？」

			「え？　私、わかるよ？」

			「何で!?」

			　何でサリアは、この意味不明な説明を聞いて理解できるの!?　俺だけ!?　俺がおかしいの!?

			　驚く俺をよそに、羊さんは続ける。

			「簡単に説明しますと、ダンジョンから魔物が外へと出ないように抑制しているのも私なのです。今、こうしてお２人と話をしている間にも、他の私がダンジョンの管理に勤いそしんでいるでしょう」

			「羊さんっていっぱいいるの!?」

			「ええ、もちろん。ダンジョンの管理以外に、世界を覗くこともしばしばありますね」

			「な、何でそんなことを？」

			「暇ひまですからね」

			「仕事しろよ！」

			「やだなぁ、してますよ。ほら、今もこうして来ているでしょう？」

			　この羊は一体何なんだ!?……まあたしかにこうして俺たちの前に現れたんだから、一応仕事はしているんだろうけど……。

			「……あれ？　でも、何で俺たちの前に現れるのが遅かったんだ？　ダンジョン踏とう破はを達成したからこうして現れたんだよね？　なら、もっと早くこうして現れることもできたんじゃね？」

			「貴方の進化を見て、笑い転げてました」

			「コンチクショウッ！」

			「照れますね」

			　そう言いながら、後頭部をかく羊。ぶん殴りてぇ……！

			「暴力は反対ですよ？　私、ダンジョンを管理するための特殊な力はありますけど、普通の戦闘力はゴミカス以下ですから」

			「心を読むな！」

			　この羊、ペースを乱すのが巧いな!?　……まあ、俺が単純なだけなんだけど。

			「でも、本当に私たちは暇ひまを持て余しているんですよ。何せ、ダンジョンを踏とう破はしてくれる人がいないんですから。ダンジョンから出そうになる魔物を抑よく止しする以外、仕事がなかったわけですしね」

			「え？　ダンジョンを踏とう破はしてくれる人がいない？　それ、どういう意味だ？」

			　普通、ダンジョンとかって、毎日冒険者みたいなのが攻略しようと頑張ってるんじゃねぇの？

			「たしかに、冒険者の方々はダンジョンを攻略していますね」

			「サラッと心読んでんじゃねぇ！」

			「あ、ちなみに私の趣味は、人の生活を覗き見ることです。その人の赤せき裸ら々らな様子を観察して、笑うのが日課ですから」

			「どうでもいいうえに下げ種すいっ！」

			「いえいえ、私は紳士ですよ」

			　この羊、いろいろダメだろ!?　こんな紳士がいてたまるもんか！

			「羊さん、面白いね！」

			「いえいえ、それほどでもありますね」

			「謙けん遜そんしやがれ！」

			　サリアはニコニコ笑ってる。サリアを笑顔にするという意味では、このノリも許すしかない。それより、サリアの笑顔はいいな。心が温かくなる。サリアの笑顔に癒いやされるわぁ。

			「さて、貴方のせいで脱線した話を戻しますが……」

			「お前が脱線させたんだよな!?　俺のせいじゃねぇよな!?」

			　いきなり自分の趣味を語りだした羊が悪いだろ!?　お、俺は悪くないやい！

			「先ほども冒険者の方々が、ダンジョンを攻略していると言いましたよね？」

			「お、おう」

			「それは間違いではありません。なかには、ダンジョンを踏とう破はする人間も数多くいるでしょう」

			「え？　それじゃあ……」

			「話は最後まで聞きましょう。そんなこともわからないのですかな？　これだから怪物は……」

			「アンタは羊の皮を被った鬼かっ!?　さりげなく人が気にしてること呟つぶやいてんじゃねぇよ！」

			「おっと、失敬。つい本音が……」

			「俺コイツいやだああああああああああ！」

			　コイツ、俺が職業の欄に怪物って書かれてたのを気にしてたのを知ってて、突いてきやがった！　終いには泣くぞ!?

			「男の涙に興味はありませんね」

			「鬼き畜ちくっ！　外げ道どうっ！　人でなしっ！　もうお前なんかキライだああああああああっ！」

			「ははは！　私はもとより羊。人でなしはあながち間違いではないですね」

			　人の揚げ足取りやがって……！　それに、気にしてなかったけど、さっきから人の心読み過ぎじゃね!?　しかも、俺の職業の欄に怪物って書いてあることも、なぜか知ってる……。

			「またもや貴方のせいで話がそれましたが……」

			「……」

			　もう二度とツッコんでやらない。

			「……チッ」

			「さり気なく舌打ちしてんじゃねぇよ！　って、ハッ!?」

			　思わずツッコんでしまった!?　たった今、ツッコまないって決意したのに！

			　ああ……目の前の羊のドヤ顔がムカつくぅぅぅぅうううう！

			「冗談は置いといて……。ダンジョンを踏とう破はする人間が多くいると言いましたが、それはあくまで、『そのダンジョンの最終エリアまで到達し、ダンジョンボスを倒した』という意味での踏とう破はです」

			「それが普通じゃないのか？」

			「いえ？　これが一般的なダンジョン踏とう破はですね」

			　……一体何が言いたいんだ、この羊は……。

			「私が人々の前に現れるとき……それは、真の意味でダンジョンが踏とう破はされたときです」

			「真の……意味？」

			　首を傾げるサリアと俺に、羊は一旦間を置くと説明を始めた。

			「先ほど、ダンジョンの出現条件のようなものを軽く説明しましたが、その際、残留思念が関わってくるとも言いましたよね？」

			「ああ」

			「残留思念とは、主にその場所で亡くなった人のさまざまな強い想いのことを言います。そして、それによって出現したダンジョンには、一般的なダンジョン踏とう破はと、今こうして貴方たちが達成された踏とう破はにわかれます。今回、貴方たちが達成した踏とう破はこそ、真の意味でダンジョンを攻略したことを意味します」

			「ん？　んん？」

			　よく意味がわからない。いや、わからないというよりは、なんと言うか……モヤモヤしたものを感じていると言ったほうが正しいか。

			「まあ、あんまり深く考える必要はないでしょう。真の意味でダンジョンを踏とう破はすることは、狙ねらってできるモノではありませんから。それに、真の踏とう破はができるダンジョンは、残留思念によって形成されたものだけであり、魔力によって出現したダンジョンや、強者が長い年月をかけて支配した結果できたダンジョンは、最終エリアのボスを倒して踏とう破はするしかありません。ただ、これから先、残留思念によって出現したダンジョンを真の意味で踏とう破はしたいと思うのであれば、一つだけアドバイスをしましょう」

			「アドバイス？」

			「ええ。人の残留思念によって出現したダンジョンでは、最終エリアのボスが魔物化した残留思念の持ち主の場合が多いのです」

			「なるほど……このダンジョンのゼアノスみたいな感じだな？」

			「その認識で間違いありません。ですから、ダンジョンボスの無念を晴らしてあげることが真の踏とう破はへと繋がるでしょう。もう一度言いますが、狙ねらってできるモノではありませんからね？　それをお忘れないように」

			　ふーん……神がくれた異世界に対する知識には、そんなこと書かれてなかったなぁ。……まあ、それ以上にあそこに書かれていたこと自体がアバウトで必要最低限だけだったわけですけど。

			「さて、話は私が何をしに現れたのか、というところにまで戻ります」

			　そうだった。最初の質問忘れてたよ。この羊が何をしに現れたのか訊いたんだった。

			「私が今回現れたのは、このダンジョン、【果て無き悲愛の森】を真の意味で攻略したお２人に、踏とう破は報ほう酬しゆうを渡すためです」

			「踏とう破は報ほう酬しゆう？」

			「はい。普通に踏とう破はするだけでは私は現れませんし、ダンジョンボスのドロップアイテムや、宝箱の中身を回収して終わりです。ですが、真の意味で踏とう破はしていただいた方には、もれなく踏とう破は報ほう酬しゆうが渡されるのです」

			「へぇ……その踏とう破は報ほう酬しゆうって同じダンジョンで何度も貰えるのか？」

			「無理ですね。なぜなら、真の意味で踏とう破はされたダンジョンは消滅するからです」

			「消滅!?」

			　俺は、思わず声を裏返らせた。

			「消滅です。先ほども申しあげましたけど、ダンジョンボスの無念を晴らしてあげることが、真の意味でダンジョンを踏とう破はすることに繋がります。もちろん、どのダンジョンのボスに、それが通用するのかはお教えできませんが。ですから、ダンジョンボスが真の意味で倒されたとき、そのダンジョンボスはこの地に留まる理由を失います。ゆえに、ダンジョンが消滅するのです」

			「な、なるほど……」

			「よって、ダンジョンの踏とう破は報ほう酬しゆうがもらえるのは、そのダンジョンにつき一度のみ。お２人はそれを手にできるわけなんですから、誇ほこってもいいですよ？　私が許しましょう」

			「何でお前の許可がいるの!?」

			「当たり前でしょう？　私、羊ですから」

			「クソッ！　話がかみ合わない……！」

			　勝手に悔しがる俺を無視したまま、羊は思案していた。

			「うーん……本来なら決められたモノを渡すのが決まりなのですが……。何せ、このダンジョンは踏とう破はされることがないと思っていましたからねぇ。報ほう酬しゆうをしっかり決めていないのですよ」

			「そうなのか？」

			「ええ。まあ、幾つかは決まっているのですが、最後に何をお渡ししようか……」

			「じゃあ訊くけど、決まってるモノって何？」

			「それは、【進化の実栽培セット】と【10日分の旅セット】ですね」

			「は!?」

			　進化の実って栽培できるの!?

			「ええ、もちろん」

			「心読むんじゃねぇ！」

			「ちゃんと栽培方法の書かれた冊子や、進化の実の種などをたくさんお付けしてますよ。10日分の食料についてですけど、これはこのままダンジョンが消滅するので移動のことを考えて用意しておきました」

			「そ、そうか……」

			　俺は一つ気になることを質問した。

			「あれ？　そう言えば、ダンジョンが消滅するって言ってるけど、そうなるとここの森やクレバーモンキーたちはどうなるんだ？　羊さんが抑制しなくなったら、人里とか襲うんじゃねぇの？」

			「その点については、特に問題ないでしょう。ダンジョンが消滅するというのは、その土地が消滅するのではなく、ダンジョンとしての機能が消滅することを言うのです。ですから、この広い森はそのままの状態で残りますし、もともとこのダンジョンの周辺には街や村などは存在しないので」

			「え、ちょっ……それじゃあ俺たち、この後どうすればいいの!?」

			　近くに町がないのか!?　マジで!?

			　俺はゼアノスから得た知識で確認してみた。

			　……うん、何もなかった。普通に歩いて移動しても、最低１週間はかかるよ……。

			　そもそも、ゼアノスの知識は１５００年前のモノなので、どこまで信用していいのかわかったモノではない。

			「言ったでしょう？　移動することを考えての食料と、もちろん水もありますよ。テントもありますし、これで多少は旅が快適になるでしょう」

			「……どうも」

			「いえいえ。私から踏とう破は報ほう酬しゆうを渡されたあと、そのまま森の外に強制転移させられるお２人の役に立ったらと思って用意しましたので」

			「絶対ウソだ！」

			　そう思ってしまうのも無理はないだろう。だって、コイツいろいろ酷ひどいよ!?

			「まあ、渡すのは今言った２つのセットと、あと１つ……合計３つ渡すのが決まりなんですよね。栽培セットなどは２人で使えるモノなので、２つ分のカウントなんですが……。困りましたねぇ……。最後は、それぞれ１つずつにしましょうか」

			　そう言うと、羊は俺とサリアを観察するような目で見る。

			「そうですね。取りあえず、サリアお嬢様には下着などの衣服をお贈りしましょう」

			　そう言うと、羊は手を叩く。

			　すると、何もない空間から、いきなりたくさんの下着や服が出現した。

			「一応サリアお嬢様の服なので、服の大きさが自由自在に変わる能力だけ付与させていただきました。この能力の付与された服こそが一番必要であろうと私が判断しましたので」

			「羊さん、グッジョブ！」

			　ごめんね、羊さん。貴方のことわかってなかったよ。

			　そう、サリアの服がなくて困ってたんだよ……！

			　これで、街に到着しても、兵隊さんのお世話にならずに済むね！

			　それに、服の大きさのことまで考えてくれるなんて……デキる羊だな！

			「それではサリアお嬢様はお着替えください。仕切りもこちらで準備しましょう」

			　再び羊さんが手を叩くと、俺とサリアの間にカーテンらしきものが出現した。

			「では、着替え終わりましたらお教えください」

			「ありがとう、羊さん！」

			　カーテン越しに、サリアの嬉しそうな声が聞こえる。

			「今サリアお嬢様には一着の服と下着類をお渡ししたので、残りの服は貴方が管理しておいてください」

			　羊さんにサリアの服を手渡された。

			　……たしかに俺がアイテムボックスを持っているんだけどね？　でも、俺が女性モノの服を持ってたら変態扱い必至だぜ？

			　まあ、バレなきゃ犯罪じゃないわけですから？　その精神で乗り切ろう的な？

			「バレなくても犯罪ですよ、誠せい一いち様」

			「……冗談ですよ」

			　よい子は真似しないでね！　主に俺の生き方を！

			「それよりも……貴方への報ほう酬しゆうをどうしましょうかねぇ」

			「そんなに難しいのか？」

			「ええ、ものすごく。このダンジョンに来たばかりのときの貴方でしたら、媚び薬やくやらモテ薬やらを差し上げるつもりでした」

			「とことん下げ種すだな!?　でももらえるならほしいね！」

			「今の貴方に必要ありません。差し上げるだけ無駄でしょう」

			「……」

			　何でこんなにキッパリと言われるんだろうか。モテ薬を必要としないほど顔がよくなったのか、逆にそれで解決できる次元を超えるほど酷ひどくなったのか……。

			　でもイイじゃん。ほしいじゃん、モテ薬。一度はモテ期というモノを体験してみたいんだよ！

			　体は痩やせた。身長もだいぶ高くなった。でも、顔はいまだに確認できていないんだよなぁ……。スゲー気になる。

			「装備に関しても、武器はチート性能の塊かたまりですからねぇ……」

			　それについては返す言葉もございません。チートという言葉を知っていたことにも驚きだけどね。

			「防具関係がよいでしょうか？」

			「防具？」

			「ええ、防具です。魔法使いの証でもある漆しつ黒こくのローブや、騎士を想起させるフルフェイスの全身アーマー等ですね」

			「たしかに、武器やアクセサリー系統の装備品はよいけど、防具はないな……」

			「でしょう？　ですから、私、たった今貴方にピッタリの防具を思いついたんですよ」

			「お？　それって何だ？」

			「目出し帽」

			「ガッカリだよ！」

			　目出し帽って……映画や漫画でよく銀行強盗が被ってるマスクだろ!?

			「ダメですかね？」

			「普通にダメだろ!?　そんなモノ被って街に入ろうとしてみろ！　兵隊さんが飛んでくるぞ!?」

			「それは見てて面白そうですね」

			「もう死んでくれ！」

			　前言撤回！　コイツ、ダメダメだ！

			「ならフルフェイスヘルメットなんてどうでしょう？」

			「俺は首なしライダーか！　それともあれか？　仮面ティーチャーか!?」

			　……仮面ティーチャーは少し違うか。

			「どちらも違いますよ。単純にフルフェイスヘルメットを被っていただいたら面白いなぁ、と思いましたので。おっと、今のは秘密でした」

			「本音が隠せてねぇ！　てか、首なしライダーとか知ってんの!?」

			「ええ、もちろん」

			　あらヤダ、この羊怖い。

			「それより、どうして頭部を保護するようなモノばかりをすすめてくるんだよ！　全然俺には関係ないよな!?」

			「いえ、これは真面目に誠せい一いち様の今後のことを考えたうえで、申し上げております」

			「今後のこと？」

			「はい。誠せい一いち様の現在の容姿は、今回手に入れられた『偽ぎ装そう』のスキルのせいで、魅力値は10となっております。魅力値に限りませんが、ステータスで10ということは、ハッキリ申し上げますとクソですね」

			　あ、あのとんでもないステータスの横に書かれたかっこの中身は、偽ぎ装そうの効果が表れているときの相手に見えるステータスってわけか。そんでもって酷ひどい言われよう。

			「……つか、何で俺が偽ぎ装そうを持ってることや、ステータスの魅力が10なことを知ってるんだよ」

			「羊ですから」

			　もう絶対にツッコまない。

			「とにかくですね、偽ぎ装そうが発動しているときは、私や誠せい一いち様が心から信頼できると思った方以外は、偽ぎ装そうされた数値通りの見た目で見えるのです。つまり、魅力10のアナタの姿が、皆様に見られるということですね」

			　それじゃあ最初のステータスオール１を誇ほこった俺は、最悪ってことじゃんか！　泣けてくるね！

			「そんな誠せい一いち様のトラブルを回避するために、私は顔全体を見えないようにするための装備品を、勧めさせていただきました」

			「いや、そんな面倒なことせんでも、偽ぎ装そうのスキルを解けばいいだけの話だし……」

			　あ、もしかしたら偽ぎ装そうを解除したほうが魅力は酷ひどくなる、ということもありえるかも……。いまだに顔は確認できてないし。

			「甘いですね」

			「へ？」

			　思わず間ま抜ぬけな声を出してしまった。

			「偽ぎ装そうを解くということは、ふとした拍子に貴方の実力が世間に知られるかもしれないということですよ？　これがどういうことかわかりますか？」

			「いや、全然……」

			「簡単に言いますと、国同士のくだらない争いに巻き込まれたり、怪物的扱いをありとあらゆる人間から受け、最終的にほとんどの人と関わることなく死んでしまう、という事態すらありえるということです」

			「それは嫌だな……」

			　サリアは違うけど、この世界に来ているであろう翔しよう太たたちはどうだろう？

			　変わり果てた俺の姿を見て、どんな思いを抱くのだろうか？

			　ステータス的には怪物クラスの俺だ。怖がられるかもしれない。

			　それは……考えたくないな。

			「まあ、ぶっちゃけ私が面白いからという理由が一番大きいんですけど」

			「もうお前なんか信じない！」

			　何なの!?　人が少しシリアス気味な雰囲気を出してたのに！

			「でも実際に、トラブルは多くなると思いますよ？」

			「いや、普通に目出し帽とか嫌だから。フルフェイスヘルメットも嫌だから。被ってたら変態だから」

			「何を言ってるんですか。元からでしょう？」

			「黙ってろ！」

			　この羊、掴つかみどころがなさ過ぎる……！

			「仕方ないですね。なら、フルフェイスヘルメットでいいですか？」

			「ねえ、何が仕方ないの!?　詳しく教えてくれないかなぁ!?」

			「もちろん、ただのフルフェイスヘルメットじゃないですよ？　奮発して多少の能力を付与させていただきますよ」

			「例えば？」

			「ドラゴンに踏まれたり、噛まれたりしても傷一つ付かない耐久力を誇ほこります」

			「それはヘルメットの防御力じゃない！　すごく安全そうだけども！」

			「灼しやく熱ねつの地や極ごつ寒かんの地でも、ヘルメットのなかは快適空間」

			「顔だけな!?　そんな地じ獄ごくみたいな場所に行くんなら、体もどうにかしなくちゃいけないんだよ!?」

			「最後は、食事のときのために口元だけ開きます」

			「最後ショボっ!?　その機能いるのか!?」

			「決定ですね。フルフェイスヘルメットにします」

			「話を聞けぇぇぇぇぇぇぇぇぇええええええええええ！」

			　なぜ決定した!?　誰もそれがいいとは言ってないよね!?

			　しかし、羊はそんな俺もお構いなしに、何もない空間から真っ黒なフルフェイスヘルメットを取り出した。

			「はい、どうぞ」

			「だからいらないんですけど!?」

			「遠慮しなくていいですよ。私もいらないんで」

			「じゃあもっといらねぇよ！」

			　必死に拒絶する俺だったが、羊はいきなりヘルメットを宙に放り投げ、手を叩いた。

			　突然の行動に俺が唖あ然ぜんとしていると、俺の顔に何かが被せられた。

			「ちょっ！　いつの間に!?」

			　フルフェイスヘルメットだ。

			「これも羊の嗜たしなみです」

			「羊って何なの!?」

			　必死に脱ごうとする俺だが、なぜだか脱げない。

			「え、脱げないんですけど」

			「はい。そうしましたから」

			「外せぇぇぇぇぇぇぇええええええ！」

			「はははは、機会があれば」

			　それ、絶対しないやつの台詞せりふじゃん!?　『明日から本気出す』と同じくらい、信用できないよね!?
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			「安心してください。私がいるうちは外せませんが、私と別れたあとは、信用できる人とそのヘルメットが判断したときのみ、外せるようになります。逆に言いますと、近くに知らない人ばかりでは絶対に脱げないので」

			「無駄な高スペックだな!?」

			　信用できる奴かどうか、勝手にヘルメットが判断するんですか!?　驚きだな！

			「あ、でもそれならサリアは大丈夫なんだろう？」

			「ええ、そうですね」

			「それならお前と別れたあと、すぐ脱げばイイだけの話じゃないか！」

			　俺、頭いいな！

			「あ、そのヘルメット、他人や信用できない人が近くにいると強制的に頭に被せられます。回避は不可能ですね」

			「畜ちく生しようめ！　高スペックなんかじゃねぇ、最も早はや呪いだ！　コンチクショォォォォオオオオ！」

			「人間、誰しも諦あきらめが肝心ですよ、怪物さん」

			「サラッと矛む盾じゆん点突いてくるんじゃねぇよ！」

			「時が経てば、そのうち外れるでしょう。それこそ、無理矢理でもいけるんじゃないですか？」

			　もうコイツヤダ。無理矢理ってどうすればいいんだよ。ドラゴンでも無理なんでしょ？　自信ねぇよ……。

			　羊にライフポイントをごっそり削り取られていると、着替え終わったのか、サリアがカーテンから顔を出していた。

			「おや、サリアお嬢様。もう着替えは終わりましたか？」

			「うん、終わったよ！」

			「そうですか。では……」

			　羊は再び手を叩くと、さっきまでサリアと俺の間にあったカーテンは一瞬にして消え去った。

			　カーテンが取り払われる。そこに現れたのは、純白のワンピースに身を包んだサリアだった。

			「誠せい一いち……どうかな？　似合う？」

			「え？　あ、ああ……」

			　俺はサリアの言葉に、咄とつ嗟さに答えることができなかった。

			　それくらい、サリアは美しかった。

			　深しん紅くの髪が、白いワンピースのおかげでよく映える。

			「えへへへ。嬉しいなっ！」

			「……」

			　ヤバい、サリアが可愛い。……惚のろ気けてごめんなさい。

			「本当ですね。気持ち悪い……」

			「ねぇ、もうちょっと言葉を選ぼうか!?」

			　この羊、容赦なさ過ぎる……。心を読まれてることに関して言えば、最も早はやツッコむことを諦あきらめている。疲れた。

			「さて、渡す物も渡しましたし、そろそろ転移してもらいましょうか」

			「うん、俺は強制的だけどね」

			「それじゃあ転移させますね」

			「お前は最後まで話を聞かないなぁ!?」

			　羊はまるで聞く耳を持たず、俺の言葉を無視して転移の準備を始めた。

			「まあ、文句はもう一度会うことがあれば、そのときにでも聞きましょう」

			「お前、完全にダンジョンを踏とう破はするのが難しいって言ったよね!?　それに俺は二度とお前に会いたくねぇ！」

			「大丈夫ですよ。貴方の気持ちはわかってますから。私が好きなんですよね？」

			「やっぱり一発殴らせろ！」

			「おっと、転移が始まりました」

			「は!?　ちょ――――」

			　俺は殴ることもできず、そのまま転移を受け入れるしかなかった。

			　それは、体がすでに光の粒子になって、消えかかっていたからだった。

			　もう完全に体が消えそうになった俺は、最後にこう叫んだ。

			「テメェ……今度会ったとき覚えてろよおおおおおおおおおお！」

			「羊さん、じゃあね～！」

			「はい、さようなら」

			　こうして、俺とサリアは驚くほど簡単に、【果て無き悲愛の森】から転移させられた。

			　最後の台詞せりふが三下っぽかったって？……俺が一番わかってるよ！

			　

			◆　◇　◆

			　

			「行きましたか……」

			　私は、いましがた転移した２人を見送り、そう呟つぶやいた。

			「しかし……『テメェ……今度会ったとき覚えてろよおおおおおおおおおお！』、ですか」

			　最後に誠せい一いち様が叫ばれた言葉をもう一度口に出し、思わず頬ほほを綻ばせる。

			「今度会ったとき……誠せい一いち様はもう一度私と会うつもりなのですね」

			　あれだけ難しいと言ったのですが……。

			　でもこの言葉は、長い間人と会話をすることがなかった私にとって、とても嬉しいモノでした。

			「ふふ。しかし、『テメェ』とは……私は山羊ではなく、羊なんですが」

			　そういうことじゃないだろうって？　イイじゃないですか。私はもとより関係ないことを適当に考えるのが好きなんですよ。

			「さて、ここのダンジョンはじきに消滅しますし……新たなダンジョンができるまで待ちますか」

			　そして、そのあとは――――。

			「お待ちしてますね？　誠せい一いち様」

			　最後に、たった今、見送った愉快なお人の名前を呟つぶやき、私はその場を後にするのでした。

		

	
		
			エピローグ

			　

			「ここでお待ちください」

			　異世界に召喚されたその日、俺――――高たか宮みや翔しよう太たは、全校生徒とともにある場所へと向かっていた。

			　生徒たちが落ち着いた頃を見計らって、この世界の……俺たちを召しよう喚かんした人間が話しかけてきた。

			　俺たちを召しよう喚かんした奴らは、全員ゲームや漫画のなかでしか見たことのないようなローブに身を包んでおり、手には杖が握にぎられていた。もろ魔法使うって見た目してやがる。

			　初めは、それぞれ学校側と異世界側の代表がお互いに自己紹介などをしていたが、その後、なぜか先生方は他のローブの人に連れられて、別の場所へ行った。

			　そんなわけで、今この場所には生徒しかいない。

			「しっかし……こんな場所に待たせて何するつもりなんだ？」

			「恐らくだが、私たちを召しよう喚かんした人間のトップと面会させるのだろう」

			　賢けん治じの呟つぶやきに答えたのは、いつもと変わらず冷静沈着な神かん無な月づき先輩だった。俺たちが待たされている場所の目の前には、意匠の凝った大きな木の扉がある。

			　なかには偉い人がいますよ感が、半端ない。

			　扉に続く通路にも、高そうな壺やら絵やらが飾られてある。電気が通っていないはずのこの世界にシャンデリアらしきものがあることから考えると、いわゆる魔法というやつで光をつけているのだろう。

			　あれこれ考えていると、神かん無な月づき先輩は冷静な声で言った。

			「今から出会う人間のことはどうでもいい。だが、それ以上に先生方のことが気になるな……」

			　どうでもいいってことはないだろうに……。でも、さすが神かん無な月づきグループの令嬢だけあり、お偉いさんと面会するのも慣れているのだろう。全く緊張しているそぶりがない。

			　しばらくして、俺たちを案内してくれた男の人が再び現れた。

			「お待たせしました。今から王様に会ってもらいます。くれぐれも粗相のないように……」

			　男はそう言うと、目の前の扉を開いた。周囲から、張り詰めた緊張感が漂ってきた。

			　かくいう俺も緊張している。この場で緊張してないのは、神かん無な月づき先輩くらいだろう。

			「では、こちらへ……」

			　俺たちは男に促されるまま、部屋のなかへと足を踏み入れた。

			　そこは物語でしか見たことのないような、華やかな宮殿だった。

			　部屋の奥では、無駄に豪華な椅子に誰かが座っている。その左右には、これまた物語のなかの貴族のような服装に身を包んだ連中がいて、俺たちのほうを無遠慮に見ていた。

			　椅子に座っているのが王様で、左右の貴族みたいな奴らは重臣ってところか？

			　その後ろには、ゴッツイ銀色の鎧よろいをフル装備した連中が控えている。

			　地球ではまずお目にかかれない異様な光景に、生徒たちは蒼白だった。

			　神かん無な月づき先輩を除いて。

			　つか、度胸あり過ぎでしょ、神かん無な月づき先輩。何のんきに、周りを観察してるんですか。

			　かくいう俺も言葉を失っていたので、神かん無な月づき先輩に何か言うことはできなかった。

			　俺たちは、促されるままにローブの男に付いて行き、王様の前に立った。

			「では、皆さま。跪ひざまずき、頭を垂れてください。王の御ご前ぜんです」

			　唐とう突とつにそんなことを言うローブの男に、俺たちは首を傾げたり、ちょっとムカッとしたりとさまざまな反応を見せた。ちなみに俺は、後者である。

			　首を捻ひねっている連中は、言葉を理解するのに時間がかかっているのだろう。

			　つかそんなことより……勝手に召しよう喚かんされたうえに頭下げろとか……おかしくね？

			　内心毒づきながら、目の前の、王と呼ばれた人物に目を向ける。

			　灰色の髪と青色の瞳ひとみ。これだけで俺たち日本人とは違うことが一目でわかる、中年男性だった。

			　異世界に召しよう喚かんされたということもあり、見た目のことはたいして気にならないが、どこか見下したかのような雰囲気をまき散らしていることだけは、どうにも気に入らなかった。

			　勝手にそんなことを考えていると、王の左右に控えていた貴族らしき人物の一人が声を荒らげる。

			「王の御ご前ぜんだと言っているだろう！　頭を下げよ！」

			　何言ってんだ、コイツ。俺たちは勝手に召しよう喚かんされた『勇者』だってのに、それわかってて言ってんのか？

			　俺以外にも、多くの生徒が同じことを思っているのだろう。貴族の言葉に、眉を顰ひそめている。

			　すると、今まで黙っていた神かん無な月づき先輩が全生徒の代表と言わんばかりに王の前に立った。

			「――――誠に申し訳ございません。私たちは、こういった場での礼儀というモノを知りませんので、どうか、ご容赦願いたい」

			　気に入らない連中に頭を下げる神かん無な月づき先輩に、俺たちは目を見開く。神かん無な月づき先輩は、俺たちのほうを振り返った。

			「……今は彼らに従うしかないだろう。私たちは、この世界では何の財産も力も持たない人間だ。無意味に相手を刺激して、生存率を下げる真似はしたくない。黙って頭を下げよう」

			　神かん無な月づき先輩は、囁ささやくように言う。皆、渋々ながら神かん無な月づき先輩の言葉に従い跪ひざまずいた。

			　……マジで何なんだ？

			　俺は頭を垂れながらも、コッソリと目の前の王様の様子をうかがう。

			　王様は、俺たちの行動が当たり前だ、と言わんばかりに鼻を鳴らし、立ち上がった。

			「皆の者、私の国を救うべく勇者としてよく召しよう喚かんされてくれたな。当然といえば当然だが、一応礼を言おう。私の礼を受けたのだ、泣いて喜ぶがいい」

			　明らかに礼を言う奴の態度じゃねぇ。第一、勝手に召しよう喚かんしたのはテメエらだろうが。

			　そもそも、何で礼を言われた俺たちが感謝しなきゃなんねぇんだよ。

			「私は無駄な話が嫌いでな。簡潔に言おう。貴様らに命令する内容はただ一つ。この世界を脅かしている魔王を討とう伐ばつして来い。それだけだ。

			　幸い、今の魔王には力が全然ない。魔王が復活し、かつての力を取り戻すまでには、最低でも４年はかかるはずだ。だが、それでも魔王が復活したことには変わりなく、魔物や魔族どもの動きが活発化してくる。そこで、貴様らの出番だ」

			　目の前の王は、俺たちがそのメチャクチャな命令を受けることを前提にしゃべり続ける。

			　命令だと？　どこまで舐なめた口きいてんだ？　このオッサン……。

			　しかも、魔王が力を取り戻すまでに４年もかかるって……そんだけ時間があるのに、何でこんなに早く俺たちを召しよう喚かんして、魔王を討とう伐ばつさせようなんて考えてるんだよ。ハナから自分たちでどうこうしようって考えてないよな。

			　怒りがふつふつとわき上がる。と、目の前で俺たちと同じように跪ひざまずいている神かん無な月づき先輩の姿が目に入った。

			　神かん無な月づき先輩は、幼おさな馴な染じみの俺でさえ見たことがないほど冷ややかで、心底軽けい蔑べつした目を目の前のオッサン……王様に向けていた。

			　こ、怖ぇ……俺はＭじゃないから、恐怖しか感じられないぞ。

			　ふと、同じように跪ひざまずいていた生徒が立ち上がる気配を感じた。

			「ふざけんじゃねぇ！　会ったばかりのオッサンに、何で命令されなきゃならないんだよ！」

			「正直、意味わかんないよね」

			「そぉッスよぉ！　娯楽のない世界なんてクソ喰らえッス！　ケータイ使えないじゃないっスか！」

			「……問題点そこ？」

			「いやいや、愛あい梨りの言ってることって重要っしょ。ウチ超現代っ子だし。つか、娯楽もそうだけどメイクとかできるワケ？」

			「……瑠る美みってメイクしてないよね？」

			「まあね。必要ないし。でもスキンケアのグッズとかは必要っしょ。ネイルだってあるじゃん」

			　立ち上がったのは、学校でも有名なグループの女子たちだった。しかし、有名といってもあまりいい意味ではない。

			　最初に声を荒らげた野の島じま優ゆう佳かは日本人とイギリス人のハーフで、地毛でありストレートの金髪を腰まで伸ばしている。服装は学校の制服を改造しまくり、その上には特攻服を羽は織おっている。

			　ちなみに、制服の胸元からは包帯らしきものが見える。恐らくさらしだろう。……どこの漫画だよ。

			　どんなチーム名だったか覚えてないが、相当有名なレディースの総長だったはずだ。すごい美人でありながらレディースの総長ということで、周囲から距離を置かれていた。

			　清し水みず乃の亜あは短い黒髪に毛先だけ青で染めており、これまた優ゆう佳か同様の美人。優ゆう佳かのように派手な改造はしていないモノの、かなり制服を着崩しており、ピアスなんかも普通に付けている。

			　そんな外見の乃の亜あだが、実は超有名なファッションモデルだったりする。だからこそ、制服は着崩しているにもかかわらず、そのスレンダーな体型も相まってとても様になっている。

			　乃の亜あは、優ゆう佳かとよく一緒にいた。俺は１年のとき、乃の亜あと同じクラスだったが、授業中も普通にケータイをいじったり、優ゆう佳かたちと一緒に授業をサボったりしていたのを覚えている。

			　そして的外れなことを言い、乃の亜あにツッコまれていたのが、世せ渡と愛あい梨り。

			　愛あい梨りは、ギャルっぽい雰囲気はあるモノのノーメイクで、なのに優ゆう佳かクラスの美人という、何とも言えない奴だ。

			　派手なアクセサリーなんかを付けていたりするが、話してみると面白い奴だった。優ゆう佳かたちとよく一緒にいるが、他の女子たちとも仲がよい。

			　優ゆう佳かも乃の亜あも雰囲気的には一匹狼といった感じだが、愛あい梨りはそんな２人相手でも難なく溶け込める、どこかズレてはいるモノのすごい奴だ。

			　最後の、いかにもギャルと言った口調の女子は天あま川かわ瑠る美み。愛あい梨りとは違い、こっちは完かん璧ぺきなギャルだ。

			　髪の毛は茶髪でゆるいウェーブがかかっている。乃の亜あの言う通り、化粧は一切していないようだ。それでも美人って……ギャルとしてスペック高くね？

			　乃の亜あや愛あい梨りとは違い、制服はオシャレを意識して着こなしていた。

			　いきなり立ち上がった女子たちを冷静に観察していたわけだけど、実際はそんなことをしている余裕はないんだよな。

			　優ゆう佳かたちを何とかして黙らせないと、へたすりゃ俺たちはこの場で殺される。

			　勇者召しよう喚かんとやらが何年かに１度しかできない、とかっていうんならいいんだけど……。

			　そう言えば、いわゆる女子の不良的グループはこうして行動を起こしているのに、普段からチャラチャラした男どもは完全に委い縮しゆくしてて使い物にならねぇな。俺自身もヘタレなわけだけど。女子って強いよな。

			　つか……やっぱり俺たちのように、異世界へ召しよう喚かんされたことにムカついている人間が少なからずいることが判明してよかった。

			　そんなことを考えていると、案の定、重臣らしき禿はげたオッサンが優ゆう佳かたちにキレた。

			「身分をわきまえろ！　王の御ご前ぜんであるぞ!?」

			「うるせぇ！　ハゲは引っ込んでろ！」

			「は、ハゲ!?……気にしてるのに……」

			　あ、ハゲのオッサン、見るからに落ち込んだぞ。ドンマイ。一いつ蹴しゆうされたハゲのおっさんに、俺は軽く同情した。

			　すると、玉座にふんぞり返っている王様のオッサンが鼻を鳴らした。

			「まあいい。この私に意見があるのだろ？　特別に許可してやろう。言ってみるがいい」

			「んじゃあ遠慮なく言わせてもらうけどよ……アタシたちを元の世界に帰しやがれ！」

			「本当だよね。なんかよくわからない声に異世界行きを強制決定されたと思ったら、今度は魔王を倒して来いだって？……ふざけてるよね」

			「なんかよくわかんないことになってるけど、ウチも面倒なことはゴメンだしぃ」

			「魔王って言えば、やっぱりド○クエっスよね！」

			「……愛あい梨りは黙ってようね」

			　……うん、シリアスもクソもねぇな。

			　優ゆう佳かたちのおかげでだいぶ余裕のできた俺は、周囲を見てみた。賢けん治じを含めたほとんどの連中が唖あ然ぜんとしている。神かん無な月づき先輩は相変わらずだけど。何はともあれ、緊張がほぐれたのはよかった。愛あい梨りがすさまじい馬鹿だってことが露ろ見けんしたけど。

			　目の前の国王は、相変わらず上から目線で続ける。

			「なんと言おうが、貴様等に拒否権はない。貴様等の左手の甲を見てみるがいい」

			　俺は、自分の左手の甲に視線を落とした。優ゆう佳かたちも含めて、全員同じように自分の左手の甲を見ている。

			　……特に何か変わった様子はない。左手の甲に一体何があるんだ？

			「貴様等の左手の甲には、私の国の戦士として強制的に働かせる効果を発揮する、『隷れい属ぞくの紋もん章しよう』が刻まれているだろう！　どうだ、これで貴様たちが私に歯向かうことできないことが理解できただろう？　残念だったな！」

			　…………。

			　俺の左手の甲には、何も刻まれてないぞ？

			　取りあえず、周囲の奴の左手の甲を確認したが、やはり何も描かれていなかった。

			　そして、それは優ゆう佳かたちも同じだったらしく――――。

			「……紋もん章しよう？　なんも描かれてねぇぞ？」

			「……そうだね」

			「刺青いれずみとかマジないわって思ってたけど……なんもないよね」

			「ええ!?　ちょっとカッコよさそうって期待してたのに！　嘘うそ吐ついたんスか!?」

			　愛あい梨りの発言は置いておいて、やはり皆の左手の甲には何も刻まれたりはしていないらしい。

			　俺は、国王に視線を戻した。

			「え、マジで？」

			　王からは、今までの見下した感がまるで嘘うそだったかのように消え去った。

			　つか……国王の素が出てね？　しかも相当軽いノリだし……。

			　国王は何度も瞬きをし、俺たちの左手の甲をじっと見ている。

			　本当に俺たちの左手の甲に紋もん章しようとやらが刻まれていないと理解した国王は、近くに控えていたローブを纏まとっている爺さんに声をかけた。

			「ねえねえ、紋もん章しよう出てないんだけど？　どうすんの？　ヤバくね？　私だいぶ調子乗っちゃったよ？　ねえ、大丈夫？　大丈夫なんだよね!?」

			　国王、スゲー焦あせってるよ。今までの見下した雰囲気はどうした。

			　国王に助けを求められたローブの爺さんは、見ているこっちが清すが々すがしくなるほどの笑顔で言い放った。

			「想定外！」

			「うそおおおおおおおん!?」

			　丸投げしやがった！　国王が絶望の表情を浮かべてるよ。すごく哀れだ。

			「な、何とかしてよ……爺えもん！」

			　何でアンタがそのネタ知ってんの。そんでもって、ダメダメ国王じゃねぇか。救いようがなさ過ぎる。

			　皆、突然繰り広げられたコントのような会話に呆ぼう然ぜんとしている。

			　神かん無な月づき先輩に至っては、これでもかというくらい冷ややかな視線を向けていた。

			　ヤメテあげて！　国王のライフポイントはゼロよ！

			「しょうがないですなぁ、国王様は。奥の手を出してあげましょう」

			　爺さんも国王の茶番に付き合うのかよ。

			「タラタタッタタ～！　人質～！」

			　サラッとえげつねぇこと言い放ちやがった!?　つか、口で効果音とか寂し過ぎるっ！

			　しかも、まんまド○えもんだしな！　本当に何で知ってんの!?

			　爺さんは近くにいる兵士に何かを言うと、兵士は一つ頷うなずき、急いで走っていった。

			　そして、しばらくすると兵士が水晶のようなモノを持ってきた。

			「勇者殿たちが我々の命令に背そむくというのであれば……彼らの命はないですよ？」

			　ローブ姿の爺さんがそう言いながら水晶に手をかざすと、空中に、地球の科学技術もビックリな映像が浮かび上がった。

			　そこには、牢ろう屋やらしきところで囚とらわれた状態の先生たちの姿が映っていた。

			「なっ……」

			「……」

			　神かん無な月づき先輩の表情が険しくなる。

			「彼らは貴方たちの仲間ですよね？　こんなことをしたいわけではないのですが、命令を聞いていただけないというのであれば、彼らには死んでいただくほかないでしょう」

			　言葉を返すことができない俺たちをよそに、ローブの爺さんは続ける。

			「まあ、貴方たちが彼等を見捨てるというのであれば、それでもいいですが……。しかし、我々は、貴方たちを元の世界へと帰す術すべを持っているのですよ？　ここで貴方たちが我々の命令に従わないのであれば、無用な殺生をしなければなりません。ちなみに、召しよう喚かんした我々以外には貴方たちを帰還させることは不可能ですしね」

			「!?」

			　つまり、俺たちが元の世界に帰れるかどうかも、すべてこいつらの手の内ってわけだ。

			　ここにきて、有効な手札を次々と切ってくるな……。

			　帰るためには、こいつらの命令に従うしかない。ただ、帰ったところで俺たちの居場所があるのかと言われれば、恐らくないだろう。

			　たしか、地球上から俺たちに関する記憶を消した、とか言ってた気がするし……。

			　この世界に飛ばされる前に、スピーカーから流れてきた神と名乗る声の言う通りだとすれば、の話だけどな。

			　でも、とにかく地球に戻らない限りは、どれだけ先のことを考えても意味がない。

			　チクショウめ……痛いところ突いてきやがる。

			　皆が苦い表情を浮かべていると、今度は神かん無な月づき先輩が立ち上がった。

			「――――つまり、私たちが元の世界に帰るには、貴方たちに従うほかない、と？」

			「そういうことですね」

			　神かん無な月づき先輩は、ローブの爺さんを睨みつける。

			「外げ道どうが……」

			「はて？　どうして怒っていらっしゃるんでしょうか？　異界の勇者殿の考えはわかりませんなぁ」

			　どこまでも人の神経を逆なでするような発言に、俺たち全員怒りが爆発しそうだった。

			　優ゆう佳かに至っては、今にも殴りかかりそうな様子であり、隣で乃の亜あがなだめていた。

			「勇者殿たちの身体能力は、今は低いとはいえ、鍛きたえれば強い力となるでしょう。そんな力を持っているんですから、怖いものなんてないでしょう？」

			　ローブの爺さんはそんなことを言うが、平和な日本で変わり映えのしない日常を過ごしてきた俺たちが、いきなり魔王を倒してこいと言われても無理なのだ。虫ならいざ知らず、犬や猫でさえ殺したことのある奴なんて、このなかには一人もいないだろう。

			　だが、ローブの爺さんの発言は、他の生徒の心を動かすには十分だった。

			「た、たしかに……」

			「俺たちって勇者なわけなんだろ？　なら強いんだよな？」

			「それなら大丈夫なんじゃ……？」

			「結局、倒さないと帰れないんでしょ？」

			　次々と、魔王討とう伐ばつに前向きな発言をしていく生徒たち。本当に大丈夫なのか？　愛あい梨りじゃないけど、ド○クエみたいにゲーム感覚でこの世界を捉えてないか？

			「お、おい……なんか皆乗り気じゃねぇか？」

			　近くにいた賢けん治じが、俺にそう言う。

			「まあ……この国の連中に帰してもらう以外、地球に帰る方法がないんなら、魔王討とう伐ばつも仕方がないって思えるよな。そのうえ、俺たちは強力な力まで身につけてるらしいしな」

			「そんな単純な話なのかよ？」

			「んなワケねぇだろ」

			　俺たちはこの国の連中からすれば、都合のいい駒こまでしかない。もしかしたら、魔王を無事討とう伐ばつできても、俺たちを帰すことなく殺しにかかってくる可能性だって考えられるわけだ。

			　でも、今の時点ではこの国の連中に従わないと、未来がない。

			　神かん無な月づき先輩は難しそうな表情を浮かべ、なにやら悩んでいるようだった。神かん無な月づき先輩も、俺と同じ考えに至ったのかもしれないな……。

			　さっきまでの取り乱した様子が嘘うそのように、国王は再び上から目線で言った。

			「フン。まあ、これ以上議論するだけ無駄であろう。魔王討とう伐ばつの件は絶対である。貴様らは一応勇者だからな。この城にある部屋で過ごすことを許可しよう。感謝するがよい。そして、明日からは早速、魔王討とう伐ばつに向けて訓練しろ。話は以上だ。下がれ」

			　一方的に言いたいことだけ言うと、国王は立ち上がった。

			「ま、待ってください！　話はまだ終わってません！」

			　神かん無な月づき先輩が声を上げると、後ろで控えていた兵士たちが一斉に槍やりや剣を構えて突き付けてきた。

			「……っ！」

			　神かん無な月づき先輩の動きが止まる。

			　国王は一度もこちらを振り向くことなく、そのまま去っていった。

			「まあ、諦あきらめてくだされ、勇者殿。兵士たちに部屋まで案内させるので、今日はゆっくり休んでください。明日からの訓練、楽しみにしてますぞ」

			　ローブの爺さんもそう告げると、そのまま去っていった。重臣らしき人物も後に続く。

			　残されたのは、俺たち生徒と、いまだに槍やりを突き付ける兵士たち。そして、その一番後ろで目を瞑り、腕を組んで佇んでいる鎧よろい姿の中年の男だけだった。

			　腕を組んでいる男は、他の兵士たちとは何だか雰囲気が違った。

			　男が、目を閉じたまま兵士たちに言う。

			「……勇者殿を部屋までお連れしろ。手荒な真似はするな」

			　低い声からは、感情を読み取ることができなかった。

			　俺たちは立ち上がると、そのまま兵士たちに部屋まで案内された。

			　神かん無な月づき先輩はずっと難しい顔をしており、俺も賢けん治じもこれから先のことに不安を感じていた。

			　ほとんどの生徒は、いつの間にか緊張も解けたらしく、城に住むことに興味が移っていた。魔王討とう伐ばつのことを深く考えている者はいなかった。

			　

			　取りあえず、魔王の完全復活まで４年もあるんだ。なら、その間にいい方法でも見つかるだろう。

			　それに、一応、俺たちに力はあるわけだ。何とかなるだろう。

			　俺は、そうやって無理矢理自分を納得させた。

			　――――あとになって俺たちは、このときの考えがどれだけ甘いモノだったのかを、思いしることになるのだが。
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